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＜用語の定義＞ 

①施策№，②施策名，③主な取組 

  プラン記載の「施策番号」，「施策名称」，「主な取組」を記載しています。 

 

④事業内容，⑤参考数値 

  「③主な取組」（「③主な取組」が無い場合は，「②施策名」）に関係する事業の内容及び参考数値を記載しています。 

 

⑥実施状況（個別） 

  「③主な取組」（「③主な取組」が無い場合は，「②施策名」）ごとの進捗状況を記載しています。 

実施状況 定 義 

完了 施策目的を達成し，取組を終えたもの 

推進中（充実） 当該年度内に充実を図ったもの（前年度「着手前」であったものを含む。） 

推進中（継続） 前年度と概ね同様の内容で取組を推進したもの 

着手前 着手前のもの 

 

⑦実施状況（全体） 

  「⑥実施状況（個別）」を踏まえた「②施策名」ごとの進捗状況を記載しています。 

実施状況 定 義 「⑥実施状況（個別）」に基づく選択方法 

完了 施策目的を達成し，取組を終えたもの 全て「完了」の場合 

推進中（充実） 
当該年度内に充実を図ったもの 

（前年度「着手前」であったものを含む。） 
「推進中（充実）」が一つでも含まれる場合 

推進中（継続） 前年度と概ね同様の内容で取組を推進したもの 
「完了」，「推進中（充実）」，「着手前」の 

いずれにも当てはまらない場合 

着手前 着手前のもの 全て「着手前」の場合 



⑧今後の方向性 

「②施策名」ごとの平成２８年度以降の方向性を記載しています。 

今後の方向性 定 義 

充実 
今後，事業内容や予算を充実させていくもの 

（※利用者増に伴う経費増等，当然増は「充実」に含まない。） 

継続 これまでの事業内容や予算を大きく変更せず，引き続き施策を実施していくもの 

見直し（実施方法） 施策の実施方法を見直すもの 

見直し（目標値） 施策の目標値を見直すもの 

完了 施策が完了したもの 

 

⑨所管局 

  「②施策名」ごとの所管局を記載しています。 
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第１章　子どもを社会の宝として市民・地域ぐるみで子育てを支え合う子育て支援の風土づくり
（１）　「子どもを共に育む京都市民憲章（愛称：京都はぐくみ憲章）」の推進

◇毎年度制定する「行動
指針」に基づく取組の啓
発・実践

　「子どもを共に育む京都市民憲章の実践の推進に関
する条例」に基づき，「京都市子どもを共に育む京都
市民憲章推進協議会」の開催や平成２７年度「行動指
針」及び「重点行動」を策定し，啓発リーフレットを
作成している。

―
推進中

（継続）

◇「子ども育みサポー
ター」制度の充実

　「京都はぐくみ憲章」の理念をあらゆる施策の展開
に反映させるとともに，幅広い市民に憲章を普及啓発
し，実践活動を喚起する観点から，区役所に子ども育
みサポーターを置き，憲章の行政区レベルでの実践の
推進を図る。

―
推進中

（継続）

◇「実践推進者表彰」の
実施

　人づくりフォーラム（平成２８年２月２７日）に
て，実践推進者表彰式を実施した。

表彰件数
　26年度：10団体を表彰（応
募件数：29件）
　27年度：8団体を表彰（応
募件数：40件）

推進中
（継続）

◇愛称・ロゴマークを活
用した啓発活動の推進

　憲章の愛称及びロゴマークの募集等を通じて，憲章
の理念を市民生活の隅々まで浸透させ，家庭，地域，
学校，企業，行政など社会のあらゆる場で実践行動に
つながるよう普及促進を図った。 ―

推進中
（継続）

◇スマートフォンアプリ
等を活用した情報発信

　「京都はぐくみアプリ」内で憲章実践活動をＰＲす
る「ＰＲします！あなたの京都はぐくみ憲章実践活
動」を実施している。

ＰＲ件数
　27年度：28件

推進中
（継続）

001

「京都はぐくみ
憲章」の普及と
憲章の理念に基
づく実践の推進

推進中
（継続）

継続
保健福祉局
教育委員会
全局・区

1



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

002

７つの「緊急の
方策」など，子
どもの命や健や
かな育ちを守る
取組の推進

　「児童虐待」，「いじめ対策」，「児童ポルノ対
策」，「薬物乱用対策」，「性感染症対策」，「イン
ターネットの不適切利用対策」及び「電子・映像メ
ディア依存対策」の７つの「緊急の方策」を中心に，
子どもの命や健やかな育ちを脅かすものに対し，その
状況の点検及び必要な措置の検討，そして市民や保護
者向けの情報提供及び研修の実施や，育ち学ぶ施設職
員への研修の充実などの取組を進める。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続

保健福祉局
教育委員会
全局・区
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（２）　子育て支援ネットワークの充実

003
子育て支援の中
核機関の連携強
化と機能充実

【中核機関】
◇児童福祉センター
◇第二児童福祉センター
◇子育て支援総合セン
ターこどもみらい館
◇教育相談総合センター
（こども相談センターパ
トナ）

≪児童福祉センター≫
　子育てに関わる総合的かつ専門的な機能を有する子
育て支援機関としての機能の一層の充実を図り，地域
の関係機関との連携を強化している。

≪子育て支援総合センターこどもみらい館≫
　乳幼児の子育て支援を総合的に推進するため，幼稚
園・保育園（所），私立・市立・国立の垣根を越えた
「共同機構」としての取組を行っている。
　相談，研究，研修，情報発信，子育てネットワーク
の構築の５つの機能を柱とし，親同士の交流，ボラン
ティア養成等の多彩な事業を展開する中で，家庭・地
域の教育力の向上，保育士・幼稚園教諭の資質向上，
乳幼児の子育て支援の推進等を行っている。

≪教育相談総合センター（こども相談センターパト
ナ）≫
　京都市在住又は京都市立学校に在籍する小学生から
高校生までの子ども及び保護者を対象に，心のケアを
要すると思われる気がかりな点や，子どもの教育上の
様々な課題や子育ての不安等について相談業務を実施
している。
　また，こども相談総合案内（電話ガイド）により，
相談内容に応じて適切な相談機関を紹介している。
　連携強化については，カウンセラーと生徒指導課担
当主事によるチームサポート，学校との連携・コンサ
ルテーション，他機関との連携等を通じて，一人ひと
りの子どもの課題に応じた指導体制の充実を図ってい
る。

≪こどもみらい館≫
来館者数
　26年度：407,557人
　27年度：402,106人

≪教育相談総合センター≫
来所相談件数
　26年度：延べ17,502人
　27年度：延べ17,756人

こども相談総合案内（電話ガ
イド）利用件数
　26年度：523件
　27年度：573件

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実
保健福祉局
教育委員会
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◇子育て支援調整会議の
開催

　児童相談所，保健センター，保育園（所），児童
館，小中学校，主任児童委員等をはじめとした子ども
に関わる関係機関が地域の児童問題の把握，情報交換
を行っている。 ―

推進中
（継続）

◇子ども支援センターの
専門性の向上

　子ども支援センター職員の能力向上を図るため，各
種研修として情報交換会，事例検討会，施設見学会を
実施するほか，児童相談所及び保健センター職員との
合同研修も実施している。 ―

推進中
（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇要保護児童対策地域協
議会の運営と機能強化

　効果的な協議会の運営及び関係者の連携の強化を目
的に，実務者会議の構成員である子ども支援セン
ター，児童相談所及び保健センターを対象にした合同
研修会を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇ 地域 支       
子育て応援事業の充実

再掲182
推進中

（継続）

◇子育て支援情報発信事
業の実施

再掲010
推進中

（継続）

◇保育園（所）等との連携
によるきめ細かな家庭訪問・
相談の充実

再掲182
推進中

（継続）

推進中
（継続）

充実 保健福祉局004
子ども支援セン
ターの機能強化
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005
地域子育て支援
ステーション事
業の機能強化

　小学校通学区域を基礎単位とする，より身近な地域
における子育て支援ネットワークの拠点として，市内
すべての児童館，保育園（所）及び認定こども園を
「地域子育て支援ステーション」に指定し，「小学校
通学区域の子育て支援ネットワーク作り」と「ネット
ワークを活用した子育て支援の地域展開」を実施して
いる。
　また，「小学校通学区域の子育て支援ネットワーク
作り」については，地域ネットワーク確立のための中
核的役割を果たす「基幹ステーション」が担うことと
している。

地域子育て支援ステーション
指定施設数
　27年度：397施設
基幹ステーション指定施設数
　27年度：137施設

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続 保健福祉局
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第２章　次世代を育むすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり
（１）　子育てに生きがいを感じられる家庭・職場・地域社会づくり
ア　子育て家庭への支援

006

新生児等訪問指
導事業（こんに
ちは赤ちゃん事
業）の実施

　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を保健師や
助産師等が訪問し，育児に必要な保健指導を行ってい
る。

訪問実績
・実件数
　27年度：10,687人
・延べ件数
　27年度：11,402人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

007
育児支援家庭訪
問事業の充実

≪子ども支援センター≫
　子育てに不安や課題を抱えながら，自ら支援を求め
ることが困難な家庭など，子育て支援を必要とする家
庭を訪問し，子育ての不安や悩みの相談に応じるとと
もに，具体的な育児の助言，援助などを行っている。

≪保健センター≫
　育児ストレス等による虐待リスクがある家庭や心身
の発達に関して問題を有し障害のリスクを抱える子ど
ものいる家庭を中心に，医療機関等と連携を図り，育
児不安や心理的不安を軽減するため，必要な保健指導
を実施している。

≪子ども支援センター≫
訪問件数（延べ件数）
　26年度：1,551件
　27年度：1,554件

≪保健センター≫
訪問実績
・実件数
　27年度：842人
・延べ件数
　27年度：1,866人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

◇一時預かり事業の充実
（一般型）

再掲100
推進中

（充実）

◇ファミリーサポート事業の推
進

再掲015
推進中

（継続）

◇子育 支援ಢ期匏用事
業（ショートステイ，トワイライ
トステイ）の実施

再掲182
推進中

（継続）

008 一時的な預かり事
業の推進

推進中
（充実）

充実 保健福祉局
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
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④
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⑤
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⑦実施
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⑧今後の
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⑨
所管局

009
子育て相談事業
の推進

保健福祉局
教育委員会

≪子ども支援センター≫
　子ども支援センターによる子育て相談を実施してい
る。

≪つどいの広場≫
　子育て中の親の子育てへの負担感の緩和を図り，安
心して子育てができる環境を整備し，身近な地域の子
育て支援機能の充実を図るため，地域住民相互で子育
て支援を行える親子の集いの場を提供している。具体
的には，①子育て親子の交流の場の提供と交流の促
進，②子育てアドバイザーによる子育てに関する相
談，援助の実施，③地域の子育て関連情報の提供，④
子育て及び子育て支援に関する講習等の実施，⑤地域
の子育て力を高める取組の実施などを行っている。
　平成２７年度は，つどいの広場が有している知識・
経験・場などの資源を活用し，身近な地域における子
育て支援拠点としての役割を一層果たせるよう，機能
強化に取り組み，これまでの事業に加え，新たにつど
いの広場職員が地域に出向き，地域の身近な場所で交
流事業等を実施する「出張ひろば」と地域の多様な世
代との連携による事業を実施する「地域支援」を計５
箇所のつどいの広場で実施した。

≪児童福祉センター≫
　子どもに関するこころやからだの発達に関する相談
や養護や非行・虐待等の子育てに関する相談等を受け
付けている。

≪子育て支援総合センターこどもみらい館≫
　乳幼児の子育てに不安や悩みを持つ保護者等がいつ
でも気軽に相談できるよう，来館して，臨床心理士が
応じる「子育て相談」，専門医が応じる「健康相
談」，市民ボランティアが応じる「電話相談」，保
育・教育の専門家が応じる「こども元気ランドでの相
談」を行っている。

≪子ども支援センター≫
相談件数
　26年度：2,655件
　27年度：2,429件

≪つどいの広場≫
延べ利用者数
　26年度：152,630人
　27年度：169,301人（出張
ひろば1,990人を含む。）

≪児童福祉センター≫
相談受理件数
　27年度：12,037件

≪子育て支援総合センターこ
どもみらい館≫
相談件数
・子育て相談
　26年度：2,521件
　27年度：2,785件
・健康相談
　26年度：153件
　27年度：142件
・電話相談
　26年度：670件
　27年度：558件
・こども元気ランドでの相談
　26年度：1,458件
　27年度：1,361件

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実
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◇出生児宅への出産お祝
いレター及び子育て応援
パンフレットお届け事業
の実施

　未来の京都を担っていく新しい「いのち」である出
生児を養育する家庭に対し，これから始まる家庭での
「子育て」を応援するために，市長からの出産お祝い
レターを添えて，子育ての知識や本市施策・事業ある
いは子育ての不安や悩みを相談できる機関などを紹介
した「子育て応援パンフレット」，「家庭ごみ有料指
定袋無料引換券（きょうと子育て応援パスポート」，
「子どもの事故防止実践マニュアル」，「京都はぐく
みアプリリーフレット」を送付している。

≪子育て支援総合センターこどもみらい館≫
　こどもみらい館の取組を中心に，子育て支援に関わ
る情報を紙面で提供する情報誌「みらいっこ」（赤
ちゃん版）を出産お祝いレターに同封している。

送付件数
　27年度：11,262人

推進中
（継続）

◇妊娠・出産・育児テキ
スト「赤ちゃんといっ
しょ」の配布

　妊娠中からの子育て情報をまとめた冊子「赤ちゃん
といっしょ」を母子健康手帳交付時に全妊婦に配布し
ている。

交付実績
　27年度：11,934冊

推進中
（継続）

◇親育ち本「すくすく子
育てアドバイス！」の発
行

≪子育て支援総合センターこどもみらい館≫
　平成１８年から毎月１回実施している「館長の井戸
端サロン」でのテーマの内容と，実際に参加者からい
ただいて答えたＱ＆Ａをまとめた冊子を発行し販売し
ている。さらに，平成２７年度には別冊「Ｑ＆Ａ集」
も発行し，主に「すくすく子育てアドバイス！」購入
者に配布している。

販売数
　26年度：66冊
　27年度：50冊

推進中
（継続）
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◇インターネット等によ
る子育て支援情報の発信

≪京都はぐくみアプリ≫
　スマートフォン普及率の高い子育て世代に向けた
「京都はぐくみアプリ」を作成し，イベント情報のリ
アルタイム発信や，本市の関連施設における「授乳・
おむつ替えスペース等」の乳幼児連れの外出時に必要
な設備の案内など，より利便性を高めた子育て関連の
情報発信を行っている。
　また，ホームページ「子育て応援ウェブサイト」や
「子育て応援パンフレット」，各区役所・支所の子ど
も支援センターが作成する「センターだより」などに
加え，利用者にとってより情報を得やすい環境を整備
することで，一層の子育て支援の充実を図っている。

≪子育て支援総合センターこどもみらい館≫
　開館時から，こどもみらい館で実施する講座やセミ
ナーの情報，掲示板「子育ておしゃべりひろば」，子
育て図書館情報，子育てリンク集，子育てサポート情
報等をホームページで発信している。

≪京都はぐくみアプリ≫
アプリダウンロード数
　27年度：5,061件
ウェブサイトアクセス数
　27年度：401,847件

≪子育て支援総合センターこ
どもみらい館≫
ホームページアクセス数
　26年度：172,706件
　27年度：207,600件 推進中

（継続）

◇母子健康手帳記載内容
の充実

　厚生労働省令で定められた様式（省令様式及び任意
様式）等に加え，本市施策の内容について記載してい
る。
　また，母子健康手帳の記載内容がより見やすく，記
入欄が書きやすくなるよう，サイズをＡ６からＢ６に
変更した。

―
推進中

（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇すくすく子育て情報発信事
業の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇子  保健医探相談 事
故防止センター「京（みや
こ）あんしんこども館」における
事業の実施

再掲071
推進中

（継続）

子育て支援情報
の的確な提供

推進中
（継続）

充実
保健福祉局
教育委員会

010
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◇子育てサロンや子育て
サークル等の活動情報の
提供

≪子育て支援総合センターこどもみらい館≫
　子育てサークルの登録を受け付け，子育て家庭に
サークル情報の紹介を行っている。具体的には，こど
もみらい館ホームページでの情報発信を行うととも
に，館内１階に「子育てサークル情報コーナー」を設
け，チラシや情報誌等を配架している。

≪こどもみらい館≫
登録サークル数
　26年度：13サークル
　27年度：14サークル 推進中

（継続）

◇健診をはじめとする各
種母子保健事業や子育て
支援事業における情報提
供等，サービスの機会を
捉えた情報発信の充実

　母子健康手帳交付時の妊婦全数面接をはじめ，こん
にちは赤ちゃん事業等の各種訪問事業，乳幼児健康診
査等を通じて，妊娠期から出産・育児期まで切れ目な
く子育て情報を提供している。

―
推進中

（継続）

◇「子どもを共に育む『親支
援』プログラム」の実践・推進

再掲160
推進中

（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇将来の育児参加に向けた
思春期   性 ಟ子保健
教育の推進

再掲061

着手前

◇中高生 赤     卦及
事業の充実

再掲111
推進中

（継続）

◇親になることの苦労や
素晴らしさも含めた啓発

　中学校における乳幼児とのふれあい体験事業（「青
少年のための親学習プログラム」）を実施する。

26年度：69.9%
27年度：90.4%

推進中
（継続）

011
推進中

（継続）
継続

保健福祉局
教育委員会

親になるための
準備，親として
学び育つための
支援
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⑨
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012
第三子以降等産
前産後ヘルパー
派遣事業の実施

　第三子以降の子又は多胎児の出産の前後のため，母
親が家事又は育児を行うことが困難で，適切に家事を
行う方がいない家庭に，家事等の援助を行うためのヘ
ルパーを派遣することにより，多子世帯及び多胎児世
帯の妊娠出産期における負担を軽減し，子育てを支援
する。

延べ派遣家庭数
　27年度：202（125）件
延べ派遣回数
　27年度：1,034（592）回
延べ派遣時間数
　27年度：1,904（1,098.5）
時間
　※（　）内はうち多胎児世
帯の件数等

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

013
育児支援ヘル
パー派遣事業の
実施

　新生児訪問事業等を通じて把握した，産後うつ・育
児ノイローゼ等の問題により特に支援を必要としてい
る方に対し，家事・育児支援を行うヘルパーを派遣す
ることで母の負担を軽減し，安心して子育てが行える
よう支援をしている。
（平成２７年度：最大派遣回数の拡充及び対象者に
「在宅で人工呼吸器等の医療機器を装着する等，医療
的ケアを必要とする概ね１歳未満の重度の在宅療養児
等がいる家庭」を追加）

派遣実績
・実件数
　27年度：270件
・延べ件数
　27年度：2,772回

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続 保健福祉局
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014
子育て支援情報
発信事業の実施

≪京都はぐくみアプリ≫
　スマートフォン普及率の高い子育て世代に向けた
「京都はぐくみアプリ」を作成し，イベント情報のリ
アルタイム発信や，本市の関連施設における「授乳・
おむつ替えスペース等」の乳幼児連れの外出時に必要
な設備の案内など，より利便性を高めた子育て関連の
情報発信を行っている。
　また，ホームページ「子育て応援ウェブサイト」や
「子育て応援パンフレット」，各区役所・支所の子ど
も支援センターが作成する「センターだより」などに
加え，利用者にとってより情報を得やすい環境を整備
することで，一層の子育て支援の充実を図っている。

≪母子保健事業等≫
　市全体や各保健センターにおける母子保健事業等に
ついて，インターネットやスマートフォンアプリを活
用したリアルタイム情報発信を行い，外出時において
も必要な情報を得ることができる環境づくりを実施し
ている。

≪子育て支援総合センターこどもみらい館≫
　開館時から，こどもみらい館で実施する講座やセミ
ナーの情報，掲示板「子育ておしゃべりひろば」，子
育て図書館情報，子育てリンク集，子育てサポート情
報等をホームページで発信を行うとともに，館内1階
に「子育てサークル情報コーナー」を設け，チラシや
情報誌等を配架している。

≪京都はぐくみアプリ≫
アプリダウンロード数
　27年度：5,061件
ウェブサイトアクセス数
　27年度：401,847件

≪子育て支援総合センターこ
どもみらい館≫
ホームページアクセス数
　26年度：172,706件
　27年度：207,600件

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局
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イ　子育てを支え合える地域社会づくり
◇ファミリーサポート事
業の推進

　子育ての援助を受けたい市民（依頼会員）と援助を
行いたい市民（提供会員）とが会員となり，市民相互
で育児を助け合う同事業について，会員数の更なる拡
大のための広報や事業啓発を実施している。

ファミリーサポート会員数
　26年度：6,784人
　27年度：7,136人

推進中
（継続）

◇子育てサロン等アドバ
イザー派遣事業補助

　地域において気軽に参加できる子育てサロンや子育
てサークル（以下「子育てサロン等」という。）の活
動が活性化するよう，試行的・モデル的に新たなアイ
デアやユニークな取組にチャレンジする子育てサロン
等に対してアドバイザーを派遣し，取組実績を市内で
活動する子育てサロン等へ幅広く周知する事業に補助
を行っている。
　また，平成２７年１０月から，子育てサロン等に対
する相談窓口「親子の居場所づくり相談室」（京都市
社会福祉協議会からＮＰＯ法人京都子育てネットワー
クに委託）を設置するなど，事業を充実した。

派遣件数
　27年度：86件

推進中
（充実）

◇子ども支援センターに
おける子育てサロンや子
育てサークル等への活動
支援

　子ども支援センターにおいて，こどもみらい館や区
社会福祉協議会等と連携し，各行政区内の育児サーク
ルや子育てボランティアサークル等への活動支援を
行っている。 ―

推進中
（継続）
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充実
推進中

（充実）

◇地域子育て支援ステー
ション（保育園（所），
児童館）における子育て
サークルの育成や幼児・
母親クラブの実施

≪地域子育て支援ｽﾃｰｼｮﾝ事業≫
　小学校通学区域を基礎単位とする，より身近な地域
における子育て支援ネットワークの拠点として，市内
すべての児童館，保育園（所）及び認定こども園を
「地域子育て支援ステーション」に指定し，「小学校
通学区域の子育て支援ネットワーク作り」と「ネット
ワークを活用した子育て支援の地域展開」を実施して
いる。
　また，「小学校通学区域の子育て支援ネットワーク
作り」については，地域ネットワーク確立のための中
核的役割を果たす「基幹ステーション」が担うことと
している。
　「ネットワークを活用した子育て支援の地域展開」
として，各ステーション等が連携し，地域に出向いて
実施する事業に対し，上限１０万円として補助金を交
付している。

≪児童館≫
　乳幼児とその保護者を対象にして,リズム遊び・手
遊びなどを楽しみながら,子どもの発達を援助すると
ともに,親子の絆を強め,保護者同士の関わりを通して
子育ての仲間作りを推進する「幼児クラブ」の実施
や，お母さん方が交流を図りながら,手作りの人形
劇・パネルシアターの上演などを行い，地域児童の健
全育成に寄与する「母親クラブ」の支援を，各児童館
において実施する。

地域子育て支援ステーション
事業
補助金交付件数
　27年度：513件
延べ参加人数
　27年度：61,066人

推進中
（継続）

保健福祉局
教育委員会

015

地域において住
民相互で行われ
る子育て支援活
動の活性化

14
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◇子育て支援活動いきい
きセンター（つどいの広
場）事業の充実

　子育て中の親の子育てへの負担感の緩和を図り，安
心して子育てができる環境を整備し，身近な地域の子
育て支援機能の充実を図るため，地域住民相互で子育
て支援を行える親子の集いの場を提供している。具体
的には，①子育て親子の交流の場の提供と交流の促
進，②子育てアドバイザーによる子育てに関する相
談，援助の実施，③地域の子育て関連情報の提供，④
子育て及び子育て支援に関する講習等の実施，⑤地域
の子育て力を高める取組の実施などを行っている。
　平成２７年度は，つどいの広場が有している知識・
経験・場などの資源を活用し，身近な地域における子
育て支援拠点としての役割を一層果たせるよう，機能
強化に取り組み，これまでの事業に加え，新たにつど
いの広場職員が地域に出向き，地域の身近な場所で交
流事業等を実施する「出張ひろば」と地域の多様な世
代との連携による事業を実施する「地域支援」を計５
箇所のつどいの広場で実施した。

延べ利用者数
　26年度：152,630人
　27年度：169,301人（出張
ひろば1,990人を含む。）

推進中
（充実）

◇子育てサークル支援情
報の提供（こどもみらい
館）

　子育てサークルの登録を受け付け，子育て家庭に
サークル情報の紹介を行っている。こどもみらい館
ホームページでの情報発信を行うとともに，館内１階
に「子育てサークル情報コーナー」を設け，チラシや
情報誌等を配架している。

登録サークル数
　26年度：13サークル
　27年度：14サークル

推進中
（継続）

004
子ども支援センター
の機能強化（再
掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実 保健福祉局

005
地域子育て支援ス
テーション事業の機
能強化（再掲）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続 保健福祉局
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016

地域における子
育て支援拠点と
しての幼稚園，
保育園（所），
認定こども園，
児童館等の機能
強化

≪地域子育て支援ステーション事業≫
　小学校通学区域を基礎単位とする，より身近な地域
における子育て支援ネットワークの拠点として，市内
すべての児童館，保育園（所）及び認定こども園を
「地域子育て支援ステーション」に指定し，「小学校
通学区域の子育て支援ネットワーク作り」と「ネット
ワークを活用した子育て支援の地域展開」を実施して
いる。
　また，「小学校通学区域の子育て支援ネットワーク
作り」については，地域ネットワーク確立のための中
核的役割を果たす「基幹ステーション」が担うことと
している。

≪幼稚園≫
　地域の未就園児の親子を対象とした園庭等の施設開
放や親子で楽しく遊べる取組を実施するなど，親子の
居場所づくりを実施するとともに，幼児期の教育に関
する相談に応じたり，子育てに関する情報を提供する
などの地域の子育て支援や家庭や地域における子育て
機能の向上を目指し，幼児・保護者同士の交流を促進
する取組や子育ての悩み相談などの子育て支援の事業
を実施している。

≪地域子育て支援ステーショ
ン事業≫
地域子育て支援ステーション
指定施設数
　27年度：397施設
基幹ステーション指定施設数
　27年度：137施設

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続
保健福祉局
教育委員会
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◇市民活動総合センター
（ひと・まち交流館京
都）

≪市民活動総合センター≫
　市民活動総合センターにおいて，青少年活動を含む
幅広い分野のＮＰＯ・市民活動団体等に活動場所を提
供するとともに，活動活性化の支援のための相談，団
体等の育成，幅広い市民の交流の場の提供，連携・共
同事業の開催等を展開している。

入館者数
　26年度：109,289人
　27年度：108,463人
ホームページアクセス数
　26年度：260,262件
　27年度：218,346件

推進中
（継続）

◇福祉ボランティアセン
ター（ひと・まち交流館
京都）

　区域におけるボランティア活動の拠点である区ボラ
ンティアセンターと連携しながら，市全域における子
どもを対象としたボランティア活動を総合的に支援す
るため，各種事業を実施している。
　・福祉ボランティア活動を中心とする様々な情報の
収集・提供
　・福祉ボランティア活動についての相談・紹介の実
施
　・ボランティア活動に関する各種講座・研修の開催
　・ボランティアグループへの活動支援　など

―
推進中

（継続）

◇地域のまちづくり支援
拠点「暮らしの工房」づ
くりの支援

　地域の団体等と連携し，空き店舗，集会施設などの
利用可能なスペースを有効活用した，身近なまちづく
り活動の拠点づくりに取り組んだ。 ― 完了

◇市民活動・ＮＰＯ・ボ
ランティア活動環境整備
（プラットホーム）事業
の実施

　地域社会を支える公益的な活動を行う市民活動団
体・ＮＰＯ・ボランティア団体等の活動環境の整備・
拡充を図るため，市民活動総合センターに設置してい
るスモールオフィス（１２箇所）に加え，平成２４年
４月から，東山いきいき市民活動センターに１８箇所
開設し，市民公益活動の場所と機会を提供している。 ―

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続017

子育て支援を行
うＮＰＯ・ボラ
ンティア団体等
への活動支援

文化市民局
保健福祉局
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◇子育てボランティアバ
ンクの実施

　地域における子育て支援の風土づくりのひとつとし
て,子どもや子育てに関心のある方に,ボランティアバ
ンクに登録していただき,安心して活動できる場を提
供していくことにより,子育てボランティアの活動を
支援する「子育てボランティアバンク事業」を実施し
ている。

登録者数
　26年度：486人
　27年度：482人

推進中
（継続）

◇子育て支援ボランティ
アの育成（こどもみらい
館）

　市民参加によるこどもみらい館の事業運営と，市民
のボランティア活動を通して身につけた子育てに関す
る経験・専門知識の社会還元を図り，全市的な子育て
支援の土壌づくりを目指して，電話相談，保育・子ど
も遊び，図書館，読み聞かせの活動を行う市民ボラン
ティアの養成事業に取り組んでいる。

電話相談ボランティア登録者
数
　26年度：49人
　27年度：49人
子育て支援ボランティア（電
話相談以外）登録者数
　26年度：203人
　27年度：200人

推進中
（継続）

◇絵本ふれあいボラン
ティアの育成

　絵本ふれあいボランティアの養成講座を行い，保健
センター・支所で実施する８か月児健康診査の際に絵
本の読み聞かせや紹介を行っている。

登録者数
　27年度：166人

推進中
（継続）

019

地域の子育て支
援活動への市民
団体，学生や大
学，企業等の参
加の促進

≪ＣＳＲの推進支援≫
　企業向け人権啓発講座において，働きやすい職場環
境づくりやワーク・ライフ・バランスについての講座
を開催した。

≪京都やんちゃフェスタ≫
　「子どもを共に育む京都市民憲章」を踏まえ，すべ
ての児童の健全育成と子育て支援を推進する総合的な
次世代育成イベントとして，「京都やんちゃフェスタ
２０１５」を開催した。
（小学生以上を主な対象とする「第１部」と，乳幼児
親子を主な対象とする「第２部」の２部構成で開催
（日時及び会場別））

≪ＣＳＲの推進支援≫
講座受講者数
　26年度：98人
　27年度：121人

≪京都やんちゃフェスタ≫
入場者数
　26年度：56,000人
　27年度：53,000人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
産業観光局
保健福祉局
教育委員会

推進中
（継続）

018 継続

子育て支援ボラ
ンティアの育成
とコーディネー
トの充実

保健福祉局
教育委員会
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◇児童館，幼稚園，保育
園（所），認定こども園
等における交流事業の実
施

≪地域子育て支援ステーション事業≫
　小学校通学区域を基礎単位とする，より身近な地域
における子育て支援ネットワークの拠点として，市内
すべての児童館，保育園（所）及び認定こども園を
「地域子育て支援ステーション」に指定し，「小学校
通学区域の子育て支援ネットワーク作り」と「ネット
ワークを活用した子育て支援の地域展開」を実施して
いる。
　また，「小学校通学区域の子育て支援ネットワーク
作り」については，地域ネットワーク確立のための中
核的役割を果たす「基幹ステーション」が担うことと
している。

地域子育て支援ステーション
指定施設数
　27年度：397施設
基幹ステーション指定施設数
　27年度：137施設

推進中
（充実）

◇いきいきお年寄りの
ネットワークづくり

　高齢者福祉施設と児童福祉施設などとの交流を促進
し，各施設間でのネットワークづくりを進めること
で，高齢者と子どもたちとの世代間交流の促進を図る
など，あらゆる世代の子育て支援への参画を推進して
いる。
　シルバー人材センター会員が子どもを一時的に預か
ることにより，高齢者の就労支援や高齢者の生きがい
の充実を図るとともに，世代間交流及び子育て支援の
促進を図っている。

―
推進中

（継続）

021

民生委員・児童
委員，主任児童
委員の活動の活
性化

　民生委員・児童委員活動の活性化のため，各種事業
を実施している。
　・民生委員・児童委員全体研修会の実施
　・全国主任児童委員研修会等，全国規模の研修会へ
の派遣
　・各区民生児童委員会における研修や専門部会活動
の実施
　・学区民生児童委員協議会における月1回の定例会
の実施

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 保健福祉局

継続
推進中

（充実）
020

あらゆる世代の
子育て支援への
参画（世代間交
流）の促進

保健福祉局
教育委員会
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022
社会福祉協議会
との連携

　「京（みやこ）・地域福祉推進指針２０１４」に社
会福祉協議会をはじめとする関係機関との連携・協働
の推進を掲げ，子育て中の方，障害のある方，引きこ
もりなどの社会的自立が難しい若者など，生活上の支
援を必要とする住民に関係機関が連携して適切に対応
するよう取り組んでいる。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 保健福祉局

125 人づくり21世紀委
員会（再掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 教育委員会

ウ　「真のワーク・ライフ・バランス」の推進

023

「子どもネット
ワーク」への企
業等の参画と連
携強化

　子どもネットワークの全市レベルにおける取組であ
る京都子どもネットワーク連絡会議に，京都商工会議
所や京都経営者協会等が参画，連携を図っている。

構成員数
　27年度（末現在）：79（関
係団体：44，本市機関：35）
会議開催数
　27年度：1回

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局
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024

働き方の見直し
による仕事と生
活の調和の推進
のための広報・
啓発

文化市民局
産業観光局
保健福祉局

≪ＦＭラジオ等による啓発の実施≫
　エフエム京都の番組内で「真のワーク・ライフ・バ
ランス」関連事業の告知を１日１回程度実施。また，
「京都ワーク・ライフ・バランスウィーク（１１月１
９日～２５日）」に合わせ，１１月１８日～２５日ま
で地下鉄（烏丸線，東西線）内で中吊り広告を実施し
た。

≪ホームページによる情報発信≫
　京都ｓｔｙｌｅ「真のワーク・ライフ・バランス」
応援ＷＥＢにおいて，企業等や市民の「真のワーク・
ライフ・バランス」の実践事例や親子で参加できるイ
ベント等の情報を発信している。

≪「真のワーク・ライフ・バランス」実践エピソード
表彰≫
　「仕事と家庭の両立」「イクメン」「地域活動」等
の身近なテーマを設定して取組事例を募集し，応募作
品の中からより詳しく紹介したい作品を選定して表彰
するとともに，ホームページ等で情報を発信してい
る。

≪企業向け人権啓発講座≫
（産業観光局協働（ＣＳＲ）講座）
・開催日
　平成２７年１２月１４日
・テーマ
　どうすれば日本（京都）で「ワーク・ライフ・バラ
ンス」が実現するか～ヴァカンス大国フランスとの国
際比較から見える課題について～
・講師
　藤野　敦子（京都産業大学経済学部教授）
　ほか事例発表企業２社

≪ＣＳＲの推進支援≫
　企業向け人権啓発講座において，働きやすい職場環
境づくりやワーク・ライフ・バランスについての講座
を開催した。

「真のワーク・ライフ・バラ
ンス」という言葉の周知度
　27年度：23.3％

≪「真のワーク・ライフ・バ
ランス」実践エピソード表彰
≫
　27年度：応募作品46件，市
長賞1件／特別賞相当1件／佳
作相当1件

≪企業向け人権啓発講座≫
（産業観光局協働（ＣＳＲ）
講座）
利用者数
　26年度：39人
　27年度：57人

≪ＣＳＲの推進支援≫
講座受講者数
　26年度：98人
　27年度：121人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実
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025

企業等における
仕事と家庭生活
等の両立支援の

取組の推進

≪京都市「真のワーク・ライフ・バランス」推進企業
支援補助金≫
　中小企業が「真のワーク・ライフ・バランス」を推
進するための職場環境整備に取り組むきっかけづくり
とするため，育児・介護と仕事の両立支援や長時間労
働の解消，年休取得促進など，働き方の見直しに取り
組む企業に対して補助金を交付している。

≪京都市「真のワーク・ライフ・バランス」推進企業
表彰≫
　「真のワーク・ライフ・バランス」の推進を通じて
男女共同参画社会の発展に特に貢献すると認められる
実績があり，その活動等が他の企業等の模範となり推
奨できる企業を表彰している。

≪企業向け人権啓発講座≫
（産業観光局協働（ＣＳＲ）講座）
・開催日
　平成２７年１２月１４日
・テーマ
　どうすれば日本（京都）で「ワーク・ライフ・バラ
ンス」が実現するか～ヴァカンス大国フランスとの国
際比較から見える課題について～
・講師
　藤野　敦子（京都産業大学経済学部教授）
　ほか事例発表企業２社

≪ＣＳＲの推進支援≫
　企業向け人権啓発講座において，働きやすい職場環
境づくりやワーク・ライフ・バランスについての講座
を開催した。

≪京都市「真のワーク・ライ
フ・バランス」推進企業支援
補助金≫
　27年度：22社に交付決定／
18社に交付（4社辞退）

≪京都市「真のワーク・ライ
フ・バランス」推進企業表彰
≫
　27年度：市長賞1社／特別
賞1社

≪企業向け人権啓発講座≫
利用者数
　26年度：39人
　27年度：57人

≪ＣＳＲの推進支援≫
講座受講者数
　26年度：98人
　27年度：121人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続

文化市民局
産業観光局
保健福祉局
教育委員会
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027

企業を通じた勤
労者への両立支
援や子育て支援
施策に関する情
報提供等の推進

　勤労者情報ホームページを運営することで，勤労者
福祉の向上を図るとともに，近年の厳しい雇用状況や
就業構造の多様化等に伴い発生する労働問題に勤労者
や働く意欲を持つ人が的確に対応できるよう，労働に
関する基本的な情報を提供する。

ホームページアクセス件数
　27年度：71,333件

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 文化市民局

026

男性が積極的に
家事，子育て等
に関わることが
できる環境・機
運づくりの推進

≪「真のワーク・ライフ・バ
ランス」実践エピソード表彰
≫
　27年度：応募作品46件，市
長賞1件／特別賞相当1件／佳
作相当1件

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 文化市民局

≪ホームページによる情報発信≫
　京都ｓｔｙｌｅ「真のワーク・ライフ・バランス」
応援ＷＥＢにおいて，親子で参加可能なイベント等の
情報を発信している。

≪親子参加啓発事業の実施≫
　京都サンガF.C.のホームゲームで親子優待企画を実
施している。

≪男性の積極的な家庭生活への参画を促進するための
講座を実施≫
　ウィングス京都において，「父と子のパンづくり講
座」及びＰａｐａカレッジ「家族の笑顔をつくる　家
事シェアを知ろう！」を実施した。

≪「真のワーク・ライフ・バランス」実践エピソード
表彰≫
　「仕事と家庭の両立」「イクメン」「地域活動」等
の身近なテーマを設定して取組事例を募集し，応募作
品の中からより詳しく紹介したい作品を選定して表彰
するとともに，ホームページ等で情報を発信してい
る。
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028

幼稚園，保育園
（所），認定こ
ども園や学童ク
ラブ事業等の幼
児教育・保育等
の一層の充実

≪保育所，認定こども園，小規模保育事業等≫
　・待機児童対策の実施
　・多様な保育サービスの提供（時間外保育，一時預
かり，病児・病後児保育等）

≪学童クラブ事業≫
　ひとり親家庭，両親の共働き，その他の事情などで
昼間留守になる家庭の小学生の児童を，家庭的な温か
い雰囲気の中で，放課後安全に保護し，健やかに育成
するとともに，保護者の就労支援を図っている。

≪保育所，認定こども園，小
規模保育事業等≫
定員
　27年4月：28,239人
　28年4月：29,226人

待機児童対策の実施
・27年度当初後の整備
　保育所等新設4箇所，増改
築12箇所，分園整備1箇所，
小規模保育事業整備21箇所

多様な保育サービスの提供
・時間外保育
　27年度：504,491人日
・一時預かり
　27年度：57,961人日
・病児・病後児保育
　27年度：3,584人日

≪学童クラブ≫
登録児童数（4月時点）
　27年度：10,833人

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 保健福祉局
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（２）　子どもの生活環境の整備と安全な生活が確保されるまちづくり
（子どもの生活環境の整備）
①　子育て家庭にやさしい環境の整備

029

「ユニバーサル
デザイン」の理
念に基づく子育
てしやすい生活

環境の整備

　平成１７年に制定した「京都市みやこユニバーサル
デザイン推進条例」に基づき，全ての人にとってでき
る限り生活しやすい社会環境の整備に取り組む。
　その一環として，だれもが利用しやすいサービス提
供を目指す店舗等へのステッカー交付及びその情報を
市民に提供することにより，店主，店員の意識の向上
及び市民の利便性向上を図る。

≪みやこユニバーサルデザインの推進≫
　平成１７年に策定した「みやこユニバーサルデザイ
ン推進条例」及び「みやこユニバーサルデザイン推進
指針」に基づき，すべての人にとって生活しやすい社
会環境の実現を目指して，京都市，事業者，市民等の
主体的な取組を促進している。

≪みやこユニバーサルデザイン優良建築物顕彰制度≫
　みやこユニバーサルデザイン優良建築物顕彰制度に
基づく適合ステッカー及び優良プレートを交付してい
る。

≪駅等のバリアフリー化の推進≫
　「「歩くまち・京都」交通バリアフリー全体構想」
により選定した「重点整備地区」において，策定した
「バリアフリー移動等円滑化基本構想」に基づき，Ｊ
Ｒ藤森駅（ＪＲ西日本），深草駅（京阪），西院駅
（京福），西院駅，嵐山駅，松尾大社駅及び上桂駅
（以上，阪急）におけるバリアフリー化整備や京都駅
（ＪＲ東海）及び稲荷駅（ＪＲ西日本）における転落
防止対策に対して補助金を交付した。

≪人にやさしいサービス宣言
事業≫
新規宣言店総数
　26年度：60件
　27年度：72件

≪みやこユニバーサルデザイ
ン優良建築物顕彰制度≫
適合ステッカー及び優良プ
レートの交付交付件数
・適合ステッカー
　26年度：199件
　27年度：131件
・優良プレート
　26年度：57件
　27年度：45件

≪駅等のバリアフリー化の推
進≫
バリアフリー化が完了した
「重点整備地区」内の駅数
　26年度：26駅
　27年度：28駅

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
保健福祉局
全局・区
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030

公共的施設への
授乳コーナーや
ベビールーム，
トイレ内ベビー
シート等の設備
の拡充

　平成１７年に制定した「京都市みやこユニバーサル
デザイン推進条例」に基づき，全ての人にとってでき
る限り生活しやすい社会環境の整備に取り組んでい
る。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 全局・区

031

公共的施設や公
的な催し，会議
等での保育コー
ナーの設置

　平成１７年に制定した「京都市みやこユニバーサル
デザイン推進条例」に基づき，全ての人にとってでき
る限り生活しやすい社会環境の整備に取り組んでい
る。 ―

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 全局・区

②　子どもが安心・安全に暮らせる居住環境等の確保

032 主要公園の運営

　梅小路公園，宝が池公園（子どもの楽園），大宮交
通公園を運営している。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 建設局

033
街区公園等の計
画的整備

　幡枝石清水公園の新規整備，向島東公園の拡張整備
を行った。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 建設局

034
子どもの安全な
通学を確保する
ための道路整備

　交通バリアフリー法に基づく重点整備地区の歩行空
間のバリアフリー化や歩車共存道路の整備等を行い，
安全で快適な歩行空間の確保を図った。

＜主な取組＞
　交通安全施設等整備（路側帯のカラー舗装等）

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 建設局
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035
子育て世代が居
住する住宅の耐
震改修の促進

　耐震改修に対する支援により，住宅・建築物の耐震
性能を向上させることで，子育て世代にとって安心安
全の住まいづくりを推進している。
　・まちの匠の知恵を活かした京都型耐震リフォーム
支援事業
　・木造住宅耐震改修助成事業
　・京町家等耐震改修助成事業

≪まちの匠の知恵を活かした
京都型耐震リフォーム支援事
業≫
　26年度：535件
　27年度：798件

≪木造住宅耐震改修助成事業
≫
　26年度：24件
　27年度：21件

≪京町家等耐震改修助成事業
≫
　26年度：2件
　27年度：4件

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続 都市計画局

036
多様な世代が安
心して暮らせる
市営住宅の供給

　計画的な建替え，改善（耐震改修，エレベーター等
設置，高齢者対応，浴室設置）により多様な世代の
ニーズに応じた市営住宅の供給を実施している。
　・市営住宅改善事業
　・住宅地区改良事業
　・住宅市街地総合整備事業

26年度：
　建替え:1団地41戸
　改善:1団地33戸
27年度：
　新築:1団地52戸
　改善:2団地564戸

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 都市計画局

037

「京（みやこ）
の水飲みスポッ
ト」の設置の推
進

　上下水道局南部営業所，岡崎公園，京都駅八条口駅
前広場「みやこ夢てらす」に「京（みやこ）の水飲み
スポット」（水飲み場）を設置した。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 上下水道局
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③　子どもたちの健やかな成長のための場づくり

039

幼稚園，保育園
（所），認定こ
ども園等の施設
の地域への開放
の一層の推進

≪幼稚園≫
　地域の未就園児の親子を対象とした園庭等の施設開
放や親子で楽しく遊べる取組を実施するなど，親子の
居場所づくりを実施するとともに，幼児期の教育に関
する相談に応じたり，子育てに関する情報を提供する
などの地域の子育て支援や家庭や地域における子育て
機能の向上を目指し，幼児・保護者同士の交流を促進
する取組や子育ての悩み相談などの子育て支援の事業
を実施する。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続

保健福祉局
教育委員会

038

児童館，子育て
支援活動いきい
きセンター（つ
どいの広場）の
運営

≪児童館≫
　児童館では，児童に健全な遊びを与えて，健康を増
進し，また情操を豊かにすることを目的とした取組の
ほか，乳幼児親子を対象とした地域の子育て支援の取
組を実施している。

≪つどいの広場≫
　子育て中の親の子育てへの負担感の緩和を図り，安
心して子育てができる環境を整備し，身近な地域の子
育て支援機能の充実を図るため，地域住民相互で子育
て支援を行える親子の集いの場を提供している。具体
的には，①子育て親子の交流の場の提供と交流の促
進，②子育てアドバイザーによる子育てに関する相
談，援助の実施，③地域の子育て関連情報の提供，④
子育て及び子育て支援に関する講習等の実施，⑤地域
の子育て力を高める取組の実施などを行っている。
　平成２７年度は，つどいの広場が有している知識・
経験・場などの資源を活用し，身近な地域における子
育て支援拠点としての役割を一層果たせるよう，機能
強化に取り組み，これまでの事業に加え，新たにつど
いの広場職員が地域に出向き，地域の身近な場所で交
流事業等を実施する「出張ひろば」と地域の多様な世
代との連携による事業を実施する「地域支援」を計５
箇所のつどいの広場で実施した。

≪児童館≫
年間自由来館者数
　26年度：1,047,500人
　27年度：993,178人

≪つどいの広場≫
延べ利用者数
　26年度：152,630人
　27年度：169,301人（出張
ひろば1,990人を含む。）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 保健福祉局
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040
子どもの豊かな
感性を育む文化
事業の推進

≪京都市交響楽団「オーケストラ・ディスカバリー～
こどものためのオーケストラ入門～」≫
　「オーケストラ大発見！」をテーマに６月，９月，
１１月，３月の年４回開催

延べ入場者数
　26年度：5,979人
　27年度：6,189人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 文化市民局

041

子どもの成長に
応じた多様な遊
び，体験の場の
提供と情報発信

≪地域子育て支援ステーション事業≫
　小学校通学区域を基礎単位とする，より身近な地域
における子育て支援ネットワークの拠点として，市内
すべての児童館，保育園（所）及び認定こども園を
「地域子育て支援ステーション」に指定し，「小学校
通学区域の子育て支援ネットワーク作り」と「ネット
ワークを活用した子育て支援の地域展開」を実施して
いる。
　また，「小学校通学区域の子育て支援ネットワーク
作り」については，地域ネットワーク確立のための中
核的役割を果たす「基幹ステーション」が担うことと
している。
　「ネットワークを活用した子育て支援の地域展開」
として，各ステーション等が連携し，地域に出向いて
実施する事業に対し，上限１０万円として補助金を交
付している。

地域子育て支援ステーション
事業
補助金交付件数
　27年度：513件
延べ参加人数
　27年度：61,066人

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続 保健福祉局

042 動物園の再整備

　平成２７年１１月８日に施設整備が完了し，グラン
ドオープンした。

― 完了 完了 完了 文化市民局

043
児童厚生施設の
運営助成

≪桂坂野鳥遊園≫
　自然や野鳥の観察を行う「桂坂野鳥遊園」の運営に
対して補助を行っている（運営：京都市社会福祉協議
会）。

≪八瀬野外保育センター≫
　児童の情操や健康の増進を図ることを目的とした，
「八瀬野外保育センター」の運営に対して補助を行っ
ている（運営：公益社団法人京都市保育園連盟）。

≪桂坂野鳥遊園≫
年間利用者数
　26年度：16,670人
　27年度：15,330人

≪八瀬野外保育センター≫
年間利用児童数
　26年度：14,293人
　27年度：14,137人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局
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044

動物を通じて命
の大切さを感じ
る心を育む京都
動物愛護セン
ターの開設

　平成２７年４月１日に京都動物愛護センターを開設した

― 完了 完了 完了 保健福祉局

（子どもの安全な生活が確保されるまちづくり）

045
子どもの交通安
全を確保するた
めの活動の推進

≪京都やんちゃフェスタ２０１５（第１部）で，「交
通安全母と子のつどい」のブースを出展≫
　子ども向け運転免許証コーナーやパトカー及び白バ
イの試乗コーナー等を実施した。

≪教育委員会≫
　全市立学校，幼稚園において，ＰＴＡや所管警察等
の関係機関の協力の下，交通安全教室を実施するとと
もに，交通安全指導や市民啓発看板の設置，交通安全
啓発用ポスターの掲示等を実施している。
　また，本市が独自に作成した副読本「安全ノート」
（小・中学生対象）を児童・生徒全員への配布，京都
府警察と共同でまとめた「自転車交通安全教育プログ
ラム」を活用し，小学校から高等学校までの各学校段
階に応じた交通安全教育の充実を図っている。
　さらに，警察の協力のもと，「自転車運転免許証」
の交付を伴う自転車教室を実施している。

≪京都やんちゃフェスタ２０
１５（第１部）で，「交通安
全母と子のつどい」のブース
を出展≫
子ども向け運転免許証交付件
数
　27年度：749名

≪教育委員会≫
「自転車運転免許証」の交付
を伴う自転車教室実施校
　26年度：120校
　27年度：126校

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
文化市民局

建設局
教育委員会
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047

市公用車等を活
用した子どもや
地域の安心・安
全を見守る取組
の推進

　市内を走行する市公用車に啓発ステッカーを貼付
し，子どもや地域の方々の安心・安全の確保に努めて
いる。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 総合企画局

046
地域ぐるみの子
どもの安全確保
の取組の推進

≪学区の安心安全ネット継続応援事業≫
　小学校区や元学区単位で，地域住民（各種団体）と
区役所・支所，学校，警察署，消防署等の関係機関が
連携し，防犯，防災，子どもの安全，地域福祉などの
幅広い分野で地域特性に応じた取組を展開する「学区
の安心安全ネットワーク」を定着・発展させるため
に，「学区の安心安全ネット継続応援事業」を実施
し，地域の防犯活動等の事業継続を支援している。

≪防災教育≫
　管理職を対象に，「学校安全の今日的課題・動向及
び学校事故対応」を内容とした学校安全研修会を実施
している。
　また，各教科・領域の単元・題材の中から防災教育
を育てるべき力と関連の深いものを系統的にまとめた
「防災教育スタンダード」を活用している。
　さらに，国の委託を受けた「防災教育と中心とした
実践的安全教育総合支援事業」による，緊急地震速報
受信システムを活用した避難訓練等についても取り組
んでいる。

≪学校安全ボランティア活動の振興≫
　警察官ＯＢ又は教員ＯＢである地域学校安全指導員
（「スクールガードリーダー」）１６人を委嘱し，全
小学校区の巡回指導及び見守り活動への助言を実施し
ている。
　学校安全ボランティア（見守り隊）の活動支援とし
て，学校安全ボランティアを対象に全体講習会を開催
（年１回）した。

≪学校安全ボランティア活動
の振興≫
スクールガードリーダー活動
回数
　26年度：1,718回
　27年度：1,933回

学校安全ボランティアを対象
とした全体講習会参加者
　26年度：約300人
　27年度：約350人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
文化市民局
教育委員会
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048

携帯電話・イン
ターネット，
ソーシャルメ
ディアの不適切
利用から子ども
を守る取組の推
進

　小中学生が主体的に課題を理解して自ら解決策を考
え，保護者の課題意識の向上及び家庭での行動の支援
にもつながる「携帯情報通信機器に関する学習啓発プ
ログラム～みんなで考えよう！スマートフォン・ゲー
ム機とのつきあい方～」の作成・試行実施を行ってい
る。 ―

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 教育委員会

（３）　子育て家庭への経済的な支援

049
第3子以降の保育
料軽減の充実

　国制度では同時に３人以上保育所等に入所している
ことを要件としている第3子以降の保育料免除につい
て，保育所等への同時入所を問わず，世帯内の３人目
以降について実施している（所得制限あり）。 ―

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続 保健福祉局

050
子ども医療費支
給制度の拡充

　子どもの健やかな成長と子育て世代の経済的負担の
軽減を図るため，子どもの通院又は入院にかかる医療
費の一部を助成している。
　平成２７年度は，府とも連携しながら検討を進め，
平成２７年９月から，支給対象を「小学校６年生ま
で」から「中学校３年生まで」に拡大した。

支給人数
　26年度：125,572人
　27年度：136,540人
支給総額
　26年度：1,604,572,301円
　27年度：1,734,852,807円

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 保健福祉局
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第３章　子どもを安心して生み健やかに育てることのできるまちづくり（「京都市母子保健計画」）
（１）　思春期における次世代を育む意識づくり

◇思春期保健対策の連携
の推進

＜着手前・今後の予定＞
　思春期保健対策ネットワークづくり（思春期の子ど
も達と関わりを持つ学校保健，医療機関等の関係機関
と地域保健等による連携）を推進していく。 ― 着手前

◇思春期保健健康教育の
推進（喫煙防止，禁酒，
薬物，性感染症など）

≪保健医療課・医務衛生課≫
　中学校，高校と連携し，思春期の生徒・児童を対象
に講義や体験学習を通じた喫煙防止，受動喫煙の害，
薬物依存の危険性や性感染症についての理解を深める
事業を実施している。

≪教育委員会≫
　学校薬剤師や京都府警察等との連携により全中・高
等学校並びに小学校での実施を拡大している「薬物乱
用防止教室」において，薬物乱用の入り口ともなる，
喫煙や飲酒についても，喫煙防止・禁酒の啓発充実に
努めている。ポスター，パンフレットの配布等に啓発
活動を実施している。

―
推進中

（継続）

◇医療専門職等による健
康教育の推進

＜着手前・今後の予定＞
　保健センターが実施する思春期健康教育の中で，医
療機関等の関係機関による講義や体験学習により，子
どもたち一人ひとりの思春期保健に関する知識等の啓
発や理解を深め，健康教育を推進していく。

― 着手前
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◇思春期の子どもを持つ
保護者向け健康教育の推
進

≪教育相談総合センター（こども相談センターパト
ナ）≫
　保護者が思春期の子どもの心の動きを理解し，子育
てに安心感や喜びを感じることができる冊子の作成に
向けて，学識経験者やＰＴＡ役員，京都市教育委員会
職員で構成される「思春期版保護者啓発冊子検討会
議」を立ち上げ，検討を行った。

―
推進中

（継続）

◇にんしんホッとナビの
実施

　「１０代の妊娠」や「望まない妊娠」等妊娠の悩み
について，メールによる相談対応を実施している。
（対応者：京都府助産師会　助産師）

相談件数
・実件数
　27年度：72件
・延べ件数
　27年度：105件

推進中
（継続）

◇保健センター事業を活
用した乳幼児ふれあいの
促進

　乳幼児とその保護者を対象として親子で楽しむ健康
教室を実施し，乳幼児期からの生活習慣病対策，家族
や地域ぐるみの健康づくり等を目的とし，「親子で楽
しく学べる健康づくりプログラム」を活用した講習等
を実施している。

実施回数
　27年度：297回
参加組数
　27年度：4,093組 推進中

（継続）

◇中高生 赤     卦及
事業の充実

再掲111
推進中

（継続）

◇学校で行う性に関する
指導の推進

　学習指導要領に基づき，保健体育の授業や特別活動
等を通して，子どもの発達段階や各校の実態に応じた
性に関する指導を計画的に行っている。 ―

推進中
（継続）

◇勘妊 関  普及啓発事
業の実施

再掲060
推進中

（継続）

◇「子どもを共に育む『親支
援』プログラム」の実践・推進

再掲160
推進中

（継続）

推進中
（継続）

充実051

学校保健・地域
保健等の連携に
よる思春期保健
対策の強化

保健福祉局
教育委員会
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◇ 捘厮ফ    親学習 
ログラム」の推進

再掲161
推進中

（継続）
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（２）　思春期のこころとからだの健康づくり

◇思春期の子どもを持つ保
護者向け健康教育の推進

再掲051
推進中

（継続）

◇思春期保健健康教育の
推進（喫煙防止，禁酒，
薬物，性感染症など）

再掲051
推進中

（継続）

◇関係する専門機関によ
る正しい情報提供の実施

＜着手前・今後の予定＞
　社会全体で妊娠・出産・子育てを支える環境づくり
のため，学校等において，保健センターが医療機関等
の関係機関と連携し，中高生を対象とした体験型の思
春期健康教育を行い，子どもを生み育てることや親・
家庭の役割，子育て等に関する正しい知識，情報の提
供を実施していく。

― 着手前

◇専門機関と学校保健の
連携や地域，民間団体と
の協働の強化

＜着手前・今後の予定＞
　思春期保健対策ネットワークづくり（思春期の子ど
も達と関わりを持つ学校保健，医療機関等の関係機関
と地域保健等による連携）を推進していく。 ― 着手前

◇危険ドラッグをはじめ
とする薬物の乱用防止に
係る普及啓発活動の推進

　学校薬剤師や京都府警察等との連携により，「薬物
乱用防止教室」を全中・高等学校で推進するととも
に，小学校での取組を充実させている。また，ポス
ター，パンフレットの配布等に啓発活動を実施してい
る。

実施校
　26年度：全中・高等学校，
小学校56校
　27年度：全中・高等学校，
小学校133校

推進中
（充実）

052

学童・思春期か
ら成人期に向け
た保健対策の強
化と健康教育の
推進

推進中
（充実）

充実
保健福祉局
教育委員会
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◇こころの健康増進セン
ターで行う思春期外来や
相談

　こころの健康増進センターでは，こころの悩みやこ
ころの健康に関する相談を，相談専用電話，来所によ
る相談等で受け付けている。

電話による相談
　26年度：148件
　27年度：86件（総数5,963
件）
来所による相談
　26年度：161件
　27年度：130件（総数510
件）

推進中
（継続）

◇思春期・青年期の精神
保健講座

　思春期・青年期のこころの問題に関して，思春期・
青年期の精神保健講座を実施し，関係機関職員を対象
に，正しい知識や情報を提供している。

参加者数
27年度：32名

推進中
（継続）

◇思春期・青年期のここ
ろの問題を考える講演会

　思春期・青年期のこころの問題に関して，思春期・
青年期のこころの健康について考える講演会を実施
し，市民や関係機関職員を対象に，正しい知識や情報
を提供している。

参加者数
27年度：85名（関係機関職員
30名） 推進中

（継続）

◇ひきこもり地域支援セ
ンターで行う相談

　ひきこもり状態にある方やその御家族への支援を
行っている「子ども・若者指定支援機関（（公財）京
都市ユースサービス協会）」の「子ども・若者支援
室」と精神保健福祉の専門機関である「京都市こころ
の健康増進センター」を「ひきこもり地域支援セン
ター」として位置付け，普及啓発や関係機関との連携
を強化しながら，ひきこもり状態にある方の社会的自
立に向けた支援を推進している。

延べ相談件数
　27年度：3,058件

推進中
（継続）

◇ひきこもりに関する相
談・支援

　同上 　同上 推進中
（継続）

◇思春期・青年期の自殺
対策

　ニート，ひきこもり，不登校等，社会生活を営む上
での困難を有する子ども・若者に対し，総合相談窓口
（中京青少年活動センター及び教育相談総合セン
ター）等が相談を受け付け，適切な機関の情報提供，
紹介を行っている。

―
推進中

（継続）
継続

推進中
（充実）

思春期のこころ
の健康問題への
対応の充実

053
文化市民局
保健福祉局
教育委員会
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◇保健センターで行う相
談 　保健センターにおいて，保健師による相談対応や精

神科医と精神保健福祉相談員による精神保健福祉相談
（こころの相談）を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇学校で行うスクールカ
ウンセラーによる相談の
充実

　不登校やいじめをはじめとする児童・生徒の教育課
題等に対応し，子どもたちの心の居場所づくりを推進
するため，心理相談に関して高度に専門的な知識・経
験を有する者を「スクールカウンセラー」として配置
している。

配置校
　26年度：全市立小・中・
高・総合支援学校のうち，計
221校に配置
　27年度：全市立小・中・
高・総合支援学校（計258
校）に配置

推進中
（充実）

◇京都府警察（少年サ
ポートセンター）で行う
相談

　関係機関の力を結集し，社会全体で子ども・若者を
支援するため，幅広い分野の支援機関で構成している
「京都市子ども・若者支援地域協議会」の一員とし
て，京都府警察本部少年課（少年サポートセンター）
に参画いただき，様々な悩みや課題を有する子ども・
若者に対する支援を行う。

―
推進中

（継続）

◇こども相談センターパ
トナで行う相談

　京都市在住又は京都市立学校に在籍する小学生から
高校生までの子ども及び保護者を対象に，心のケアを
要すると思われる気がかりな点や，子どもの教育上の
様々な課題や子育ての不安等について相談業務を実施
している。
　また，こども相談総合案内（電話ガイド）により，
相談内容に応じて適切な相談機関を紹介している。

延べ来所相談件数
　26年度：17,502人
　27年度：17，756人
こども相談総合案内（電話ガ
イド）利用件数
　26年度：523件
　27年度：573件

推進中
（継続）

◇医療機関で行う相談 　青少年活動センターや若者サポートステーション等
に寄せられた専門的な相談のうち，特に医療的な相談
に対し，適切な連携，紹介を行う。

―
推進中

（継続）
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◇思春期保健対策の連携の
推進

再掲051
着手前

◇「京都市児童・生徒登
校支援連携会議」の取組

　児童生徒の不登校やその背景にあるいじめや問題行
動など様々な教育課題等の解決を総合的に図るため，
学校・家庭・関係機関等が一堂に会し，それぞれに取
り組んできた成果と課題を出し合い，児童・生徒の将
来的な社会的自立に向けた連携した取り組みについて
協議を行う。

―
推進中

（継続）

◇こども相談センターパ
トナでの取組【27年度追
加項目】

　カウンセラーと生徒指導課担当主事によるチームサ
ポート，学校との連携・コンサルテーション，他機関
との連携等を通じて，一人ひとりの子どもの課題に応
じた指導体制の充実を図っている。 ―

推進中
（継続）

思春期に関わる
関係機関の連携
の強化

054 継続
推進中

（継続）
保健福祉局
教育委員会
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（３）　安心して妊娠・出産できる環境づくり
◇妊婦相談事業の実施 　保健センター・支所における母子手帳交付の際，全

ての妊婦に保健師が面接を行い，妊婦の不安や育児環
境等に対する相談を受けるとともに，継続支援が必要
な家庭を早期に把握することによって，妊娠期から出
産・育児期まで切れ目ない支援を実施している。

妊婦相談事業実施者数
　27年度：12,335人

推進中
（継続）

◇こんにちはプレママ事
業の実施

　初妊婦や継続した支援が必要な妊婦に対し，保健師
等が家庭訪問をし，母子の健康管理及び出産や子育て
に関する不安や悩みの相談，必要な情報を提供するこ
とにより，妊娠から出産・育児期まで切れ目ない支援
を実施している。

訪問実件数
　27年度：4,237件
訪問率
　27年度：75％ 推進中

（継続）

◇妊婦健康診査の公費負
担の実施

　厚生労働省が示す１４回の標準的な健康診査につい
て，公費負担を行っている。

交付枚数
　27年度：12,293枚 推進中

（継続）

◇母子健康手帳の交付に
よる自己の健康管理の促
進

　妊娠の届出のあった妊婦に対し，妊婦相談事業と合
わせて母子健康手帳，副読本，妊婦健康診査受診券綴
及び予防接種受診券綴を交付している。

交付者数
　27年度：12,194件

推進中
（継続）

◇すくすく子育て情報発
信事業の実施

　妊婦にやさしい環境づくりのシンボルマークである
「マタニティ・マーク」を使用した「プレママバッ
ジ」と妊娠中からの子育て情報をまとめた冊子「赤
ちゃんといっしょ」を，母子健康手帳と併せて妊婦に
交付している。

交付実績
・プレママバッジ
　27年度：11,902個
・赤ちゃんといっしょ
　27年度：11,934冊

推進中
（継続）
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◇親子の健康づくり講座
の実施

①妊婦とその家族を対象としたプレママ・パパ教室を
実施している。
②乳幼児とその保護者を対象とした親子で楽しむ健康
教室を実施している。

≪プレママ・パパ教室≫
・実施回数
　27年度：172回
・参加組数
　27年度：1,737組

≪親子で楽しむ健康教室≫
・実施回数
　27年度：297回
・参加組数
　27年度：4,093組

推進中
（継続）

◇パパママの健康増進の
推進

　保健センター・支所において，妊婦とその家族を対
象としてプレママ・パパ教室を実施し，先輩ママ・パ
パとの交流，育児・栄養・歯科保健等に関する講習等
を実施している。

実施回数
　27年度：172回
参加組数
　27年度：1,737組

推進中
（継続）

◇新生児等訪問指導事業
（こんにちは赤ちゃん事
業）における保健指導等
の実施

　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を保健師や
助産師等が訪問し，育児に必要な保健指導を実施して
いる。

訪問実績
・実件数
　27年度：10,687人
・延べ件数
　27年度：11,402人

推進中
（継続）

◇スマイルママ・ホッと
事業（産後ケア事業）の
実施

　支援が必要な出産直後の母親が，身近な地域で安心
して育児を開始し，子どもを健やかに育むことができ
るよう，産科医療機関及び助産所でショートステイや
デイケアの利用を通じて，母親の心身のケアや育児サ
ポート等の支援を実施している。

利用者数
・ショートステイ
　27年度：87組
・デイケア
　27年度：14組

推進中
（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007 推進中
（継続）

◇妊産婦及び家族への禁
煙支援，妊産婦の飲酒の
防止

　保健センター・支所においてプレママ・パパ教室や
各種事業・リーフレットにおいて，受動喫煙を含む喫
煙や飲酒が胎児や乳児に与える影響について指導，啓
発を行っている。 ―

推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）

妊産婦の健康の
保持増進のため
の支援

055
保健福祉局
教育委員会
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◇保健センターやこころ
の健康増進センターで行
うこころの健康相談

　保健センターとこころの健康増進センターの連携を
強め，不安や悩みなどの相談に応対するなど，きめ細
やかな支援を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇母子保健・子育て支援
の機関連携強化

　地域の子育て支援ネットワークの中で児童館や保育
園（所）等の関係機関との連携を充実し，きめ細やか
な支援の充実を図っている。 ―

推進中
（継続）

◇「子どもを共に育む『親支
援』プログラム」の実践・推進

再掲160
推進中

（継続）

◇子育て支援情報発信事
業の実施

再掲009
推進中

（充実）
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◇プレママ・マーク等の
周知を通じた育児しやす
い環境づくりの充実

　「マタニティ・マーク」を使用した「プレママバッ
ジ」を，母子健康手帳と併せて妊婦に交付している。

交付実績
　27年度：11,902個

推進中
（継続）

◇父親の育児参加を促進
するための環境づくり

　保健センター・支所において，妊婦とその家族を対
象としてプレママ・パパ教室を実施し，先輩ママ・パ
パとの交流，育児・栄養・歯科保健等に関する講習等
を実施している。

実施回数
　27年度：172回
参加組数
　27年度：1,737組

推進中
（継続）

◇母性健康管理指導事項
連絡カードの周知

　母子健康手帳交付時に配布している「母子健康手帳
副読本」や「赤ちゃんといっしょ」を通じ，妊娠中及
び出産後の女性労働者の健康を守ることを目的とした
母性健康管理指導事項連絡カードの周知を行ってい
る。 ―

推進中
（継続）

◇受動喫煙防止の普及啓
発

　保健センターにおける母子保健事業の際に妊産婦向
けの受動喫煙の害についてのリーフレットを配布して
いる。
　また，冊子「赤ちゃんといっしょ」において煙草に
関する害について掲載している。

―
推進中

（継続）

継続056
妊産婦に優しい
環境づくりの推
進

推進中
（継続）

保健福祉局
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◇妊婦相談事業の実施 再掲055 推進中
（継続）

◇こんにちはプレママ事業の
実施

再掲055
推進中

（継続）

◇にんしんホッとナビの実施 再掲051 推進中
（継続）

◇医療機関と保健セン
ターの連携による妊娠・
出産期からの家庭支援の
強化

　児童虐待未然防止を目的として，医療機関と保健セ
ンターの連携を通じ，妊娠・出産・育児期に養育支援
を特に必要とする家庭を早期に発見，情報共有を図
り，必要な支援を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇スマイルママ・ホッと事業
（産後ケア事業）の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇妊婦健康診査未受診者
支援

　妊婦健康診査未受診等のハイリスク妊婦について，
医療機関と保健センターの連携を通じた状況把握や，
こんにちはプレママ事業等による訪問指導を通じて必
要な支援を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇外国人（妊産婦）の通
訳派遣

　保健センター・支所における母子保健事業の対象者
及びその保護者のうち，日本語で十分に意思疎通を図
ることができない方に対し通訳派遣を実施している。

派遣件数
　27年度：234件

推進中
（継続）

057
出産準備への支
援と虐待の未然
防止

推進中
（継続）

継続 保健福祉局
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⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇妊婦相談事業の実施 再掲055 推進中
（継続）

◇こんにちはプレママ事業の
実施

再掲055
推進中

（継続）

◇新生児等訪問指導事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
における保健指導等の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇匌勫子匆ఋ等産前産後
ヘルパー派遣事業の実施

再掲012
推進中

（継続）

◇精神保健福祉相談員に
よる訪問指導の実施

　産後のマタニティブルーズやうつ病を早期に発見
し，適切に対応するために，母子健康長交付時に必要
な情報を提供するとともに，特に支援が必要な家庭に
は，精神保健福祉相談員（保健師）等による専門的な
支援を併せて実施している。

―
推進中

（継続）

◇外国人（妊産婦）の通
訳派遣

再掲057 推進中
（継続）

◇医探機関 保健     
連携による妊娠・出産期から
の家庭支援の強化

再掲057
推進中

（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇妊産婦歯科相談，健
診，指導

　妊産婦の口腔疾患を予防・早期発見するため，保健
センターにおいて歯科医師による健診・相談，歯科衛
生士による保健指導を行っている。

相談人数
　27年度：915人

推進中
（継続）

058
産後うつ病など
の早期発見と対
応の充実

推進中
（継続）

継続

継続
推進中

（継続）
妊娠中からの口
腔保健の推進

059

保健福祉局

保健福祉局
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇不妊に関する普及啓発
事業の実施

　ホームページによる妊娠・出産等に関する情報発信
並びにパンフレット等の配布を実施している。

ホームページアクセス数
　27年度：5,016件 推進中

（継続）

◇不妊相談事業の実施 　不妊・不育等に関する悩みを持つ方に対し，面接相
談・交流会・メール相談等を実施している。

参加者数
・面接
　27年度：17人
・交流会
　27年度：40人

推進中
（継続）

◇不妊治療費助成制度の
拡充

　不妊治療を受けている夫婦等に対し，市内に居住し
ている間に受けた治療に要した医療費の自己負担額の
２分の１を助成している。
（１年度あたり６万円を上限。ただし，人工授精の場
合は１０万円）

助成延べ件数
　27年度：3,131人

推進中
（継続）

・不育症治療助成制度の
実施

　不育症治療を受けている夫婦等に対し，市内に居住
している間に受けた治療に要した医療費の自己負担額
の２分の１を助成している。
（一回の妊娠につき１０万円を上限。）

助成延べ件数
　27年度：84人

推進中
（継続）

・男性不妊治療費助成範
囲の拡大

　特定不妊治療を実施するために行われた男性不妊治
療に要した医療費の一部を助成している。

助成延べ件数
　27年度：19人 推進中

（継続）

◇特定不妊治療費助成事
業の実施

　不妊治療のうち，体外受精及び顕微授精（特定不妊
治療）を受けている夫婦に対し，その治療に要した費
用の一部を助成している。
（平成２７年度補正予算により初回助成額を３０万円
に拡充）

助成延べ件数
　27年度：2,043人

推進中
（充実）

060
不妊に対する支
援の充実

推進中
（充実）

継続 保健福祉局
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

（４）　乳幼児の健やかな発育・発達と育児不安を軽減するための支援

◇プレママ・マーク等の周知を
通じた育児しやすい環境づくり
の充実

再掲056
推進中

（継続）

◇妊娠期からの子育て支
援（父親の育児参加の推
進）

　保健センター・支所において，妊婦とその家族を対
象としてプレママ・パパ教室を実施し，先輩ママ・パ
パとの交流，育児・栄養・歯科保健等に関する講習等
を実施している。

実施回数
　27年度：172回
参加組数
　27年度：1,737組

推進中
（継続）

◇すくすく子育て情報発信事
業の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇ふれあいファミリー食セミナー
（プレママ・パパコース）の実
施

再掲078
推進中

（継続）

◇保健センター事業を活用し
た乳幼児ふれあいの促進

再掲051
推進中

（継続）

◇将来の育児参加に向け
た思春期からの性と母子
保健教育の推進

＜着手前・今後の予定＞
　学校等において，保健センターが中高生対象の体験
型の思春期健康教育を実施し，子どもを生み育てるこ
と，親や家庭の役割等，子育てに関する意識の啓発を
行うとともに，子どもたち一人ひとりが，妊娠・出
産・育児について理解を深めることにより，妊産婦へ
の思いやりのこころを育てる等，社会全体で妊娠・出
産・育児を支える一員としての意識を育んでいく。

― 着手前

 中高生 赤     卦及
事業の充実

再掲111
推進中

（継続）

 学校 ষ 性 関  指導
の推進

再掲051
推進中

（継続）

充実
推進中

（継続）

父親の育児参加
の推進（父親へ
の育児支援対
策）

061
保健福祉局
教育委員会
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇ಟ子保健 子育 支援 
機関連携強化

再掲055
推進中

（継続）

◇父親の子育て参加を推進
するおやじの会

再掲163
推進中

（継続）

◇ＯＫ（Ｏ：おやじの/Ｋ：
子育 参加 ৶解   ）
企業の普及・啓発

再掲164
推進中

（継続）
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇パパママの健康増進の促
進

再掲055
推進中

（継続）

◇ಟ子保健 子育 支援 
機関連携強化

再掲055
推進中

（継続）

◇こどもみらい館の総合
的な子育て相談事業の推
進

　乳幼児の子育てに不安や悩みを持つ保護者等がいつ
でも気軽に相談できるよう，来館して，臨床心理士が
応じる「子育て相談」，専門医が応じる「健康相
談」，市民ボランティアが応じる「電話相談」，保
育・教育の専門家が応じる「こども元気ランドでの相
談」を行っている。

相談件数
・子育て相談
　26年度：2,521件
　27年度：2,785件
・健康相談
　26年度：153件
　27年度：142件
・電話相談
　26年度：670件
　27年度：558件
・こども元気ランドでの相談
　26年度：1,458件
　27年度：1,361件

推進中
（継続）

◇子育て支援情報発信事
業の実施

再掲014 推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

見守り育む地域
づくり，親子の
健康づくり

062
保健福祉局
教育委員会
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇1歳6か月児健康診査に
おける心理スクリーニン
グの充実

　平成２６年７月から，１歳６か月児健康診査の予診
項目等に，Ｍ－ＣＨＡＴによる社会性やコミュニケー
ション能力のスクリーニングを導入している。

―
推進中

（継続）

◇乳幼児健康診査におけ
る保育園（所），児童館
との連携

　平成２６年６月から，乳幼児健康診査（４か月，８
か月，１歳６か月，３歳）の待ち時間等を利用して，
地域の保育所・児童館職員による，遊び方の指導や，
地域の子育て情報の提供等を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇絵本ふれあい事業の実
施

　保健センター・支所で実施する８か月児健康診査の
際に絵本ふれあいボランティアによる絵本の読み聞か
せや紹介を行っている。 ―

推進中
（継続）

◇乳幼児健康診査後の家
庭訪問など支援の充実

　乳幼児健康診査後に必要に応じて家庭訪問等で支援
を実施している。

―
推進中

（継続）

◇親子すこやか発達教室
の実施

　乳幼児健康診査等から把握した，子どもの発達や子
育てに不安や悩みを感じ，心理的負担の強い保護者と
その子どもを対象としてグループワークや交流を行っ
ている。
　また，集団活動の場を通した体験の場を提供しなが
ら継続的な支援を行うことで，乳幼児の健全な発育・
発達の促進を図っている。

実施回数
　27年度：156回
参加延組数
　27年度：1,076組

推進中
（継続）

◇すべての乳幼児健康診
査未受診者への支援

　児童虐待の未然防止のため，また，子の健やかな成
長・発達につなげるため，未受診者に対する対応をフ
ローチャート等で明記するなど平成２６年７月にマ
ニュアルの改訂を行い，すべての子どもが健診を受診
できるよう支援に取り組んでいる。

1歳6か月児健診における未受
診者対応率
　27年度：99.6％

推進中
（継続）

充実
推進中

（継続）
乳幼児健康診査
の充実

063 保健福祉局
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇乳幼児健康診査における
保育園（所），児童館との
連携

再掲063
推進中

（継続）

◇子育て支援情報発信事
業の実施

再掲014
推進中

（継続）

◇1歳6ヶ月児健康診査にお
  升৶        充実

再掲063
推進中

（継続）

◇親子すこやか発達教室の
実施

再掲063
推進中

（継続）

◇すべての乳幼児健康診査
未受診者への支援

再掲063
推進中

（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇匌勫子匆ఋ等産前産後
ヘルパー派遣事業の実施

再掲012
推進中

（継続）

◇母子健康手帳発行時の
面接や家庭訪問指導の実
施

　保護者の子育てに対する不安の軽減や支援が必要な
乳幼児の早期発見，医療機関との連携により適切な療
育につなげるため，母子健康手帳発行時に妊婦相談事
業及びプレママ訪問等を実施している。

妊婦相談事業実施者数
　27年度：12,335人

推進中
（継続）

◇医探機関 保健     
連携による妊娠・出産期から
の家庭支援の強化

再掲057
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
育てにくさを感
じる親への支援

065

継続
推進中

（継続）

必要な人に届く子
育て支援情報の発
信

064 保健福祉局

保健福祉局
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇すべての乳幼児健康診査
未受診者への支援

再掲063
推進中

（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇ಟ子健康ু໩発ষ時 
面接や家庭訪問指導の実施

再掲065
推進中

（継続）

◇医探機関 保健     
連携による妊娠・出産期から
の家庭支援の強化

再掲057

推進中
（継続）

◇居所勘৥児童等  対応
の徹底

再掲186
推進中

（継続）

◇新生児等訪問指導事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
における保健指導等の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇スマイルママ・ホッと事業
（産後ケア事業）の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇保健センターやこころの健
康増進センターにおけるこころ
の健康相談

再掲055

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

乳幼児健康診査
未受診者等養育
上の問題を抱える
家庭への支援

066

継続
推進中

（継続）

ಟ親 育児勘勣 
ೄ匬 ༧য়化 防
止

067

保健福祉局

保健福祉局
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇妊婦相談事業の実施 再掲055
推進中

（継続）

◇こんにちはプレママ事業の
実施

再掲055
推進中

（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇匌勫子匆ఋ等産前産後
ヘルパー派遣事業の実施

再掲012
推進中

（継続）

◇民間団体，地域との連
携による学習会，交流会
等の開催

　出産・育児に際し不安を感じることが多い多胎妊娠
をされている方や多胎児を養育されている方に対し，
関係団体と連携し，各種教室や交流会の開催等の情報
提供を行っている。 ―

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）
多胎児を養育す
る家庭への支援

068 保健福祉局
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京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇乳幼児の歯科相談，健
診，指導

　保育園（所）等との連携により，0歳児から就学前
の乳幼児までを対象に，保健センターにおいて，歯科
医師と歯科衛生士による歯科健診，相談，指導を行う
ほか，きめ細かな家庭訪問・相談を実施している。

相談数
　27年度：521人

推進中
（継続）

◇子どもの歯の成長記録
ノート「歯ッピーパス
ポート」の配布（８か月
児）

　乳幼児健康診査（８か月児）の受診者全員に「歯ッ
ピーパスポート」を配布している。
（歯ッピーパスポート…歯の生え始めから就学までの
むし歯予防対策や歯と口の健康な育成に関する書き込
み手帳）

配布数
　27年度：11,010人

推進中
（継続）

◇８か月児健康診査での
歯科保健指導

　乳幼児健康診査（８か月児）内で「歯ッピーパス
ポート」を活用した歯科衛生士による集団口腔保健指
導を行っている。

受診者数
　27年度：11,010人

推進中
（継続）

◇集団フッ化物洗口支援
事業

　保育園(所)・幼稚園等の４，５歳児クラスを対象に
集団フッ化物洗口の実施を支援し，むし歯予防を推進
している。

実施施設数
　27年度：30施設

推進中
（継続）

◇成人・妊婦歯科相談 　成人期（１８～６４歳）や妊産婦の口腔疾患を予
防・早期発見するため，保健センターにおいて歯科医
師による健診・相談，歯科衛生士による保健指導を
行っている。

相談者数
　27年度：1,428人

推進中
（継続）

069 継続
推進中

（継続）

乳幼児期からの
歯と口の健康づ
くりの推進

保健福祉局
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（５）　子どもの病気や事故に的確に対応できる体制の充実
◇休日・夜間・平日準夜
帯の医療体制確保

◇深夜帯における医療体
制確保

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）

　平日夜間及び休日等における急病患者に対する初期
診療体制の確保及び診療のため，急病診療所（１箇
所）及び休日急病歯科診療所（２→１箇所）を設置し
ている。
　急病診療所においては，平成２３年度から小児科の
深夜帯診療及び内科の準夜帯診療を開始した。
　また，休日急病歯科診療所においては，平成２７年
７月から南部診療所を中央診療所に統合した。

急病診療所小児科受診者数
　26年度：20,857人
　27年度：19,421人
急病診療所内科受診者数
　26年度：9,156人
　27年度：8,306人

推進中
（継続）

小児救急医療体
制の充実

070 保健福祉局
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◇子ども保健医療相談・
事故防止センター「京
（みやこ）あんしんこど
も館」における事業の実
施

　保健医療相談を行うとともに，事故に関する調査・
研究及び情報提供や，事故の防止等に関する講座，研
修等の開催（プレママ・パパ教室等）を実施してい
る。

来館者数
　27年度：2,591人

推進中
（継続）

◇保健医療相談 　医師（小児科医），保健師，看護師による電話及び
面接相談を実施している。

相談者数
　7年度：1,214件 推進中

（継続）

◇心肺蘇生法講習，自転
車用ヘルメットとチャイ
ルドシート使用講習会等

①心配蘇生法講習
　子どもの応急手当及び心肺蘇生の実習と併せて子ど
も保健医療相談・事故防止センター「京（みやこ）あ
んしんこども館」の見学を行っている。
②自転車用ヘルメットとチャイルドシート使用講習会
　講演等を行った後，実技講習を実施している。

心肺蘇生法講習
・開催回数
　27年度：年5回
・参加者数
　27年度：135名
自転車用ヘルメットとチャイ
ルドシート使用講習会
・開催回数
　27年度：年2回
・参加者数
　61名

推進中
（継続）

◇「子どもの事故防止実
践マニュアル」お届け事
業

　子どもが生まれたすべての家庭に送付している「出
産お祝いレター等お届け事業」のお祝いレターに「子
どもの事故防止実践マニュアル」及び「子どもの応急
手当マニュアル」を同封し，事故予防の普及啓発を
図っている。

マニュアル送付数
　27年度：11,262件

推進中
（継続）

◇すくすく子育て情報発信事
業の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）

子どもの事故防
止と応急手当に
関する取組の充
実

071 保健福祉局
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◇保健センターで行う母
子健康手帳の交付，乳幼
児健康診査，相談，指
導，情報の提供

　母子手帳交付時に子ども保健医療相談・事故防止セ
ンター「京（みやこ）あんしんこども館」の周知チラ
シを配布し，情報提供を行っている。また，乳幼児健
康診査では，必要に応じて助言，指導を実施してい
る。 ―

推進中
（継続）

◇保育園（所）や幼稚園
など子どもを預かる施設
における事故防止に向け
た環境整備と子どもへの
指導

　保育園（所）等に対し，事故報告書の提出を徹底
し，それらを集計・分析のうえで全施設にフィード
バックするほか，各園への指導や研修会の開催，マ
ニュアル・教材ＤＶＤの配布などにより，安全対策を
徹底する。

―
推進中

（継続）

◇警察 ষ 卦通勣全教室
等

再掲045
推進中

（継続）

◇消防局が行う応急手当
の普及啓発

・新生児・乳児・小児の
救命を目的とした救命講
習

102
病児・病後児保育
事業の充実（再
掲）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 保健福祉局

　応急手当（異物除去，止血法，搬送方法），心肺蘇
生法及びＡＥＤの使用方法等を市民に対して指導し，
いざというときに応急手当のできる人づくりを推進す
る。 ―

推進中
（継続）
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◇保健師の家庭訪問によ
る療養相談等の支援の実
施

　放置すると将来心身障害をきたす恐れのある乳幼児
について，保健センター・支所で「要指導乳幼児」と
して登録し，保健師が家庭訪問等により，適切な受療
及び療養についての指導を実施している。

要指導乳幼児登録数
　27年度：370件

推進中
（継続）

◇小児慢性特定疾病対策
の充実

　小児慢性特定疾病にかかっている児童等について，
その医療費の自己負担分の一部を助成している。

給付実人員
　27年度：1,426人 推進中

（継続）

◇自立支援医療（育成医
療）給付の実施

　身体障害のある児童への身体障害を除去，軽減する
手術等について，医療費の自己負担分の一部を助成し
ている。

給付決定件数
　27年度：653件

推進中
（継続）

◇未熟児養育医療給付の
実施

　養育医療を受ける必要のある未熟児に対して，医療
費について公費負担を実施している。

助成実績
・実件数
　27年度：451件
・延べ件数
　27年度：1,016件

推進中
（継続）

◇先天性代謝異常等検査
の実施

　疾病を早期に発見し，障害の発生を予防するため
に，先天性代謝異常等の検査を実施している。

検査実施実人員数
　27年度：13,400人

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

障害のある子ど
もや長期療養が
必要な子どもの
支援の充実

072 保健福祉局
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◇すくすく子育て情報発信事
業の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇親育ち本「すくすく子育てア
発ষ  آ    

再掲010
推進中

（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇受動喫煙防止の普及啓
発

再掲056
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）

乳幼児突然死症
候群（ＳＩＤ
Ｓ）予防の推進

073 保健福祉局
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◇予防接種事業の実施 　疾病の発生及びまん延を予防するため，予防接種法
等に基づき各ワクチンの個別及び集団接種を実施して
いる。

延べ接種者数
　27年度：432,425人

推進中
（継続）

◇風しん予防対策の推進 　風しんの流行状況を鑑み，先天性風しん症候群の発
生を予防することを目的に，風しん予防接種（任意接
種）の費用を一部公費負担している。

延べ接種者数
　27年度：1,954人

推進中
（継続）

◇乳幼児健康診査におけ
る普及啓発

　乳幼児健康診査において，予防接種の状況を確認
し，未接種者については，個別勧奨を実施している。
　また，４か月・８か月健康診査では，予防接種の必
要性や接種時期等について，集団指導を実施してい
る。

―
推進中

（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇すくすく子育て情報発信事
業の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇親育ち本「すくすく子育てア
発ষ  آ    

再掲010
推進中

（継続）

◇風しん予防対策の推進 再掲074
推進中

（継続）

◇妊娠期からの事故予防
教育

　母子健康手帳交付時及びプレママ訪問時に子ども保
健医療相談・事故防止センター「京（みやこ）あんし
んこども館」の周知チラシを配布し，情報提供を行っ
ている。
　また，同館にてプレママ・パパ京あんしんこども館
見学・交流会を実施し,事故予防教育を実施してい
る。

プレママ・パパ京あんしんこ
ども館見学・交流会参加者数
　27年度：130人

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）
妊娠期からの事
故・病気の予防

075

充実
推進中

（継続）
予防接種の取組
の推進

074 保健福祉局

保健福祉局
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◇「京都市災害時におけ
る妊産婦等支援ガイドラ
イン（仮称）」の策定

　平成２７年３月に「京都市妊産婦等福祉避難所運営
ガイドライン」を，平成２７年１２月に「京都市妊産
婦等福祉避難所入所対象者の選定方法及び受入調整等
に関するガイドライン」及び「京都市妊産婦等福祉避
難所運営マニュアル（暫定版）」を策定した。 ― 完了

◇妊産婦福祉避難所の協
定締結推進

　平成２７年３月に，政令指定都市で初めて災害時に
支援を必要とする妊産婦を受け入れる市内9施設
（北，中京，山科，南，右京区）と事前指定に係る協
定を締結した。

協定締結施設数
　27年度：9施設

推進中
（継続）

充実
推進中

（継続）

災害時の乳幼児
及び妊産婦への
支援

076 保健福祉局
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（６）　望ましい食生活を育むための環境づくり
◇乳幼児健康診査等にお
ける啓発と指導

　乳幼児健康診査の際に，保護者へ対して「早寝早起
き朝ごはん」の推進に係る啓発・指導を行っている。

―
推進中

（継続）

◇幼稚園，保育園
（所），認定こども園，
学校における啓発

≪保育所等≫
　食育読本「京の子どもおいしおす倶楽部」（朝食ア
ンケートの結果，朝食だより，お手軽朝ごはんレシピ
等）を保育課のホームページに掲載している。
　また，各保育園（所）において，「食育だより」等
を活用して啓発を行っている。

―
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
「早寝早起き朝
ごはん」の推進

077
保健福祉局
教育委員会
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◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇ふれあいファミリー食
セミナー（すくすくコー
ス）の充実

　離乳食の始め方や進め方について，４か月健診後に
講話・実演・相談を実施。離乳食後期から幼児食にか
けての展開について，８か月健診後に講話・展示・相
談を実施している。

27年度：9か所，計34回

推進中
（継続）

◇ふれあいファミリー食
セミナー（プレママ・パ
パコース）の実施

　妊娠中の食生活についての講話及び調理実習を実施
している。

27年度：平日42回，232人
　　　　休日9回，169人

推進中
（継続）

◇乳児期の栄養相談・指
導の実施

　乳幼児健康診査等での栄養相談・指導を実施してい
る。

27年度：28,326人
推進中

（継続）

◇保育園（所）を通じた
食育の推進

≪保育所等≫
　食育読本「京の子どもおいしおす倶楽部」（朝食ア
ンケートの結果，朝食だより，お手軽朝ごはんレシピ
等）を保育課のホームページに掲載している。
　また，各保育園（所）において，「食育だより」等
を活用して啓発を行っている。

―
推進中

（継続）

◇「子どもを共に育む『親支
援』プログラム」の実践・推進

再掲160
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）

妊娠期・授乳
期・乳児（離
乳）期における
食育の推進

078
保健福祉局
教育委員会
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◇ふれあいファミリー食
セミナー（わんぱくコー
ス）の実施

①幼児とその保護者を対象として，ふれあいファミ
リー食セミナー（わんぱくコース）を実施している。
②学童（小学生）や保護者を対象として，ふれあい
ファミリー食セミナー（わんぱくコース）を実施して
いる。

①乳幼児を対象
　27年度：平日5回95人，
　　　　　休日13回282人
②学童を対象
　27年度：平日17回282人

推進中
（継続）

◇幼児期の栄養相談・指
導の実施

　乳幼児健康診査等での栄養相談・指導を実施している27年度：28,326人
推進中

（継続）

◇保育園（所）を通じた食
育の推進

再掲078
推進中

（継続）

◇保育園（所）における
保護者や地域に対する食
育の推進

　食育読本「京の子どもおいしおす倶楽部」を配布す
るとともに，ホームページに掲載している。
　また，各保育園（所）において日々の給食を通した
食育に取り組むとともに，給食試食会，食育だより等
により，保護者や地域の子育て家庭への情報発信を
行っている。
　さらに，市営保育所に「おばんざいの日」の設定す
るとともに，給食の献立をホームページに掲載してい
る。
　加えて，望ましい食習慣を身につけるため，日頃の
食習慣を振り返る機会として，食習慣チェックシート
を作成し配布するとともに，ホームページに掲載して
いる。

―
推進中

（継続）

◇保育所給食担当者研修
会の開催

　民営保育園給食関係者研修会（食育の取組実践発
表）を開催している。
　また，食育講演会や初任給食担当者研修会を開催し
ている。

民営保育園給食関係者研修会
受講者
　27年度：215人
食育講演会受講者
　27年度：179人
初任給食担当者研修会受講者
　27年度：119人

推進中
（継続）

幼児期における
食育の推進

079 継続
推進中

（継続）
保健福祉局
教育委員会
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◇幼稚園から保護者への
情報提供，支援

　幼児期における食育の取組について，園のお便りや
ホームページを通じて，保護者に情報提供を行い，家
庭における食育の支援を行う。 ―

推進中
（継続）

◇幼稚園での栽培，調理
等の取組

　園庭等で育てた野菜を調理して食べることにより，
食べ物に対する感謝の気持ちを育む。

―
推進中

（継続）
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◇「学校給食における
『和食』の検討会議」の
提言を踏まえた取組や地
産地消（知産知消）の取
組など，学校給食を通じ
た食育の推進

　「和食」の特徴を強調した献立（愛称：「和(なご
み)献立」)や，和菓子，漬物など，和食の良さを伝え
る食材等の提供を進めるとともに，引き続き，子ども
たちの発達段階に応じた学校給食の充実や「食」に関
する指導の充実を図っている。

（新規）
「和献立」の実施回数
　27年度：9回

推進中
（充実）

◇栄養教諭の配置 　各学校における食育推進のための指導体制の要とし
ての重要な役割を担う栄養教諭について，全小学校へ
の配置を進め，子どもの食習慣の確立や生命・健康を
守りきる体制を充実させる。 ―

推進中
（継続）

◇「学校給食にチャレン
ジしよう～チャレンジ
クッキング」の実施

　食に対する興味・関心の向上を図ることを目的に，
普段食べている学校給食の献立を実際に調理体験し，
また親子で一緒に調理することで料理の楽しさを知っ
てもらう。

参加人数
　26年度：62名
　27年度：56名

推進中
（継続）

◇小学校出前板さん教室
の実施

　流通の仕組みや食材についての講習，料理研究家や
板前等の指導による調理実習及び食材の展示により，
食材についての知識を深めるとともに，調理方法につ
いて学んでもらう。

実施回数
　26年度：9回
　27年度：9回（野菜教室　4
回，魚教室　5回）

参加人数
　26年度：396人
　27年度：340人（野菜教室
179人，魚教室  161人）

推進中
（継続）

◇食肉講座の実施 　親と子どもが共に学び，食べ，楽しむ講座。肉牛生
産者の講義や食肉市場の紹介，京都肉等を使用した調
理実習を実施している。

27年度：年2回開催（8月，3
月）

推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）
学童期における
食育の推進

080
産業観光局
保健福祉局
教育委員会
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◇日本料理アカデミーと
連携した「日本料理に学
ぶ食育カリキュラム推進
事業」の実施

　京料理店の料理人の方等を講師に招き，子どもたち
が「だし」を味わうなど，日本料理を通して，食に対
する興味・関心の向上や，五感を働かせて食すること
の大切さ，伝統文化の継承等を目的とした取組を実施
している。

実施校
　26年度：16校
　27年度：16校

推進中
（継続）

◇経済連やＪＡとの連携
による食育授業

　京都青果合同株式会社を通じて，各都道府県の経済
連やJA等と連携し，市立小学校において，ピーマンな
どの栽培を通じて，子どもたちに食物を育てることの
大変さや喜びを感じさせることを目的に取組を実施し
ている。

―
推進中

（継続）

◇児童館，学童保育所等
における教室，イベント
活動の実施

　児童館・学童保育所等において，子どもたちが食育
について学ぶことができる機会を設け，子どもたちの
健全育成につなげている。

―
推進中

（継続）

◇ふれあいファミリー食セミナー
（わんぱくコース）の実施

再掲079
推進中

（継続）
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◇「完全自由選択制」に
よる中学校給食の実施

　心身の成長期にある中学生が，学校での昼食を通じ
て，正しい食生活を身につけ，自ら実践する態度を育
てる「食」に関する指導の充実を図るとともに，家庭
からの弁当の教育的効果を生かしつつ，弁当を持参で
きない生徒に対しては，給食か家庭からの弁当持参か
を生徒・保護者が自由に選べる「選択制」を導入する
ことにより，栄養バランスに配慮した食事を提供して
いる。

―
推進中

（継続）

◇学校給食を通じた食育の
推進

再掲080
推進中

（充実）

◇「食教育主任」の中学
校全校配置

　「食」に関する指導の充実や学校給食の管理運営の
中核となる食教育主任を全校に配置し，食指導の推進
を図っている。 ―

推進中
（継続）

◇「市立中学校教育研究
会食教育部会」の設置

　中学校教育研究会食育教育部会を設置し，生徒が自
ら健康に対する自覚を高め，健康な生活を実践する態
度を養うため，教員相互の研究活動を推進し，指導の
充実を図っている。 ―

推進中
（継続）

月児健康診査  ຓ ڴ◇
科保健指導

再掲069
推進中

（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇乳幼児 ຓ科相談，健
診，指導

再掲069
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
食育 ຓ科保健 
推進

推進中
（充実）

継続

082

思春期における
食育の推進

081
保健福祉局
教育委員会

保健福祉局
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◇鍋まつりの開催 　栄養バランスが良く，食品としても優れた特性をも
つとともに，みんなで楽しむことのできる「鍋」を
キーワードに，京都市中央卸売市場の食材を使った鍋
メニューの提案や食育の推進を行う。

参加人数
　26年度：8万人
　27年度：8万人

推進中
（継続）

◇市場見学会の実施 　市場施設や食材の見学，模擬せり体験，市場見学者
との交流会を実施し，市場の役割や業務内容等の理解
を深めるとともに，子どもたちの食や市場に対する関
心を高める。

実施回数
　26年度：1回
　27年度：2回　(市場見学会
1回，子ども市場見学会 1回)
　※平成26年度は子ども市場
見学会が台風のため，中止

参加人数
　26年度：43人
　27年度：101人(市場見学会
54人　子ども市場見学会57
人)

推進中
（継続）

◇京の旬野菜推奨事業の
実施

　環境に優しい方式で栽培される旬野菜の推奨によ
り，子どもを含む市民に，新鮮で栄養価の高い京の旬
野菜を提供している。

京の旬野菜キャンペーン協力
店数
　27年度：113店 推進中

（継続）

◇未来の農業サポーター
育成事業

　子どもたちに都市農業の持つ多面的機能及び「食」
について理解を深めてもらい，その大切さを実感して
もらうため，農作業体験や農家との交流活動，地元野
菜を使った調理実習，地元農業についての学習会等の
機会を提供している。

27年度：
　鷹峯小39名
　仁和小71名
　上鳥羽小365名
　春日野小53名
　樫原小104名

推進中
（継続）

◇ミートフェアの開催 　食肉の普及・啓発ブースの設置や，試食，販売等を
実施している。

実施回数
　27年度：1回（11月開催） 推進中

（継続）

083
生産・流通関係
者との交流

産業観光局
推進中

（継続）

見直し
（実施方

法）
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◇ホームページ，啓発パ
ンフレットなどで正確な
情報提供

　「京都市食の安全安心推進計画（食の安全安心施策
を総合的かつ計画的に推進するための計画）」や「京
都市食品衛生監視指導計画」で定めるリスクコミュニ
ケーション等の事業の推進を図っている。 ―

推進中
（継続）

◇乳幼児健康診査や健康
教育等での啓発

　乳幼児健康診査等の際，保護者に対して，食中毒予
防に係る説明やチラシを配布している。

―
推進中

（継続）

◇「京都市食の安全安心
推進計画」に基づく参加
型リスクコミュニケー
ションの推進

　食の安全安心の確保を図るため，食品工場施設見学
会や体験学習を実施している。

27年度：181人

推進中
（継続）

◇幼稚園，保育園
（所），認定こども園，
児童館，小学校等におけ
る食育活動

　菜園活動の指導，魚の解体ショー，調理実習の企
画・指導・補助等を実施している。

活動回数
　27年度：1,467回

推進中
（継続）

◇保健センター事業等に
参画

　食育指導員を養成し，保健センター事業等に参画・
協力（親子の栄養教室の調理指導，離乳食講習会の補
助等）いただいている。

食育指導員養成人数
　27年度：54人（308人）
　　※ ()内は累計 推進中

（継続）

充実

推進中
（継続）

充実

推進中
（継続）

084

085

食育指導員（食
育に関するボラ
ンティア）によ
る食育の推進

食の安全・安心
対策の推進

保健福祉局

保健福祉局
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第４章　安心して子育てできる幼児教育・保育の充実
（１）　幼児教育・保育の提供体制の確保及び質の向上

086
保育所「待機児
童ゼロ」を継続
するための取組

◇保育所待機児童ゼロの
継続

　多様な取組により幼児教育・保育ニーズに対応し，
安心して子どもを生み育てることのできるまち・京都
の実現を目指し，保育所等の「待機児童ゼロ」の継続
に努める。

待機児童数
　27年4月：0人
　28年4月：0人 推進中

（充実）
推進中

（充実）
充実 保健福祉局

◇施設整備による保育所
定員（受入児童数）の拡
大

　保育需要が見込まれる地域において保育園（所）の
新設や既存保育園（所）の増改築等により受入児童数
の拡大を図る。

27年度：新設4箇所，増築8箇
所，分園整備1箇所により，
受入児童数540人増 推進中

（充実）

◇既存保育園（所）の耐
震改修による保育環境の
整備

　耐震性の低い既存保育園（所）において，耐震改修
や老朽改築の実施により安心・安全な保育環境の整備
を図るとともに，スペース等に余裕がある施設におい
ては，併せて受入児童数の拡大を図る。

27年度：老朽改築4箇所によ
り，受入児童数110人増

推進中
（充実）

◇幼稚園における預かり
保育の実施・拡充

　市立幼稚園については，全園で長期休業期間中を含
む平日に「預かり保育」を最長午後６時まで実施する
とともに，私立幼稚園については，長期休業期間も含
め平日週５日間，午前８時から午後６時まで開園し，
預かり保育を実施する場合等を対象として補助制度の
充実を図っており，引き続き，待機児童の解消をはじ
めとする子育て支援の一層の充実につなげる。

─
推進中

（継続）

◇幼稚園における小規模
保育事業の実施

　幼稚園に対し，制度説明及び実施依頼を行い，意向
のある園については，適宜実施に向けた協議に取り組
む。 ―

推進中
（充実）

継続

推進中
（充実）

充実

推進中
（充実）

088

087
認可保育所の整
備による受入児
童数の拡大

幼稚園における
保育の必要な児
童の受入児童数
の拡大

保健福祉局
教育委員会

保健福祉局
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◇幼稚園における小規模保
育事業の実施

再掲088
推進中

（充実）

◇需要が見込まれる地域
への機動的な対応

　地域型保育事業の実施により，保育の需要が見込ま
れる地域への機動的な対応を行う。

27年度：新設等21箇所によ
り，受入児童数279人増 推進中

（継続）

◇連携施設の確保に向け
た支援

　地域型保育事業者が事業実施に必要な連携施設を確
保できるよう，関係団体等に対する制度周知や協力依
頼等の支援を行う。 ―

推進中
（継続）

◇昼間里親等の円滑な子
ども・子育て支援新制度
への移行

　昼間里親等でこれまで培ってきた本市の家庭的な保
育を継承するとともに，円滑な子ども・子育て支援新
制度への移行を行う。

27年度：既存施設52箇所すべ
て小規模保育事業に移行済

完了

推進中
（継続）

継続089

小規模保育事業
等の地域型保育
事業の実施・推
進

保健福祉局
教育委員会
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◇総合的な人材確保に取
り組む「京都市保育人材
サポートセンター」によ
る支援の実施

　潜在保育士などの求職者と保育園の双方のニーズを
踏まえ，勤務条件の調整やあっせんなどのきめ細かな
支援を行う。

―
推進中

（継続）

◇保育園就職フェアの実
施

　保育所等への就職を希望する学生等に対し，市内の
保育施設等に関する情報提供を行う。

実施回数
　27年度：3回（延べ524人来
場） 推進中

（継続）

◇潜在保育士の再就職を
支援する研修の実施

　保育所等への再就職を希望する潜在保育士に対し，
現場復帰に向けて保育所での体験実習を含めた研修を
行う。

実施回数
　27年度：3回（計13人参
加） 推進中

（継続）

◇保育士の就業継続支援
研修の実施

・管理者に対する人事管
理及び職場環境改善

・新人保育士の育成及び
アフターケア

・家庭と仕事との両立支
援

◇大学のまち京都の強み
をいかした保育士養成校
との連携強化の推進

　保育士養成校との連携した人材確保の取組を強化す
る。

―
推進中

（継続）

　新人保育士，主任保育士，非常勤職員など，経験や
勤務形態に応じて保育士が継続して就労できるよう支
援する研修を行う。

実施回数
　27年度：計8回（延べ446人
参加）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実090
人材確保に向け
た取組の推進

保健福祉局

73



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇市営保育所（一部）の
認定こども園への移行

＜着手前＞

― 着手前

◇希望する私立幼稚園及
び民間保育園の認定こど
も園への移行

　移行を希望する私立幼稚園及び民間保育園につい
て，認定こども園への移行を行う。

移行箇所数
　27年度：11箇所

推進中
（継続）

◇認定こども園への移行
及び設置に当たって支援
を必要とする事業者に対
する支援

　認定こども園への移行及び設置に当たって支援を必
要とする事業者に対して支援を行う。

―
推進中

（継続）

◇京都市独自の「幼保連
携型認定こども園教育・
保育課程編成要領」の策
定

　「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」を編成
し，本市独自の要領を策定する。

― 完了

◇既存施設からの認定こ
ども園への移行に係る需
給調整の特例の活用（都
道府県計画等で定める
数）

　既存施設から認定こども園への移行促進のため，供
給過剰区域においても認可又は認定を可能とする需給
調整の特例を活用する。

―
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続
幼児教育・保育
の一体的提供

091
保健福祉局
教育委員会

74



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇一人ひとりの特性に応
じて，子どもが自発的，
意欲的に関われる環境づ
くり及び豊かな遊びの提
供

　生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育・保育
の充実のため，週案や研究保育，園内研究・研修等を
充実することにより，組織的・計画的な指導を行い，
「確かな学力・豊かな心・健やかな体」の基盤を育成
する。 ─

推進中
（継続）

◇基本的な生活習慣を身
につけるとともに，道徳
性・規範意識の芽生えを
培う取組の充実

≪保育園（所）≫
　保育園（所）では，生涯にわたる人間形成にとって
極めて重要な乳幼児期を，適切な環境の下で，心も体
も健全に育成するために，大人との信頼関係を結び，
同年齢・異年齢の子ども達と関わりながら，遊びの中
で自らが意欲的に行動できる子どもに成長するよう養
護と教育が一体となった保育を進めている。子ども一
人ひとりの思いを受け止め，子どもの主体としての心
を育てる保育を基本とし，子ども一人ひとりの発達過
程に応じて，身・知・心の成長を促し，基本的生活習
慣や社会性を身につけ，相手を思いやり尊重できる
心，道徳性の芽生えを培う。

≪幼稚園≫
　市立幼稚園に在籍する各家庭に配布する「家庭教育
の手引き（幼稚園版）」において，各家庭での，基本
的生活習慣を身に付けさせる取組の重要性を啓発する
などの取組を推進するとともに，全力で遊ぶことを通
して，幼児期にやり遂げる力や協力する心，気持ちを
調整する力などの社会情動的スキルを育む，相手を尊
重する気持ち等を持って行動できるようにするなど，
道徳性の芽生えを培っている。

─
推進中

（継続）

◇幼稚園，保育園
（所），認定こども園等
においては，主体的な遊
び等を通した「学びの基
礎力」及び集団生活を通
じた周囲と共に「生きる
力の基礎」の育成

　子どもたちの興味・関心・意欲を引き出し，好奇
心・探究心・思考力・コミュニケーション力・表現
力・自己調整力等，小学校以降の学びに向かう力を育
むため，子どもが夢中になって遊び込むことを重視し
た取組を推進している。

─
推進中

（継続）

保健福祉局
教育委員会

推進中
（継続）

継続
幼児教育・保育
内容の充実

092
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◇“京都ならではのほん
まもん”の体験や親子で
本に親しむ機会の充実

　市立幼稚園では「親子で絵本！」読書ノートを作成
し，親子で本に親しむ機会を設けている。

─
推進中

（継続）

093
保・幼・小・中
の連携推進

◇幼稚園，保育園（所）
及び認定こども園におけ
る小学校との接続を見通
した幼児教育・保育の推
進

　保育園（所），幼稚園，小学校，中学校の間で，子
どもたちの発達の連続性を考慮しながら円滑な接続を
図るため，保育園（所）の保育士，幼稚園・小・中学
校の教員等を対象とした合同研修会を開催。また，中
学校区を単位とする地域において，その地域内の子ど
もたちの健全育成を図り，地域全体での連携を深める
ための研究・実践を進める実践推進校を指定し，取組
みを進める。
　さらに，就学前施設から小学校へ障害のある子ども
たちの情報を円滑に引き継ぐための「就学支援シー
ト」を作成し，すべての就学前施設で実施した。

実践研究推進校
　26年度：2中学校・4小学校
　27年度：2中学校・3小学校

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
保健福祉局
教育委員会
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◇保育士・幼稚園教諭養
成大学連携講座の実施

≪保育課≫
　保育所等の職員を対象に，保育士・幼稚園教諭養成
大学の講師を招き，専門性の向上を図るべく保育の実
践に係る講座を実施する。

≪教育委員会≫
　乳幼児期における保育と子育て支援のさらなる充
実・発展を目指し，その将来の担い手である保育士・
幼稚園教諭を志望している養成大学学生を対象に，保
育園（所）・幼稚園での保育の現状や子育て支援につ
いての理解を深め，実践力を高める講座を実施する。

≪保育課≫
実施回数　計18回（延べ166
人受講）

≪教育委員会≫
　26年度：13講座・54人
　27年度：12講座・107人

推進中
（継続）

◇保育士等への研修の充
実

≪保育課≫
　質の高い幼児教育・保育及び子育て支援を提供する
ために，幼稚園教諭・保育士・保育教諭等の研修によ
り専門性を高める。

≪保育課≫≪教育委員会≫
　保育園（所）・幼稚園，私立・市立・国立の垣根を
越えた「共同機構」の取組として，保育の質の向上，
子育て支援，気になる子どもと保育，保幼小連携など
をテーマとした研修を実施している。また，研修終了
後，研修内容をビデオ，ＤＶＤ化し，貸出を行ってい
る。

共同機構研修会開催回数及び
参加者数
　26年度：10講座・1,510人
　27年度：10講座・1,426人

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

幼稚園，保育園
（所），認定こ
ども園等の職員
の専門性の向上

094
保健福祉局
教育委員会
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◇保育を必要とする児童
に対する国基準を上回る
職員配置の維持・向上

　保育所等における国基準を上回る職員配置を維持・
向上する。

27年度：
（国基準）0歳3:1，1歳6:1，
2歳6:1，3歳20:1，4歳30:1，
5歳30:1
（市基準）0歳3:1，1歳5:1，
2歳6:1，3歳15:1，4歳20:1，
5歳25:1

推進中
（継続）

◇保育士等への研修の充実 再掲094 推進中
（継続）

◇第三者評価受審の促進 　保育所等が自ら提供する教育・保育の質について，
第三者の評価を受審することを促進する。

第三者評価受審箇所数
　27年度：10箇所 推進中

（継続）

◇運営指導及び監査の強
化

　保育所等に対する運営指導及び監査を強化する。

―
推進中

（継続）

◇事故報告の徹底等によ
る再発防止の強化

　保育所等に対し，事故報告を徹底するとともに，そ
れらを集計・分析のうえで各施設に報告することなど
により，保育所等における安心安全への取組を強化す
る。 ―

推進中
（継続）

◇情報公開の促進 　本市ホームページ等において，保育所等の事業所の
従業員数や第三者評価の受審年度等の情報公開を促進
する。 ―

推進中
（充実）

096
保育所定員の調
整

　保育需要の地域偏在を解消するため，今後の保育需
要の動向を見極め，定員調整を実施する。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 保健福祉局

推進中
（充実）

継続
幼児教育・保育
の質の向上に向
けた取組

095 保健福祉局
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◇区役所・支所福祉部
（福祉事務所）を中心と
した利用調整及び利用者
支援の実施

　保育施設・事業の利用に当たっては，市民生活に密
着した相談や支援を要することから，市民にとって身
近な相談機関である区役所・支所福祉部（福祉事務
所）において，利用者が自らのニーズに合う施設を選
択できるよう，地域の幼児教育・保育施設の情報提
供，保育の利用調整等，利用者の視点に立ったきめ細
かな支援を行う。

―
推進中

（継続）

◇ホームページによる情
報提供の充実

　本市ホームページにおいて，新たに保育所等の利用
状況等について掲載し，利用者が保育施設・事業を利
用する際に参考できるよう情報提供の充実を図る。 ―

推進中
（充実）

◇施設・事業所情報をま
とめたリーフレットの作
成

　保育施設・事業所の受入年齢や開園時間等の情報を
まとめたリーフレットを作成する。

―
推進中

（継続）

◇福祉事務所職員への研
修の充実

　より利用者の視点に立ったきめ細かな支援を行える
よう福祉事務所職員への研修を充実する。

―
推進中

（継続）

推進中
（充実）

継続097
利用者への支援
ときめ細かな対
応の推進

保健福祉局
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◇認定   園  挔ষ及 
設置に当たって支援を必要と
する事業者に対する支援

再掲091
推進中

（継続）

◇京都市独自の「幼保連携
型認定こども園教育・保育課
损ౣ成要振  策定

再掲091
完了

◇障害のある児童に対す
る保育の実践の発信

　これまで市営保育所で培ってきた障害のある児童に
対する保育の実践について，研修等を通して他の保育
施設に発信・共有を図る。 ―

推進中
（継続）

◇全行政区における要保
護児童対策地域協議会へ
の参画

　全行政区において要保護児童対策地域協議会へ参画
し，要保護児童に関する情報共有等の連携を図る。

―
推進中

（継続）

◇地域の子育て支援の取
組の充実（市内全域にお
いて児童福祉センター，
福祉事務所及び保健セン
ターと連携した養育不安
や困難を抱える家庭に対
する訪問事業等を実施）

　市内全域において児童福祉センター，福祉事務所及
び保健センターと連携した養育不安や困難を抱える家
庭に対する訪問事業等を実施するなど，地域の子育て
支援の取組を充実させる。

―
推進中

（継続）

◇地域の新たな保育ニー
ズに対する事業をモデル
的に実施（保育体験型親
支援事業（親子半日保育
体験）等）

　親子半日保育体験等の地域の新たな保育ニーズに対
する事業をモデル的に実施する。

―
推進中

（継続）

◇保育所以外の市営施設
等に配置した保育士が習
得した知識・経験を市営
保育所の運営に活用

　障害のある子どものための施設や保護が必要な子ど
もへの支援のための施設等，保育所以外の市営施設等
に配置した保育士が習得した知識・経験を市営保育所
の運営に活用する。 ―

推進中
（継続）

◇公・民の役割分担を踏
まえた市営保育所の民間
移管

　公・民の役割分担を踏まえ，増加かつ多様化する保
育ニーズに応えるため，「市営保育所の今後のあり方
に関する基本方針」に基づき，一部の市営保育所の民
間保育園への移管に取り組む。

移管箇所　2箇所（京都市九
条保育所，京都市吉祥院保育
所） 推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続098
市営保育所のあ
り方の再構築

保健福祉局
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（２）　多様な幼児教育・保育の提供及び質の向上

099
延長保育事業
（時間外保育事
業）の充実

◇延長保育事業の拡充 　時間外（延長）保育事業について，市民ニーズ調査
結果に基づいて設定した量の見込みに対応するよう，
受入児童数を拡充する。

年間延べ利用児童数
　27年度：504,491人

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 保健福祉局

100
一時預かり事業
の充実（一般
型）

◇一時預かり事業（一般
型）の拡充

　一時預かり事業（一般型）について，市民ニーズ調
査結果に基づいて設定した量の見込みに対応するよ
う，受入児童数を拡充する。

年間延べ利用児童数
　27年度：57,961人

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実
保健福祉局
教育委員会

◇私学助成による預かり
保育の実施・拡充

　長期休業期間も含め平日週５日間，午前８時から午
後６時まで開園し，預かり保育を実施する場合等を対
象として補助制度の充実を図っており，引き続き，待
機児童の解消をはじめとする子育て支援の一層の充実
につなげる。

―
推進中

（充実）

◇一時預かり事業（幼稚
園型）の実施

　市立幼稚園全園及び施設型給付対象の私立幼稚園
で，長期休業期間中を含む平日「預かり保育」を最長
午後６時まで実施する。 ―

推進中
（継続）

102
病児・病後児保
育事業の充実

◇病児・病後児保育の拡
充

　病児・病後児保育事業について，市民ニーズ調査結
果に基づいて設定した量の見込みに対応するよう，地
域的なバランスを考慮して提供体制を拡充する。

年間延べ利用児童数
　27年度：3,584人

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実
保健福祉局
教育委員会

◇休日保育の実施 　休日保育について，地域的なバランスを考慮し，市
民ニーズに対応できるよう保育の提供を実施する。

実施箇所数
　27年度：7箇所 推進中

（継続）

◇夜間保育の実施 　夜間保育について，地域的なバランスを考慮し，市
民ニーズに対応できるよう保育の提供を実施する。

実施箇所数
　27年度：8箇所 推進中

（継続）

継続

継続
推進中

（継続）
休日保育・夜間
保育の実施

103

推進中
（充実）

幼稚園等による
預かり保育の充
実（一時預かり
事業（幼稚園
型）を含む。）

101

保健福祉局

保健福祉局
教育委員会
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104

幼稚園，保育園
（所），認定こ
ども園等におけ
る地域子育て支
援の充実

≪保育園，認定こども園≫
　地域の身近な子育て支援の拠点として，専門性をい
かした子育て相談や子育て情報の発信及び親育ちや仲
間づくり等の取組の充実を図る。

≪幼稚園≫
　地域の未就園児の親子を対象とした園庭等の施設開
放や親子で楽しく遊べる取組を実施するなど，親子の
居場所づくりを実施するとともに，幼児期の教育に関
する相談に応じたり，子育てに関する情報を提供する
などの地域の子育て支援や家庭や地域における子育て
機能の向上を目指し，幼児・保護者同士の交流を促進
する取組や子育ての悩み相談などの子育て支援の事業
を実施する。

─
推進中

（充実）
推進中

（充実）
継続

保健福祉局
教育委員会
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◇幼稚園，保育園
（所），認定こども園に
おける受入の推進

　障害のある児童に係る受入体制の整備等を図り，保
育所等における受入を推進する。

≪保育所，認定こども園≫
障害児保育実施箇所数（在園
数）　26年度：230箇所
27年度：240箇所

障害児保育児童数
26年度：1,508人
27年度：1,617人

推進中
（充実）

◇小規模保育事業，家庭
的保育事業における受入
の推進

　障害のある児童に係る受入体制の整備等を図り，小
規模保育事業，家庭的保育事業における受入を推進す
る。

≪小規模保育事業，家庭的保
育事業≫
障害児保育実施箇所数（在園
数）
　26年度：14箇所
　27年度：12箇所

障害児保育児童数
　26年度：17人
　27年度：14人

推進中
（充実）

◇「就学支援シート」の全小
学校入学前施設での実施

再掲146
推進中

（継続）

◇障害児巡回相談事業等
の充実

　保育所等に対して，障害のある児童の保育に関する
個別相談に応じる心理士等の専門職の派遣等の充実を
図る。

保育園等巡回相談件数
　26年度：2,540件
　27年度：2,629件 推進中

（継続）

◇職員研修の充実 ≪保育施設≫
　市内の保育施設を対象に，障害のある子どもの保育
に関する研修を実施する。

≪こどもみらい館≫
　こどもみらい館での研修や京都市総合教育センター
での研修など，障害のある子どもの教育・保育に関す
る研修を実施している。

―
推進中

（継続）

充実
推進中

（充実）
障害のある児童
等の保育の充実

105
保健福祉局
教育委員会
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◇居宅訪問型保育事業の
実施

＜着手前＞

― 着手前

◇保育園（所）等におけ
る受入の推進

　児童や家庭の状況等に応じ，適切に利用調整を行
う。

―
推進中

（継続）

◇小規模保育事業等にお
ける受入の推進

　児童や家庭の状況等に応じ，適切に利用調整を行
う。

―
推進中

（継続）

◇関係機関との連携によ
る支援の強化

　福祉事務所，児童福祉センター等と保育を利用する
被虐待児に係る対応について連携を図り，児童及び保
護者に対する支援を強化する。 ―

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

被虐待児の保育
の充実及び保護
者支援

106
保健福祉局
教育委員会
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◇食事の提供や食育の取
組に関する研修，巡回等
による相談業務の充実

　幼稚園や保育園（所）等での地域の関係機関・団体
等との連携により，栽培，収穫，調理，会食等の体験
的な食育活動，また，保育園（所）等での食事の提供
を通じて，楽しく食べることを経験し，子どもの食へ
の関心を育み，「食を育む力」の基礎を培う食育の推
進を図る。また，食物アレルギーのある子ども，障害
のある子ども，体調不良の子どもなど個別対応を必要
とする子どもに対して，きめ細かな食事の提供等を行
う。
　さらに，幼稚園，保育園（所）等が最も身近な地域
の子育て相談拠点として，子どもの食生活を含む，子
育て相談を実施するとともに，子育て講座や園庭開
放，子育てに関する情報提供等を行う。

≪保育所等≫
　食事の提供や食育の取組に関する研修，巡回等によ
る保育所等への給食指導や食物アレルギー等に関する
相談業務を充実する。

―
推進中

（継続）

◇幼稚園，保育園（所）
等における家庭や地域と
連携した食育の推進

　同上

≪保育所等≫
　幼稚園，保育園（所）等が最も身近な地域の子育て
相談拠点として，家庭や地域と連携した食育の推進を
行う。

―
推進中

（継続）

◇保育園（所）等におけ
る食物アレルギー児の受
入の促進及び安全対応の
徹底

　同上

≪保育所等≫
　食物アレルギーのある子ども，障害のある子ども，
体調不良の子どもなど個別対応を必要とする子どもに
対して，きめ細かな食事の提供等を行うことにより，
受入の促進及び安全対応の徹底を図る。

―
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
107

食育の推進及び
多様な保育ニー
ズに即した対応
（食事の提供の
充実等）

保健福祉局
教育委員会
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◇地域の子育て家庭に対
する食育の推進

　同上

≪保育所等≫
　幼稚園，保育園（所）等が最も身近な地域の子育て
相談拠点として，地域の子育て家庭に対する食育を推
進する。

―
推進中

（継続）

◇運営指導及び監査の充
実

　児童福祉法に基づき，認可外保育施設の指導監督
（報告徴収，立入調査）等を実施し，児童の処遇等の
保育内容，保育従事者数及び施設整備等について指導
を行う。 ―

推進中
（継続）

◇認可外保育施設研修の
実施

　認可外保育施設の保育水準を向上させるため，認可
外保育施設の職員を対象とした研修を実施する。

実施回数
　27年度：3回（延べ108人参
加）

推進中
（継続）

◇認可外保育施設健康診
断助成事業の実施

　一定の質を確保している認可外保育施設が，児童の
健康診断を実施する場合に助成を行う。

―
推進中

（継続）

097
匏用者  支援 
きめ細かな対応の
推進（再掲）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

継続 保健福祉局

継続
推進中

（継続）

認可外保育施設
の保育水準の向
上のための支援

108 保健福祉局
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第５章　放課後の子どもたちの居場所づくり（「京都市放課後子ども総合プラン」）
①　児童館・学童クラブ事業

109
学童クラブ事業
の待機児童ゼロ
の継続

　学童クラブ事業について，就労家庭の増加に伴う登
録希望児童数の増加に対応するため，登録児童数や昼
間留守家庭児童数の動向を見極めながら，必要に応じ
て新たな実施場所を確保するなど，提供体制の確保を
図り，学童クラブ事業の待機児童ゼロを継続する。

学童クラブ事業待機児童数
　27年4月：0人
　28年4月：0人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

◇児童館での地域子育て
支援拠点事業（児童館・
子育てほっと広場）の実
施

　子育てに関する相談，情報提供，乳幼児親子を対象
とした取組等を「児童館・子育てほっと広場」と位置
付け，全１３１児童館において実施している。

―
推進中

（継続）

◇児童館における子育て
情報の一元的な発信

　情報をいち早く利用者に発信できるようにするた
め，児童館公式ホームページに，コンテンツ管理シス
テム（ＣＭＳ）を導入し，各児童館・学童保育所から
直接，ホームページへの情報掲載・更新等を可能とす
るホームページリニューアルを行い，児童館からの情
報発信を推進している。

―
推進中

（継続）

保健福祉局継続
推進中

（継続）

児童館等の地域
での子育て支援
機能の充実

110
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◇中高生の居場所づくり
と活動の支援

　各児童館において，中高生の自主性を尊重し社会性
を育むことを目的とした取組を行っており，平成２１
年９月からは，児童館の開館時間を延長し，主に中高
生のための利用時間を設けるなど，活動支援を継続し
ている。
　また，毎年開催している「やんちゃフェスタ」にお
いては，中高生自らが企画する中高生ブースを展開し
ている。

―
推進中

（継続）

◇中高生と赤ちゃんとの
交流事業の充実

　中学生や高校生が，子どもを生み育てることの意義
を理解し，子どもや家庭の大切さを理解できるよう
に，児童館を通じて，乳幼児とふれあう機会を広げる
ための取組を進めている。
　具体的には，①児童館における中高生と赤ちゃんと
のふれあい交流会の開催，②「赤ちゃん講座」の実
施，③関連施設の見学，④関連イベントへの参加・ボ
ランティア体験の実施を行っている。

事業実施箇所数
　27年度：50箇所

推進中
（継続）

◇地域住民との交流の推
進

　児童館において，子どもたちと地域住民との交流を
促進する取組を実施することで，子どもたちの健全育
成につなげている。 ―

推進中
（継続）

◇地域との連携の推進 　児童館において，地域の関係機関や団体と連携する
ことで，子どもや子育て家庭を支える地域づくりを推
進している。 ―

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

児童館における
次世代育成事業
の推進

111 継続
推進中

（継続）

子どもや子育て
家庭を支える地
域づくり

112

保健福祉局

保健福祉局
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◇対象年齢を小学校6年生
まで拡大

　平成２７年４月からの子ども・子育て支援新制度の
施行に伴い，学童クラブ事業の対象年齢を小学校６年
生までに拡大した。

学童クラブ登録児童数（4月
時点）
　27年度：10,833人 完了

◇基準に基づく実施場所
の確保による利用児童の
処遇の向上

　児童１人当たり１．６５㎡以上の面積基準を満たし
ていない施設について，小学校の余裕教室や地域の集
会所の活用等により，新たな実施場所を確保する。 ―

推進中
（充実）

◇基準に基づく職員配置
による利用児童の処遇の
向上

　学童クラブ事業については，設備・運営基準に基づ
き，利用児童数おおむね４０人につきクラス編成を
し，クラスごとに２名の職員を配置する。 ―

推進中
（充実）

◇職員研修の充実による
事業の質の向上

　新たに学童クラブ事業に従事することになる職員に
対し，学童クラブ事業に従事する職員として必要な知
識を身につけるための基礎研修について，全員が受講
の機会を得られるよう，実施回数を増やし，複数回に
分けて研修を実施している。

―
推進中

（継続）

◇児童館活動指針の改定 　平成２７年度からの学童クラブ事業の対象年齢拡大
に伴い，児童の年齢に応じた支援が行えるよう，京都
市児童館活動指針の改定を行った。 ―

推進中
（継続）

◇放課後ほっと広場の実
施拡大

　児童館及び学童保育所等が整備されていない小学校
区において，「放課後まなび教室」と学童クラブ機能
を有する事業とを緊密な連携のもと運営する「放課後
ほっと広場」を実施している。

実施箇所数
　27年度：8箇所

推進中
（継続）

◇地域学童クラブ事業へ
の支援の充実

　近隣に本市の実施する学童クラブがない地域におい
て，社会福祉法人等が放課後児童健全育成事業を実施
する場合に必要な費用の一部を助成している。

実施箇所数
　27年度：13箇所

推進中
（充実）

充実
推進中

（充実）

学童クラブ事業
及び放課後ほっ
と広場等の充実

113
保健福祉局
教育委員会
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◇基準に基づく実施場所の
確保   匏用児童 処遇
の向上

再掲113
推進中

（充実）

◇基準に基づく職員配置によ
 匏用児童 処遇 向上

再掲113
推進中

（充実）

◇障害のある児童の受入
体制の充実

　障害のある児童も障害のない児童も，共に健やかに
育つための環境整備を図るため，障害のある児童の受
入を促進している。
　平成２７年度は学童クラブ事業の対象年齢を小学校
６年生までに拡大したことに伴い，障害のある児童の
受入れについても小学校６年生まで拡大した。

学童クラブ事業における障害
のある児童の受入数
　26年度：510人
　27年度：678人

推進中
（充実）

・障害のある児童に係る
職員研修の充実

　障害のある児童の受入れに当たっては，障害の状況
や発達段階を踏まえた支援が必要であり，必要な知識
を身につけるための職員研修を実施することにより，
職員及び介助者の資質向上を図っていく。 ―

推進中
（継続）

・大学との連携による学
生ボランティアの確保及
び介助者募集，広報の充
実による介助者の確保

　平成２７年度からの学童クラブ事業の対象年齢拡大
に伴う登録児童の増加に対応するため，関係団体等へ
の幅広い働きかけを行ってきた。
　さらに，平成２７年度から，介助者への謝礼金を増
額（５００円／時間→７００円／時間）し，更なる介
助者確保の取組を進めている。

障害のある児童に対する介助
者の登録状況
　26年度：777人
　27年度：802人

推進中
（充実）

継続
推進中

（継続）

大規模学童クラブ
の解消に向けた取
組の推進

114

充実
推進中

（充実）
115

学童クラブ事業
における障害の
ある児童の受入
の促進

保健福祉局

保健福祉局
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②　放課後まなび教室

116
放課後まなび教
室の推進

◇放課後まなび教室希望
者全員の登録の維持

　市立小学校の児童を対象に，学校施設を活用し，地
域・保護者・学生等の参画の下，放課後の子どもたち
の「自主的な学びの場」と「安心・安全な居場所」の
充実を図る「放課後まなび教室」の利用を希望する子
ども全員が登録できる体制を取っている。

実施校区，登録児童数
　26年度：166校区，12,676
人
　27年度：166校区，12,722
人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 教育委員会

◇行事や日常の取組に関
する連携の推進等

　放課後の子どもたちの居場所の一層の充実という観
点から，放課後まなび教室と児童館・学童クラブ事業
との連携を地域の実情を踏まえながら進めている。
　国の放課後こどもプランでは，学童クラブ事業と放
課後まなび教室を可能な形で連携を図っていくことと
されており，各所により単発事業の合同実施等が行わ
れている。

―
推進中

（継続）

◇放課後ほっと広場の実施
拡大

再掲113
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）

学童クラブ事業
と放課後まなび
教室の連携

117
保健福祉局
教育委員会
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第６章　伝統と文化を受け継ぎ，次代と自らの未来を切り拓く子どもたちを育むまちづくり
（１）　開かれた学校づくりと市民ぐるみ・地域ぐるみで進める教育
ア　開かれた学校づくりの推進

◇京都21世紀教育創造
フォーラム等の開催

　経済界，大学，教育界，行政，メディア等がお互い
の垣根を越えた新しい教育のあり方を創造するために
設立された「京都教育懇話会」（平成２０年５月設
立）において，継続的に次世代の教育や人材育成のあ
り方について討議し，その成果を毎年度開催する「京
都２１世紀教育創造フォーラム」において共有しなが
ら，新しい日本の教育モデルを発信する。

―
推進中

（継続）

◇京都芸術教育フォーラ
ム等の開催

　５つの芸術系大学との連携のもと，設立された「京
都芸術教育コンソーシアム」（平成２４年８月設立）
において，芸術を大切にする風土づくりや大学のまち
京都ならではの芸術教育を推進し，その成果を毎年度
開催する「京都芸術教育フォーラム」において共有し
ながら，教育内容の改善や教材開発，教員の資質向上
を図る。
　京都大学との連携のもと，教員自らが最先端の学問
に触れるなど，学ぶ楽しさを再認識することにより，
教員自身の教材開発や授業力の向上を図る取組を進め
る。

―
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
産学公連携の推
進

118 教育委員会
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◇学校運営協議会の設置
校拡大の推進

　保護者・地域の方々に教育活動や学校運営に積極的
に参画いただく学校運営協議会の充実，支援を図る。
　特に，国の制度創設以来，常に全国最多の設置数を
数え，多くのボランティアの方々の協力のもとで全国
をリードしてきた取組の成果をいかし，設置校を全小
学校に広げ，子どもたちと地域の大人がふれ合う取組
を通じて，地域社会に誇りと愛情を持つ子どもたちの
育成に努める。

設置校・園数
　26年度：229校・園
　27年度：233校・園

推進中
（充実）

◇小中合同の学校運営協
議会を設置する中学校区
の拡大

　中学校区単位で活動を行う小中合同の学校運営協議
会の設置を拡大し，義務教育９年間の学びと育ち全体
を見渡した，保護者・地域との協働体制の構築を推進
する。

設置学区数
　26年度：13中学校区
　27年度：14中学校区 推進中

（充実）

◇学校評価（学校関係者
評価，第三者評価）の充
実

　平成１５年度から全ての学校・幼稚園で導入してい
る学校評価システムについて，教職員自らが行う「自
己評価」，学校運営協議会等による「学校関係者評
価」，学識経験者等による「第三者評価」の実施等を
通して学校運営の組織的・継続的な改善を図り，教育
水準の向上を目指す。

―
推進中

（継続）

◇学校評価の効果的な公
表

　教職員自らが行う「自己評価」，学校運営協議会等
による「学校関係者評価」，学識経験者等による「第
三者評価」を，各学校・幼稚園のホームページ等を活
用し情報や課題意識を共有することで，それを行動，
成果の共有にまで高め，最終的には子どもを共に育む
喜びを分かち合うことができる信頼関係の構築に努め
める。

―
推進中

（継続）

◇学校関係者評価の全校
実施

同上

―
推進中

（継続）

◇学校運営協議会及び学
校評価に関する検証委員
会の活動充実

同上

―
推進中

（継続）

推進中
（充実）

継続
推進中

（継続）

継続学校運営協議会119

学校評価システ
ムの活用

120

教育委員会

教育委員会
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◇学校支援ボランティア
のネットワーク化の推進

　様々な分野の職業や学問についての豊富な知識や技
能を有する地域の人たちを，「わたしたちの新しい先
生」としてボランティア登録を行っています。ゲスト
ティーチャーなどとして授業を支援する学校支援ボラ
ンティアの充実を図るとともに，地域を越えて他校で
も活躍していただけるようネットワーク化を更に推進
する。

登録者数
　26年度：815人
　27年度：948人
延べ派遣人数
　26年度：1,459人
　27年度：645人

推進中
（継続）

◇学校支援ボランティア
表彰の実施

　学校支援ボランティアとして学校で子どもたちの学
習を支援していただいている方々の献身的な協力を称
えるとともに，さらなる学校支援の輪の拡大を図る。

表彰者数
　26年度：29人
　27年度：92人 推進中

（継続）

◇学生ボランティア協定
を中心とした大学との連
携協定の締結の推進

　一人ひとりの子どもに対するきめ細やかな指導の充
実に向けて，大学との連携のもと，教職を目指す学生
や専門的知識・技能を持った学生が，教科や部活動の
指導補助など，学校・幼稚園で必要とされる教育活動
の支援を行う。

延べ活動回数
　26年度：24778回
　27年度：26720回

推進中
（継続）

◇ボランティア活動の募
集・広報の実施

　連携大学等に学生ボランティア募集案内ポスター・
チラシを配布を行う。

学生ボランティア協定締結大
学等数
　26年度：109校
　27年度：111校

推進中
（継続）

◇情報誌「GoGo土曜塾」
の発行

　学校休業日に市民ぐるみで伝統文化・自然体験，ボ
ランティア活動など，京都ならではの多様な学習資源
を生かした豊かな学びと育ちの場を子どもたちに提供
する「みやこ子ども土曜塾」の取組を推進するため，
情報誌「ＧｏＧｏ土曜塾」を発行している。

27年度：8回，各13万部発行

推進中
（継続）

◇みやこ子ども土曜塾
ホームページでの情報発
信

　「みやこ子ども土曜塾」の取組を情報誌「ＧｏＧｏ
土曜塾」とともに，土曜塾ホームページにより情報発
信を行う。

―
推進中

（継続）

◇みやこ子ども土曜塾主
催事業の実施

　みやこ子ども土曜塾が主催する事業を実施する（平
成２７年度は実施していない。）。

―
推進中

（継続）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
みやこ子ども土
曜塾

123

122

大学との連携に
よる学生ボラン
ティア学校サ
ポート事業の推
進

学校支援ボラン
ティアの拡充

121 教育委員会

教育委員会

教育委員会

継続
推進中

（継続）

継続
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◇計画的な地域パトロー
ル，見守り活動の実施

　地域生徒指導連絡協議会は，ＰＴＡや地域の各種団
体及び学校を構成員として，すべての中学校区ごとに
組織されており，地域における子どもたちの健全育成
や問題行動の未然防止を図る取組を展開している。

地域パトロール
　26年度：661回
　27年度：643回
見守り活動
　26年度：73回
　27年度：83回

推進中
（継続）

◇「インターネット・
ケータイ，ソーシャルメ
ディアの弊害」等の解決
に向けた研修会の実施

　子どもたちを取り巻く課題の解決に向けて，平成２
７年度は「いじめ」及び「薬物」をテーマに，人づく
り２１世紀委員会との合同開催による全市的な研修会
を２回実施した。
　また，中学校区を単位とした各地域生徒指導連絡協
議会でも，ソーシャルメディア等の利用に関する弊害
等の課題解決に向けた研修会を実施している。

―
推進中

（継続）

イ　地域・各団体と連携した「子どもを共に育む京都市民憲章（愛称：京都はぐくみ憲章）」の普及・実践

001

「京都はぐくみ憲
章」の普及と憲章
 ৶挡 基  実
践の推進（再
掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
保健福祉局
教育委員会
全局・区

継続
推進中

（継続）
地域生徒指導連
絡協議会

124 教育委員会
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◇人づくりニュースの発
行（年3回）

　人づくり２１世紀委員会の取組内容や子育て情報等
を参画団体及び市民に向けて発信する「人づくり
ニュース」の５４号（平成２７年７月発行），５５号
（平成２７年１２月発行），５６号（平成２８年３月
発行）を発行した。

27年度：各号180,000部発行

推進中
（継続）

継続125
人づくり21世紀
委員会

推進中
（継続）

◇人づくり連続講座，人
づくりフォーラムの開催

　人づくり２１世紀委員会は，「子どもたちのため
に，今，大人として何ができるか，共に考え行動す
る」ネットワークとして，平成１０年２月に発足し
た。子どもの命にかかわる緊急課題の解決に向けた提
言をきっかけとして制定された「子どもを共に育む京
都市民憲章（愛称：京都はぐくみ憲章）」の普及・実
践に向けて，子どもを取り巻く様々な課題の解決のた
めのフォーラムや研修会の実施し，また，各行政区実
行委員会での地域に根差した取組や啓発活動等を実施
している。（幹事団体数：１１５団体，平成２８年３
月現在）

①講座・フォーラム
　子どもを取り巻く緊急課題に関する「人づくり連続
講座」や，子どもたちのために大人として何ができる
かを考え，行動する輪を広げるため「人づくりフォー
ラム」を開催。
②行政区別「人づくり」ネットワーク実行委員会の取
組
（通年，計７０事業，延べ参加者数１３，６２０人）
（中学生と地域の大人との「ふれあいトーク」，身近
な子育てについての話し合いなど）

人づくり連続講座開催回数及
び参加者
　26年度：全3回，第1回100
人，第2回50人，第3回320人
　27年度：全2回，参加者各
180名

人づくりフォーラム参加者
　26年度：650人
　27年度：600人

推進中
（継続）

教育委員会
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（２）　確かな学力・豊かな心・健やかな体の調和のとれた育成
ア　確かな学力の向上と創造性豊かな子どもの育成

◇「京都市学習支援プロ
グラム」（小学校）
「ジョイントプログラ
ム」，中学校「学習確認
プログラム」）等の活用
の推進

　予習・復習プリントと確認テストを組み合わせた
「京都市小中一貫学習支援プログラム」（小学校の
「ジョイントプログラム」，中学校の「学習確認プロ
グラム」）等を活用し，子どもたちの家庭における自
学自習の習慣化を図り，確かな学力の定着を目指す。
　また，「基礎・基本」を徹底し，知識や技能を活用
した問題解決型の学習や探究活動の充実を図ることに
より，自ら学ぼうとする力を引き出しながら，子ども
たちが「わかる喜びと楽しさ」を実感できるよう授業
改善を行う。

―
推進中

（継続）

◇京都市独自予算による
少人数学級の推進

　平成２３年度から，義務教育標準法の改正により全
国で小学校１年生での３５人学級が実施されている
が，京都市においては，小学校２年生においても，学
習習慣，生活習慣の確実な定着を図るため３５人学級
を，中学校３年生では，よりきめ細かい学習指導・進
路指導を行うため３０人学級を，引き続き京都市の独
自予算により実施する。

27年度：
・小学校2年生35人学級，44
人の教員を任用
・中学校3年生30人学級，84
人の教員を任用 推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
京まなびプロ
ジェクトの推進

126 教育委員会
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◇幼稚園幼児指導要録，
保育所児童保育要録等の
活用

　幼児の学籍並びに指導の過程とその結果の要約を記
録した「幼稚園幼児指導要録」を園児が進学する小学
校へ送付することで，園児の状況を事前に把握し，幼
稚園と小学校の連携を図る。 ―

推進中
（継続）

◇小中学校間での専科教
育や人事交流による相互
授業等の推進

　子どもたちの「学び」と「育ち」を支える小中一貫
教育を全中学校区で展開し，地域実態に応じた特色あ
る取組を推進。教育目標（目指す子ども像）を小中学
校が共有し，児童生徒の９年間の育ちにすべての教職
員が責任をもつ教育活動に取り組む。
　確かな学力の定着を図る「京まなびプロジェクト」
との連携のもと，小中学校間での専科教育や人事交流
による相互授業等を推進するとともに，合同行事の開
催や地域行事への子どもたちの積極的な参加を進め，
地域の力をいかした教育活動を展開する。
　さらに，子どもの発達の連続性について相互理解を
深め，校種間の滑らかな接続を図るために，幼稚園，
保育園（所），認定こども園と小学校，中学校に加
え，進路実現を目指した中学校と高等学校・総合支援
学校との連携に取り組み，交流事業の促進など，効果
的な連携を進める。
　また，中学校ブロック内の全小・中学校長が協議の
うえ，ブロック内での小学校間異動や小中学校間の校
種間異動について市教委へ提案する制度を実施する。

―
推進中

（継続）

◇教育課程の編成や指導
形態の工夫・改善，交流
事業の促進

同上

―
推進中

（継続）

◇保・幼・小・中の連携推進 再掲093
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）

校種間連携・小
中一貫教育の推
進

127
保健福祉局
教育委員会
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◇中高接続プロジェクト
の実施

　生徒が将来，自立・自律した市民としてよりよく生
きるため，中等教育の中で一貫して生徒の力を引出
し，学び続ける意欲を育てること目的としたプロジェ
クトを立ち上げ，話合いを行う。（平成２７年度で終
了）

― 完了
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◇市立小・中学校での京
都市キャリア教育スタン
ダード「生き方探究教
育」の実践取組

　小・中学校指導計画（京都市スタンダード）の改訂
を踏まえ，平成２８年度版のキャリア教育スタンダー
ドを作成し，全校種へ配布した。

―
推進中

（継続）

◇市立小学校の4～6年生
が施設の中に再現した
「街」で職業体験を行う
スチューデントシティ学
習の実施

　施設内に再現した銀行，商店，新聞社などからなる
実際の「街」の中で，児童が消費者役と企業に勤める
会社員役，それぞれの立場での役割を体験し，社会や
経済の仕組み，社会と自分との関わりなどを学ぶ。

実施校数
　26年度163校
　27年度165校（全校実施）

推進中
（継続）

◇市立中学校と総合支援
学校の生徒が施設の中に
再現した「街」で生活設
計体験を行うファイナン
スパーク学習の実施

　施設内に再現した実際の「街」の中で，生徒が設定
された一人の社会人として，税金・保険をはじめ住宅
費や食費，水道光熱費など生活に必要な費用の試算，
様々な商品やサービスの購入・契約などを体験し，社
会にあふれる情報を適切に活用する力，自らの生き方
につながる生活設計能力を育成する。

実施校数
　26年度55校
　27年度59校

推進中
（継続）

◇市立中学校の生徒が事
業所の協力のもと，職場
体験・勤労体験を行う
「生き方探究・チャレン
ジ体験」推進事業の実施

　自らを見つめ，生き方について考えを深めながら自
ら学ぶ力（生きる力）を育む取組として，全市立中学
校において，中学生が約３，６００の事業所等の協力
のもと,それぞれの興味や関心に応じた様々な職場体
験や勤労体験を行う。

27年度：全校で実施

推進中
（継続）

◇市立小学校の4～6年生
対象の「京都モノづくり
の殿堂・工房学習」をは
じめ，京（みやこ）少年
モノづくり倶楽部等の京
都こどもモノづくり事業
の実施

≪京都モノづくりの殿堂・工房学習≫
　京都のモノづくり企業の最新技術や創業者の努力・
情熱・生き方を学ぶ「殿堂学習」と，モノづくりの体
験学習を行う「工房学習」を実施する。

≪京少年モノづくり倶楽部≫
　企業，大学等の協力を得て，小中学生がモノづくり
への興味関心を高め，創造性・社会性等を育む学びと
体験の場を創出するため，全市からモノづくりに興味
のある子どもたちを集めて年間を通じて活動を展開す
る「Ｃｏｒｅ」と，気軽に参加できる「Ｅｘｔｒａ」
を実施する。

≪京都モノづくりの殿堂・工
房学習≫
実施校数
　26年度：144校
　27年度：154校

≪京少年モノづくり倶楽部≫
参加者延べ人数
　26年度：1,627人
　27年度：2,298人

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

社会的・職業的
自立に向けた生
き方探究教育の
充実

128 教育委員会
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◇小学校英語活動の3・4
年生への拡大や小学校英
語の教科化等，国の英語
教育改革を見据えた拠点
校による実践研究（タブ
レット端末の導入，英語
教育指導員の配置）

　京都市独自の指導計画やテキスト・指導案をもとに
した小学校外国語活動を実施するとともに，中学校ブ
ロック内の小中学校において，同一ＡＬＴを活用する
など小中連携による英語教育を推進する。

―
推進中

（継続）

◇全市立小・中・総合支
援学校でのイングリッ
シュシャワー事業の実施

　昼食時間や休み時間を活用し，ALTによる語りかけ
や英語の歌の放送等により，子供たちが日常的に英語
を体感し，英語に慣れ親しむ機会を全市立小・中学校
で設けるとともに，各学校での取組を広報媒体等を通
じて学校間で共有し，取組の充実を図る。

27年度：全市立小・中学校で
実施

推進中
（継続）

◇中・高校生の実用英語
検定「英検」チャレンジ
の受験奨励（検定料補
助）

　中高生の実用英語検定の検定料を一部助成すること
で英検受検を奨励し，検定合格に向けた生徒の主体的
な英語学習の意欲・関心の向上を図るとともに，英語
力や学習状況の把握・分析を行い，小学校段階も含め
た英語教育の指導改善を行う。

英検の一部助成活用者数（中
学生）
　26年度：4,609人
　27年度：5,370人 推進中

（継続）

◇「KyotoGlobalKidsinス
チューデントシティ」
（小学生対象）の実施

　スチューデントシティの取組を活用し，小学生が普
段の授業とは異なる実生活に近い環境のもとで，ネイ
ティブスピーカーと英語によるコミュニケーションを
実体験する体験学習を行い，外国語の音声や基本的な
表現に慣れ親しみ，言語や文化について理解を深め，
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の効
果的な育成を図る。

応募者数
　26年度：316名
　27年度：378名

推進中
（継続）

◇市立高校グローバル
リーダー育成研修の実施

　日本での事前・事後研修及び海外（イギリス）での
研修をとおして，市立高校の代表生徒にコミュニケー
ション能力や世界の文化，経済，歴史などの幅広い教
養を育み，グローバル化の進む社会を自ら切り拓くこ
とができる力の育成を図る。

参加生徒数
　26年度：22名
　27年度：30名

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続

グローバル人材
の育成に向けた
英語教育等の充
実

129 教育委員会
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◇ＡＬＴ（外国人指導助
手）の活用

　１人のＡＬＴが中学校とその中学校区内の小学校を
巡回し，各中学校区単位で小中学校のＡＬＴ配置時間
数を決定するなど小・中連携を図るとともに，日本人
教員とのティームティーチング授業等，各校種に応じ
たＡＬＴ活用を推進する。

―
推進中

（継続）

◇市立高校における海外
研修・海外留学への助成

　京都市立高校生に，語学力とコミュニケーション能
力，世界の国々の文化，経済，歴史などの幅広い教養
などの素地を育む主体的な取組を促進するため，海外
研修や海外短期・長期留学に要する経費の一部を補助
する。

海外研修費用補助
　26年度：95名
　27年度：98名
短期留学支援
　26年度：4名
　27年度：7名
長期留学支援
　26年度：3名
　27年度：5名

推進中
（継続）

◇日吉ヶ丘高校における
府内初となる「英語村」
の設置

　平成２８年３月に日吉ケ丘高校にオールイングリッ
シュによる生活を体験できる校内留学施設「英語村」
を開村。授業及び課外活動での活用，小中学生や市民
が参加できるイベントを実施する。 ― 完了

102



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇専門家の派遣等による
全市立小中学校での伝統
体験活動の実施

　「古典の日に関する法律」施行を踏まえ，日本の心
を伝える古典の振興に資するよう，伝統文化を継承す
る京都在住の専門家派遣や古典朗読コンクールの実
施，伝統文化体験推進に向けた物品整備などにより，
学校や家庭，地域で古典に親しむ様々な機会を創出す
る。

専門家の指導による伝統文化
体験を実施した小中高等学校
の数
　26年度：41校
　27年度：47校 推進中

（継続）

◇歴史都市京都から学ぶ
「ジュニア京都検定」の
実施

　京都の優れた文化を守り，次代に継承する子どもた
ちを育むため，知識とともに体験から学ぶ機会とし
て，市立小・総合支援学校４年生全員に，ジュニア京
都検定テキストブックを無償配布するとともに，小学
校５年生対象の「基礎コース」，６年生対象の「発展
コース」を実施している。また，発展コース受検者を
対象とした「名人コース」を実施し，名人に認定され
た者の中から「ジュニア京都観光大使」に任命し，京
都の魅力を発信するための様々な活動を行っている。

―
推進中

（継続）

◇中学生による「京都・
観光文化検定」チャレン
ジ

　ジュニア京都検定を通じて高めた「歴史都市・京
都」への興味関心を更に深化させ，京都ならではのお
もてなしを実践できる子どもたちを育むため，市内在
住在学の中学生及び高校生を対象に，京都商工会議所
及び事業者との連携・協力により，「京都・観光文化
検定試験３級」の受験を支援している。

受験者数
　27年度：643名

推進中
（継続）

◇伝統文化の取組の拡充 　京都に息づく伝統文化，伝統芸能，伝統産業を児
童・生徒が直接体験する学校教育活動を推進すること
により，わが国の伝統と文化を理解し，それらを尊重
する態度の育成を図る取組を実施する。 ―

推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）

京都ならではの
伝統文化教育等
の推進

130
文化市民局
教育委員会
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◇ようこそアーティスト
文化芸術とくべつ授業の
実施

　子どもたちが優れた文化芸術に触れる機会をつくる
「ようこそアーティスト　文化芸術とくべつ授業」を
実施している。
　平成２７年度は「ようこそアーティスト　文化芸術
とくべつ授業」に加え，「学校教育をはじめ，あらゆ
る機会を通じた伝統的な文化芸術に触れる取組」とし
て，大幅に伝統芸能分野を増やして，ワークショップ
を行った。

27年度：41校，全65回，
2,471人参加

推進中
（充実）
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◇理科観察実験アシスタ
ントの配置

　小学校・中学校・総合支援学校を対象に，理科の観
察・実験に使用する設備の準備・調整等を行う補助員
として，観察実験アシスタントを配置する「理科観察
実験支援事業」を推進する。

配置学校数
　26年度：81校
　27年度：85校

推進中
（継続）

◇未来のサイエンティス
ト養成事業の実施

　子どもの理科・科学に関する興味をさらに高めて，
将来，自然科学分野で活躍する子どもを育成するた
め，大学や企業・研究所等との共汗により，全国的な
科学コンテストへの出展をめざした研究活動の支援
や，大学・企業等による最先端の実験教室・実習・見
学会を行う「未来のサイエンティスト養成事業」を推
進する。

参加人数
　26年度：725人
　27年度：792人

推進中
（継続）

◇京都科学屋台ネット
ワークの実施

　科学系の大学，先端企業，博物館などの機関や市民
で構築する京都科学屋台ネットワークを設立し，本
ネットワークに参加する各団体等が，市民に科学の面
白さを伝える機会として，それぞれが持つ科学に関す
る演示実験・制作コーナー等を，年間を通して，様々
なイベント（事業）からの派遣要請に応えて，参画し
ている。

参加人数
　26年度：9,649人
　27年度：9,364人

推進中
（継続）

◇展示場のリニューアル 　平成３１年の設立５０周年に向け，青少年科学セン
ターの魅力を高め，子どもたちや，市民の科学への興
味関心をさらに向上させることを目的として，新規展
示品を年次計画的（平成２６年度から５年間）に整備
するなどの展示スペースのリニューアルを実施する。

新展示品数
　26年度：2点
　27年度：2点

推進中
（継続）

◇企業連携特別展の実施 　京都にある先端科学企業の協力を得て，最新製品等
を展示したり，解説することにより，理科・科学の原
理・原則を学ぶだけでなく，その原理・原則が実社会
で有用化されていることを体感できる特別展を実施す
る。 ―

推進中
（継続）

充実
推進中

（継続）
理数教育の推進131 教育委員会
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◇理科担当教員研修の充
実

　小学校・中学校・高校・総合支援学校の理科担当教
員を対象とし，観察実験や自然観察など理科指導につ
いての資質向上を図るため，科学センター独自の教員
研修を実施する。

参加人数
　26年度：3,356人
　27年度：3,274人 推進中

（継続）
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◇京都市環境教育スタン
ダードの改訂と取組の充
実

　教科等を越え横断的・総合的に推進すべき環境教育
について，京都ならではの「京都市環境教育スタン
ダード」を活用し，小中一貫して環境教育を学ぶ仕組
みを整備し，全市的に環境教育の一層の充実に取り組
む。

京都市環境教育スタンダード
の改訂（小学：26年度）

推進中
（継続）

◇学校給食用牛乳パック
のリサイクル

 児童・生徒への環境教育の実践と各学校のごみ減
量・リサイクルを促進するために，学校給食実施全校
において，給食用牛乳パックをリサイクルする取組を
実施する。

実施校数
　26年度：給食実施全校
　27年度：給食実施全校 推進中

（継続）

◇環境に優しい施設・設
備を通じた環境学習の推
進

　各校での省エネの取組や環境教育など児童・生徒自
らが考え行動し，実践から環境の大切さを学ぶ「環境
にやさしい学校」づくりを推進しており，平成２７年
度も全市立小・中・総合支援学校で「ＫＥＳ学校版」
環境にやさしい学校を実施し，認証申請中となってい
る。

27年度：全市立小・中・総合
支援学校で実施

推進中
（継続）

◇「ＫＥＳ学校版」環境
に優しい学校の認定に向
けた取組

同上 同上

推進中
（継続）

◇こどもエコライフチャ
レンジ推進事業の実施

　小学校で地球温暖化に関する環境学習の授業を実施
することにより，子どもの視点から家庭におけるライ
フスタイルを見直し，エコライフの取組の定着を図
る。

27年度：市立小学校全166校
で実施

推進中
（継続）

◇京都商工会議所による
環境学習事業の実施

　子どもたちが環境や科学への興味を深める機会とし
て，環境問題に積極的に取り組んでいる京都の企業が
学校を訪問し，自社の取組や技術を紹介しながら環境
学習を実施している。

実施状況
　26年度：25企業・延べ63校
　27年度：25企業・延べ64校 推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
132 環境教育の推進

環境政策局
上下水道局
教育委員会
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◇京（みやこ）の水キャ
ンペーンの小学生への啓
発

　水分補給が大切となる夏の時期に合わせて，水道水
のおいしさとクオリティの高さ（安全・安心，低価
格，環境にやさしい）をＰＲするための体験・体感型
キャンペーン「おいしい！大好き！京（みやこ）の水
キャンペーン」を展開している。

―
推進中

（継続）
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◇学校司書の配置と，学
校図書館を活用した学習
の充実・推進

　平成２６年３月に策定した「第３次京都市子ども読
書活動推進計画」に基づき学校・家庭・地域等の連携
と社会全体での取組により，平成２６年度から平成３
０年度までの５年間で「本」大好きな子どもの育成を
図る施策を推進する。

※学校図書館法改正（平成２７年４月１日施行）によ
り，学校図書館の職務に従事する職員が学校司書とし
て法律上に位置づけられたことに伴い，学校図書館運
営支援員の名称を学校司書とする。

配置状況
　27年度：107名／239校

推進中
（充実）

◇読書ノートを活用した
「めざせ100冊！読書マラ
ソン」運動の充実・推進

同上 27年度：小学校及び総合支援
学校で28,719人の児童が達成

推進中
（継続）

◇京都市地域産材「みや
こ杣木」を使用した閲覧
机・椅子等の整備による
学校図書館大改造

同上 「みやこ杣木」による机・椅
子等の整備校
　27年度：70校 推進中

（継続）

◇家庭・地域における子
どもの読書活動の推進

≪市立図書館での取組≫
・乳幼児の保護者向け読書ノートの作成・配布
・児童コーナー改修，あんしん・かいてき図書館トイ
レ整備の実施（５か年計画の実施）
・図書の郵送・宅配便による返却の実施
・視覚に障害のある方や普通の印刷物を読むことが困
難な人々のためのデジタル録音図書であるデイジー図
書の貸出の開始
・ブックリサイクルの実施
・「京都市子どもの読書活動優秀実践団体（者）表
彰」の実施
・リユース図書コーナーの開催

―
推進中

（充実）

充実
推進中

（充実）

「第3次京都市子
ども読書活動推
進計画」を踏ま
えた魅力ある学
校図書館づくり
の推進

133 教育委員会
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◇学習意欲の向上や家庭
学習の習慣化の促進

　学校運営協議会や保護者，学生や地域のボランティ
ア，退職教員などの参画のもと，土・日・祝日などの
学校休業日を有効に活用し，児童生徒の学習機会の充
実，家庭学習や自学自習の習慣化に取り組む「土曜学
習」を全市立小・中学校で実施し，取組の充実を図
る。

27年度：全市立小・中学校で
実施

推進中
（継続）

◇自学自習の態度の育成
による基礎・基本の定着
化

同上 同上

推進中
（継続）

◇私立幼稚園での「地域
子育て相談事業」への助
成

　私立幼稚園等の，地域における子育て支援の拠点と
して，相談業務をはじめとする地域の特性を踏まえた
事業や，各園の直面する課題解決などに向けた各園の
教育方針に基づく幼児教育の一層の充実に資するため
の事業に係る経費の補助を実施する。

―
推進中

（継続）

◇市立幼稚園での「地域
に開かれた子育て支援推
進事業」の推進

　地域に開かれた幼稚園づくりの推進及び家庭や地域
における子育て機能の向上を目指し，０歳から５歳の
幼児とその保護者を対象に幼稚園を開放して，子育て
についての相談を受け付けたり，幼児・保護者同士の
交流を促進する取組を実施するなどの子育て支援を行
う。

―
推進中

（継続）

◇幼稚園における預かり保育
の実施・拡充

再掲088
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
幼児教育の推進135

継続
推進中

（継続）

土曜学習の全市
立小・中学校で
の実施

134 教育委員会

教育委員会
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イ　心身ともに健全でたくましい子どもの育成
◇長期宿泊・自然体験活
動を通じた取組の実施

　子どもたちが，自然を愛し環境保全に取り組む態度
を養うとともに，寝食を共にすることを通して，他人
を思いやる気持ちや責任感，規範意識など豊かな人間
性や社会性を育むため，花背山の家等での５年生の３
泊４日から最長５泊６日で実施する「長期宿泊・自然
体験活動」に全市立小学校で取り組む。

27年度：小学校全校で実施

推進中
（継続）

◇「活動資料集」の活用
の推進

　長期宿泊・自然体験推進事業の目的を明確にし，充
実したプログラムとなるように「活動資料集」を全校
に配布し，その活用を推進する。

27年度：小学校全校に配布済

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
長期宿泊・自然
体験活動の全小
学校実施

136 教育委員会
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◇「夢いっぱい」（小学
校）,「心の旅」（中学
校）や「私たちの道徳」
を活用した道徳教育の推
進

　本市独自の指導資料集「夢いっぱい」（小学校）や
「心の旅」（中学校）に加え，文部科学省作成の「私
たちの道徳」を活用し，児童・生徒が題材を基に考え
ることを重視した道徳教育を推進する。 ―

推進中
（継続）

◇市民参加型の道徳の授
業「親子で学ぶ道徳の時
間」の展開

　毎年６月及び１０月を「道徳教育推進月間」と位置
付け，道徳の時間の公開授業を実施。実施に当たって
は，土曜日等の週休日の活用も含め，学校運営協議会
やＰＴＡ等と連携し，保護者や地域の方が参加しやす
い環境を工夫するなど，保護者・地域参加型（協働
型）の道徳の時間を展開する。

―
推進中

（充実）

◇「しなやかな道徳教
育」推進校・研究校の指
定

　指定校の実態に即したテーマ設定の下，道徳の教科
化を見据えて，小中一貫の観点や独自の先進的研究
等，全市的な教育力の向上に向けた取組を推進する。

指定校数
　26年度：小学校13校，中学
校11校
　27年度：小学校13校，中学
校10校

推進中
（継続）

◇全市立小・中学校での
「道徳教育推進教師」の
選任・配置

　「道徳教育推進教師」を校務分掌の一つとして正式
に位置づけ，全小中学校に設置し，毎年，全「道徳教
育推進教師」を対象とした研修会を実施。子どもたち
が自ら考え日常生活において道徳的な行動の実践につ
なげられるよう「道徳教育推進教師」を中心に，道徳
の時間を要とし，学校教育活動全体を通して道徳教育
を推進する。

―
推進中

（継続）

推進中
（充実）

充実道徳教育の推進137 教育委員会
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◇各校の人権教育の全体
計画及び年間指導計画に
よる組織的な取組の推進

　京都市人権文化推進計画や学校において人権教育を
推進するうえでの指針である「《学校における》人権
教育をすすめるにあたって」を踏まえ，新たな人権に
関する課題について正しく理解し対応できるよう，家
庭・地域と連携しながら，人権という普遍的文化の担
い手の育成を目指した取組の充実を図る。

―
推進中

（継続）

◇教職員に対する人権教
育に係る研修，講座の実
施

　人権教育における今日的な課題等について理解を深
めるために，全教職員を対象とした人権教育講座を実
施している。管理職や人権教育主任等については，自
校・園の人権教育の現状を見直し，人権教育のより一
層の充実を図るための研修会を行っている。

27年度：全教職員のうち，希
望者を対象として年4回実施

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）
人権教育の推進138 教育委員会
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◇「京都市いじめの防止
等に関する条例」の周
知・取組の推進

　平成２７年１月に，「京都市いじめの防止等取組指
針」を策定。全市立小学校では「学校いじめの防止等
基本方針」を策定・公表し，同方針に基づいて取組を
行う。
　普及啓発のため，「いじめ防止啓発パンフレット」
を毎年児童生徒及び保護者に配布している。

―
推進中

（継続）

◇「子どもの豊かな心と
規範意識を育む関係者会
議」の開催

　「京都市いじめの防止等に関する条例」に基づき開
催する。学識経験者・保護者・市民団体，関係団体，
校長等で構成し，意見交換等を行う。 ―

推進中
（継続）

◇いじめに関する各種相
談体制の整備

≪こども相談２４時間ホットライン≫
　「いじめ」に関する相談のみならず，子どものＳＯ
Ｓや悩み，また保護者の子育てに関する不安など，子
どもや子育てに関するより幅広い相談に，専任の相談
員が対応している。

≪いじめメール相談≫
　「いじめ」に関するメール相談を受け付け，相談の
返答は，土・日・祝・年末年始を含まない３営業日ま
でに行っている。

電話相談件数
　26年度：658件
　27年度：1,761件（平成27
年5月20日から相談対象の拡
大に伴い，現名称に変更　※
旧名称：いじめ相談24時間
ホットライン）

メール相談件数
　26年度：21件
　27年度：16件

推進中
（継続）

◇スクールカウンセラー，ス
クールソーシャルワーカーの配
置

再掲140
推進中

（充実）

◇全市立小・中・高等学
校における非行防止教室
の実施

　少年非行防止，規範意識育成のための「非行防止教
室」を，全市立小・中・高等学校において実施いてい
る。 ―

推進中
（継続）

◇ケータイ教室の実施，学
校非公式サイト等のネット監
視

再掲145
推進中

（継続）

推進中
（充実）

継続
いじめの防止等
のための取組

139 教育委員会
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◇京都市中学校生徒会議
の開催

　少年非行，暴力行為等の未然防止を目的に，社会の
ルールや規律を守り，自他を尊重して主体的に判断・
行動することができる規範意識を育むため，生徒会活
動を通じ，生徒自らが規範について考え行動する力を
育む，「中学校生徒会議，サミット」を開催してい
る。

開催回数
　27年度：1回（平成27年8月
21日）

推進中
（継続）
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◇教育相談総合センター
（こどもパトナ）での支
援・相談の実施

　京都市在住又は京都市立学校に在籍する小学生から
高校生までの子ども及び保護者を対象に，心のケアを
要すると思われる気がかりな点や，子どもの教育上の
様々な課題や子育ての不安等について相談業務を実施
している。

来所相談延べ件数
　26年度：17,502人
　27年度：17,756人

推進中
（継続）

◇スクールカウンセ
ラー，スクールソーシャ
ルワーカーの配置

　不登校やいじめをはじめとする児童・生徒の教育課
題等に対応し，子どもたちの心の居場所づくりを推進
するため，心理相談に関して高度に専門的な知識・経
験を有するものを「スクールカウンセラー」として配
置している。
　また，いじめ，不登校，暴力行為，児童虐待など生
徒指導上の課題に対応するため，教育分野に関する知
識に加えて，社会福祉等の専門的な知識や技術を用い
て，児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけて支援
を行う「スクールソーシャルワーカー」を配置してい
る。

27年度：「スクールカウンセ
ラー」を全市立小・中・高・
総合支援学校（計258校）に
配置
「スクールソーシャルワー
カー」を23小学校に配置

推進中
（充実）

◇学生ボランティア「学
びのパートナー」等の配
置

　不登校傾向にある子どものうち，「別室登校」の状
況にある児童・生徒に対する指導や効果的支援の充実
を図るために，当該の児童・生徒の話し相手・相談相
手，学習の補助者として，教職員やスクールカウンセ
ラー等と連携しながら活動を進める学生ボランティア
「学びのパートナー」を配置している。

「学びのパートナー」派遣人
数
　26年度：市立小・中学校
（32校）に37名配置
　27年度：市立小・中学校
（35校）に41名配置

推進中
（継続）

推進中
（充実）

充実
児童生徒等への
支援・相談の実
施

140 教育委員会
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◇教育支援センター（適
応指導教室）「ふれあい
の杜」を市内５箇所に設
置

　不登校児童生徒が体験活動，学習活動，教育相談等
を通じて新たな人間関係を築き，信頼感や自らの存在
感を感じ，新たな生活への意欲を高める場として「ふ
れあいの杜」を市内５箇所に設置している。

通級児童生徒数
　26年度：104人
　27年度：111人 推進中

（継続）

◇洛風中学校，洛友中学
校（不登校生徒のための
中学校）の設置

　不登校を経験した子どもたちが，柔軟で特色ある教
育課程で，一人一人が無理なく学習できる学校として
洛風中学校及び洛友中学校を設置している。

在籍生徒数
　27年度：洛風中学校56名，
洛友中学校9名 推進中

（継続）

◇フリースクールとの連
携，ＩＣＴを活用した学
習支援事業の実施

　インターネット上のオンライン学習ソフトを活用す
ることにより，引きこもり傾向にある不登校生徒の学
習機会を確保し，学習に対する意欲の継続・向上を図
るとともに，学校とのつながりを深め，不登校状況の
改善を目指していく。

27年度：市立中学校（4校）
生徒5名が活用

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）
不登校児童生徒
に対する取組

141 教育委員会
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◇運動部活動の活性化 　外部コーチ派遣事業の派遣部数や派遣回数を増加す
るなど，運動部活動の活性化に関する事業を推進し，
より充実した運動部活動を展開することを目指す。

中学校及び高等学校における
外部コーチ派遣
　27年度：校数45校，部数77
部，人数78名

推進中
（継続）

◇スポーツ少年団等地域
と連携した取組の実施

　スポーツ少年団への活動支援等により，地域と連携
した子どもの体力向上を図る。

27年度：団数243団，指導者
945名，団員6,323名 推進中

（継続）

◇武道に親しめる環境づ
くり「まち道場」の創設

　市民との共汗で子ども達が武道に親しみやすい環境
をつくり，心身の健全育成を図るとともに，伝統文化
を学ぶ機会を創出する。

27年度：種目14種目，登録団
数125団体

推進中
（継続）

◇子どもの体力向上に向
けた事業の実施

　子どもたちが自らの身体を動かすことの喜びや楽し
さを覚え，スポーツや遊びを通して体力の向上を図
り，また，全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結
果や，次年度に向けた取組等を記載するジャンプアッ
プシートを活用し，各校の実態を踏まえ，点検・改善
を行う。

実施校数
　27年度：166校

推進中
（充実）

◇京都市小学校「大文字
駅伝」大会の実施

　児童の体力向上及び学校体育の充実等を図るため，
京都市内の小学校・民族学校の原則６学年を対象に，
１２，３８５ｍの距離を８区間で駅伝を実施する。 ―

推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）
子どもの体力向
上の取組

142 教育委員会
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◇「学校給食における『和食』
の検討会議」の提言を踏まえ
た取組

再掲080

推進中
（充実）

◇学校給食を通じた地産地
消（知産知消）の取組

再掲080
推進中

（充実）

◇঩本厄৶      連携
   ঩本厄৶ 学 食育 
リキュラム推進事業」の実施

再掲080

推進中
（継続）

◇「学校給食にチャレンジしよ
              実
施

再掲080
推進中

（継続）

◇小学校出前板さん教室の
実施

再掲080
推進中

（継続）

◇エイズ・性感染症等の
予防教育の推進

　発達段階に応じ，エイズ・性感染症を正しく理解・
認識し，行動できる教育の充実を図っている。

―
推進中

（継続）

◇薬物乱用防止教室の全
中学校・高等学校での実
施，小学校での推進

　薬物乱用の有害性・危険性に関する指導に向け，警
察官や学校薬剤師等，外部講師を招いた「薬物乱用防
止教室」を全中・高等学校で推進するとともに，小学
校での取組を充実させている。 ―

推進中
（充実）

144 継続
推進中

（継続）

エイズ・性感染
症等予防教育，
薬物乱用防止教
育の推進

充実
推進中

（充実）
食育の推進143

産業観光局
保健福祉局
教育委員会

教育委員会

119



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇携帯電話市民インスト
ラクターによる啓発活動
の実施

　市民ボランティアである「携帯電話市民インストラ
クター」が，子どもたちのケータイ（スマートフォン
含む）・インターネット利用に関する保護者・市民向
けの啓発講座を小・中学校等で実施。また，子どもた
ち自身が携帯情報通信機器を正しく活用できる力を育
成するとともに，保護者の課題意識の向上及び家庭等
での行動の支援にもつながるプログラム（授業モデ
ル）を開発した。

啓発講座
開催回数
　27年度：75回
参加者数
　27年度：2,674人 推進中

（継続）

◇子どもの『携帯』利用
に関する連絡会議の開催

　スマートフォン・携帯ゲーム機等の急速な普及に伴
い，子どもたちのインターネット利用における形態が
変化している状況を踏まえ，子どもたちの命を守り，
子どもたちを健やかで心豊かに育むための社会環境の
構築に向け,関係機関・団体が連携しながら社会総が
かりでの取組を進める。

―
推進中

（継続）

◇「ケータイ教室」の実
施，学校非公式サイト等
のネット監視

　携帯電話事業者との連携による，携帯電話・イン
ターネットの危険性等を児童・生徒へ伝える授業
「ケータイ教室」を実施している。
　また，「学校非公式サイト等のネット監視システ
ム」によるネット上の不適切な書き込みの監視を実施
している。

実施校数
　27年度：143校

推進中
（継続）

◇啓発チラシやリーフ
レット等を活用した啓発
活動の推進

　「学校非公式サイト等のネット監視システム」によ
る調査結果を踏まえ，保護者啓発リーフレット「家庭
で話そう！～スマホ・ケータイ利用のルールとマナー
について～」を府市共同で平成２８年３月に発行し，
本市及び府内の全家庭・教員へ配布するなどして啓発
活動を推進している。

―
推進中

（継続）

145 継続
推進中

（継続）

インターネット
の危険性から子
どもを守る取組
の推進

教育委員会
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ウ　障害のある子どもの教育の充実
◇「就学支援シート」の
活用

　保健福祉局（障害保健福祉推進室，保育課，児童福
祉センター発達相談課）と教育委員会（学校指導課，
総合育成支援課）が協同で，就学前施設から小学校へ
障害のある子どもたちの情報を円滑に引き継ぐための
「就学支援シート」を作成し，３６６の就学前施設で
実施している。

実施施設数
　26年度：362園
　27年度：366園

推進中
（継続）

◇インクルーシブ教育の
理念のもと，子どもや保
護者の願いと教育ニーズ
を踏まえたきめ細かな就
学相談の実施や支援体制
の構築

　障害があると思われる児童生徒及び障害のある児童
生徒について，保護者同意を原則とし，個々のニーズ
や障害の状態に応じて就学相談を行っている。また，
全総合支援学校に設置されている育（はぐくみ）支援
センターにおいて，就学前施設や保護者からの就学・
教育に関する相談を受け付けている。

就学支援委員会審議件数
　26年度：1,941件
　27年度：2,082件

推進中
（継続）

◇小・中学校等における
「個別の指導計画」に基
づく指導の充実

　小・中学校では，総合育成支援教育主任，総合育成
支援教育委員会を全ての学校に設置し，校内体制を整
えるとともに，「個別の指導計画」を作成し，障害の
ある子ども一人一人の学習上・生活上の課題に対応し
たきめ細かな指導を行っている。

―
推進中

（継続）

◇総合支援学校における
「個別の包括支援プラ
ン」を活用した指導の推
進

　総合支援学校では，従来の障害種別に基づく教育課
程にとらわれず，児童生徒一人一人の教育的ニーズに
応じて作成する「個別の包括支援プラン」（※）に基
づき，最も適切な内容，方法，学習グループで学習を
行うなど，きめ細かい指導を実施している。
※保護者の参画，関係機関との連携などを盛り込ん
だ，市立総合支援学校独自の生涯を見据えた個別の指
導計画

―
推進中

（継続）

◇総合育成支援員の必要
なすべての学校・幼稚園
への配置

　普通学級に在籍するＬＤ等の発達障害や肢体不自由
等の子どもたちに対し，学習指導の補助や学校生活上
の介助等を行う「総合育成支援員」を，必要な学校園
すべてに配置している。

配置数
　26年度：251校園，347人
　27年度：253校園，353人 推進中

（充実）

◇交流及び共同学習の推
進

　小・中学校の育成学級設置校では，校内交流を全校
で実施している。

ー
推進中

（継続）

推進中
（充実）

切れ目のない支
援の推進

146 充実 教育委員会
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◇教職員の指導力・専門
性の向上に向けた研修等
の実施

　障害のある子どもに対する教員の指導力・専門性の
向上に向け，管理職，総合育成支援教育主任等の職務
に応じた研修や経験年数ごとの悉皆研修等の集合研修
を実施。
　また，教育委員会が作成した研修資料等を活用した
校園内研修の実施や，教職員の指導力の向上に向けた
指導主事等の学校訪問・指導などを実施している。

職務に応じた研修
　26年度：6講座8回
　27年度：5講座7回
経験年数に応じた研修
　26年度：9講座28回
　27年度：10講座29回

推進中
（継続）

◇医療機関等と連携した
医療的ケアの充実

　主治医とも連携しながら児童生徒一人一人のニーズ
に応じた医療的ケアを行うことにより，健康の維持増
進を図った。 ―

推進中
（継続）

◇総合支援学校，育成学
級等の多様な学びの環境
の整備の充実

　総合支援学校・育成学級等では，手すりやスロープ
の設置，トイレ等の改修など，児童生徒の障害の状態
に応じて学校の学習環境を整備した。 ―

推進中
（継続）
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◇普通学級に在籍するＬ
Ｄ等の発達障害のある子
どもへのきめ細かな指導
や支援の実施

　ＬＤ等通級指導教室を小学校５２校（※），中学校
１５校に設置している。

※うち１０校はことばときこえの教室併用校。

設置校数
　26年度：小学校38校，中学
校12校
　27年度：小学校52校，中学
校15校

推進中
（充実）

◇全市立小・中・高等学
校，幼稚園に設置してい
る「総合育成支援教育主
任」及び「総合育成支援
教育委員会」による支援
体制の充実

　各校において，総合育成支援教育主任がコーディ
ネートする総合育成支援教育委員会において，対象と
なる児童生徒に関する個別のケース会議等を実施。ま
た，総合育成支援教育主任対象に，役割や責務，また
ケース会議の演習等を内容とした研修を実施する。 ―

推進中
（継続）

◇総合育成支援員や非常
勤講師，ボランティアの
活用

　ＬＤ等の発達障害や肢体不自由等の子どもたちに対
し，学習指導の補助や学校生活上の介助等を行う総合
育成支援員や非常勤講師，総合育成支援教育ボラン
ティアを配置する。

非常勤講師
　26年度：29人
　27年度：34人
総合育成支援員
　26年度：347人
　27年度：353人

推進中
（充実）

◇医師等専門家で構成さ
れる「学校サポートチー
ム」や総合支援学校に設
置している「総合育成支
援教育相談センター育
（はぐくみ）支援セン
ター」等による相談・支
援体制の充実

　医師等の専門家で構成される「学校サポートチーム
会議」を育（はぐくみ）支援センターに設置し，ＬＤ
等の発達障害のある幼児児童生徒の支援のあり方につ
いて，専門的な立場から助言等を行い，学校での取組
を支援している。また育支援センターにおいて，教育
等に関する相談業務や総合育成支援教育に関する研修
への講師派遣等も行っている。

育（はぐくみ）支援センター
での相談件数
　26年度：1,315件
　27年度：1,282件

推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）

支援を要する子
どもへの学習支
援の充実

147 教育委員会
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◇総合支援学校と企業の
連携による「デュアルシ
ステム」の取組の推進

　総合支援学校において，授業と企業での長期的・計
画的な実習を組み合わせ，学校で学んだことを企業で
実際に体験する職業教育「デュアルシステム」に取り
組む。

職場実習の受入企業・事業所
数
　26年度：262社
　27年度：323社

推進中
（充実）

◇進路開拓を目指す総合
支援学校と関係機関の
ネットワーク「巣立ちの
ネットＷＯＲＫ」の取組
の推進

　総合支援学校の生徒の進路先の開拓・開発及び定着
に向けて，関係機関と「巣立ちのネットＷＯＲＫ」を
組織し，関係機関との連携を緊密にし，一人一人の障
害の状態に応じた幅広い多様な進路を確保するための
情報交換や社会啓発等を推進する。

―
推進中

（継続）

◇地域と共に進める新た
なキャリア教育プログラ
ムの構築

　地域の多様な人とのかかわりを通して，自尊感情や
スキルなどを育むようなキャリア発達を促すキャリア
教育プログラムを構築する。 ―

推進中
（継続）

◇白河総合支援学校東山
分校の本校化の取組推進

　児童・生徒数の増加や教育活動のさらなる拡充に対
応できるよう，新たな学習拠点として，平成２５年４
月に白河総合支援学校東山分校を開校し，平成２８年
４月に東山総合支援学校として本校化した。 ― 完了

充実
推進中

（充実）

総合支援学校に
おける職業教育
の充実

148 教育委員会
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エ　魅力ある高校づくりの推進
◇魅力あふれる高校づく
りを推進するとともに，
生徒一人ひとりの進路希
望の実現に向け，創意工
夫をいかした多彩な教育
活動を展開（市立高校か
がやきプラン，市立高校
ハイパー・クリエイティ
ブ・プロジェクト）

　京都市・乙訓地域公立高校の新たな教育制度の下，
各高校で特色ある学校づくりや教育活動の充実が一層
求められる中，豊かな人間性や社会性を育むととも
に，社会のニーズに沿った次世代の人材育成を目指
し，芸術系や探究活動，英語教育などを柱とした多彩
な教育活動を展開することで進路希望の実現を図ると
ともに，生徒・保護者の期待に応える魅力あふれる市
立高校づくりを推進している。

大学進学状況（全日制普通科
系学科設置5校の4年制大学進
学率）
　26年度：62.6％
　27年度：63.2％

推進中
（継続）

◇生徒の進路展望を高
め，キャリア発達を支援
する高大・産学連携の推
進

　「大学のまち京都」において，各市立高校では先端
的な教育を進めている様々な大学との高大連携を推進
するとともに，高等学校コンソーシアム京都での産業
界・大学の連携を図る様々な事業の展開や市立高校イ
ンターンシップ事業を実施する。 ―

推進中
（継続）

◇模擬試験や補習講座・
資格取得講座・各種講演
会等の土曜学習の実施

　生徒一人ひとりの自己実現・きめ細かな進路指導が
求められる中，各校の特色や実状に応じて，補習講
座・資格取得講座・各種講演会等を実施するなど，生
徒自身が学ぶ意義を理解し，自己のキャリア形成を実
現して主体的に生きることができる力の育成に取り組
んでいる。

―
推進中

（継続）

◇市য়高校       
ダー育成研修の実施

再掲129
推進中

（継続）

◇市য়高校    匈外研
修 匈外೏学  助成

再掲129
推進中

（継続）

◇市立高校国際交流事業
の推進

　海外の高校生・大学生等との交流を実施する。 訪問受入件数
　27年度：15件 推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）

進路希望の実現
を目指す特色あ
る高校づくり

149 教育委員会
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◇ྟৡ    高校    
推進するとともに，生徒一人
    進挢ൌ捬 実勶 向
け，創意工夫をいかした多
ཪ 教育活動 捯開（市য়
高校       ，市য়高
校ハイパー・クリエイティブ・プロ
ジェクト）

再掲149

推進中
（継続）

◇専門性を高める実技学
習や作品展，演奏会実施
の充実

　銅駝美術工芸高校では，生徒の作品を展示し，広く
市民に触れていただく美工作品展の開催，芸術活動を
通したボランティアなど，通常の授業以外にも多様な
学びの機会等を提供している。
　また，京都堀川音楽高校では，ヨーロッパでの海外
研修の実施や日本の伝統音楽への造詣を深める邦楽教
育を推進している。また，定期演奏会やオーケストラ
定期演奏会等を通じて開かれた学校としての活動を積
極的に行い，芸術文化都市・京都の音楽の発信拠点と
なることを目指している。

―
推進中

（継続）

継続
推進中

（継続）
文化芸術の担い
手の育成

150 教育委員会
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◇新工業高校開設準備室
の設置，教育方針・教育
課程・募集方法等の具現
化（2014（平成26）年4月
～）

　将来の日本の「ものづくり」・「まちづくり」を
リードする人材育成を目指し，洛陽工業高校と伏見工
業高校を再編・統合。最先端の科学技術教育に求めら
れる専門的な施設設備やＩＣＴ環境を整備。産業界や
大学等との連携のもと，科学技術で社会貢献を目指
す，新しい理工系進学型専門学科「フロンティア理数
科」と工業科「プロジェクト工学科」を設置し，アク
ティブラーニングやプロジェクト型学習の実施など，
教育内容の充実を図る。

― 完了

◇新工業高校の整備（旧
立命館中学・高校施設の
大規模改修・一部増築）
（2014（平成26）年度
～）

　同上

― 完了

◇新工業高校の開校
（2016（平成28）年4月）

　同上
―

推進中
（充実）

◇定時制単独高校の創設
に関する基本方針の策定
（2014（平成26）年7月）

　「新しい定時制高校創設プロジェクト」の協議内容
と，市民意見募集の結果を踏まえ，「新定時制単独高
校の創設に向けたまとめ」を平成２７年７月に取りま
とめた。同年８月には「京都市立定時制単独高校の創
設に係る基本構想」を策定した。よりきめ細かい指導
と専門性のある支援体制を確立するため，西京高校及
び伏見工業高校の夜間定時制を再編・統合し，これま
での取組の成果を結集・発展させる新たな定時制単独
高校を，早期に開校することを目指し,検討を進めて
いる。

―
推進中

（充実）

◇新しい定時制単独高校
創設プロジェクトの設置

　同上

―
推進中

（充実）

・基本方針の具体化
（2014（平成26）年10月
～）

　同上

―
推進中

（充実）

充実
推進中

（充実）

新しい定時制単
独高校の創設に
向けた検討

152

充実
推進中

（充実）

新しい工業高校
の創設・教育活
動の推進

151 教育委員会

教育委員会
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（３）　子どもたちの「学び」を支える教育環境の充実
ア　安心安全でゆとりとうるおいのある学校づくりの推進

◇副読本「安全ノート」
による児童生徒への指導
（小・中学校）

　小・中学校において，安全教育副読本「安全ノー
ト」を活用し，交通ルールやマナーなどの指導を行っ
ている。 ―

推進中
（継続）

◇児童生徒を対象とした
交通安全教室，自転車教
室の実施

　全市立学校，幼稚園において，ＰＴＡや所管警察等
の関係機関の協力の下，交通安全教室を実施するとと
もに，交通安全指導や市民啓発看板の設置，交通安全
啓発用ポスターの掲示等を実施している。
　また，警察の協力のもと，「自転車運転免許証」の
交付を伴う自転車教室を実施している。

「自転車運転免許証」の交付
を伴う自転車教室実施校
　26年度：120校
　27年度：126校 推進中

（継続）

◇スクールガードリー
ダーや地域のボランティ
ア「見守り隊」による通
学路の安全確保に向けた
対策の推進

　警察官ＯＢ又は教員ＯＢである地域学校安全指導員
（「スクールガードリーダー」）１６人を委嘱し，全
小学校区の巡回指導及び見守り活動への助言を実施し
ている。
　学校安全ボランティア（見守り隊）の活動支援とし
て，学校安全ボランティアを対象に全体講習会を開催
（年１回）した。

スクールガードリーダー活動
回数
　26年度：1,718回
　27年度：1,933回

学校安全ボランティアを対象
とした全体講習会参加者
　26年度：約300人
　27年度：約350人

推進中
（継続）

◇「学校安全の手引」を
踏まえた，災害や不審者
侵入，水泳学習等の学校
事故への対応に関する危
機管理マニュアルの策
定・活用促進

　学校における様々な「危機管理」の一つである，災
害や不審者侵入，水泳学習等の学校事故への対応など
を盛り込んだ「学校安全の手引」や「京都市立学校
学校防災マニュアル作成指針」等で構成する，「危機
管理マニュアル」を各学校・園に応じて整備し，生活
安全・交通安全・災害安全の三領域の学習指導案の展
開例を充実させ，実際の指導に役立てている。

―
推進中

（継続）

◇「京都市通学路交通安
全プログラム」による通
学路の安全対策の推進

　「京都市通学路交通安全プログラム」を平成27年7
月に策定し，警察署・土木事務所・教育委員会・区役
所等が連携し，通学路の安全確保に向けた取組を実
施。

―
推進中

（充実）

継続
推進中

（充実）

学校における安
全教育の推進・
安全管理の徹底

153 教育委員会
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◇「小学校における水泳
指導の手引」，小学校の
水泳指導における安全管
理指針等に基づく安全管
理の徹底

　水位，夏季休業期間中の監視体制，ビート板の使用
等の小学校の水泳指導に関する「指針」と「手引」を
作成し，学校に周知するとともに，継続的に研修を行
うなど，安全管理の徹底に取り組んでいる。また，水
泳指導期間中，各校の安全対策の状況を確認する「学
校危機管理官」を設置し，平成２７年度以降，毎年１
５校程度を巡回して助言・指導を行う。

実施校数
　27年度：166校

推進中
（継続）

◇学校給食における食物
アレルギー対策の推進

　平成２７年１月に，今後の小学校給食における食物
アレルギー対応の統一的な方針として「京都市立小学
校における食物アレルギー対応の手引」をとりまと
め，本手引に基づく対応（食物アレルギー対応委員会
の設置，卵，牛乳の除去食の提供等）を平成２７年４
月１日から開始し，１年間の移行期間を経て，平成２
８年度から完全実施を行う。

―
推進中

（充実）

◇学校防災研修会の開催 　管理職や学校安全主任を対象とした学校安全研修会
などを実施する。 ―

推進中
（継続）

◇災害時の危機管理マ
ニュアル（学校防災マ
ニュアル）の整備

　地震や火災などの災害が発生した際に，各学校の実
態に応じて児童生徒や教職員が取るべき行動を示した
学校防災マニュアルを学校ごとに整備し，避難訓練等
を通じて気づいたことなどを踏まえて適宜改訂を行っ
ている。

―
推進中

（継続）

◇小・中学校体育館防災
機能強化等整備事業の推
進

　災害発生時に避難所等として重要な役割を果たす学
校体育館について，防災機能強化に向けた整備を行
う。

27年度：設計6校，竣工4校

推進中
（継続）

◇防災機能強化型プール
の整備

　災害発生時に重要な役割を果たす学校プールについ
て，防災機能強化に向けた改修を行う。

27年度：設計3校，竣工3校
推進中

（継続）

◇環境に配慮した学校施
設の長寿命化事業の推進

　学校施設を長寿命化する改修と，太陽光発電設備の
設置や屋上の断熱化，照明灯の高効率化，内装の木質
化などの環境に配慮した建築物とするための改修を同
時に行うことで，環境負荷の低減を図るとともに，改
修した学校を教材とした環境教育の実践を目指す。

27年度：基本計画3校，設計3
校，竣工3校

推進中
（継続）

学校施設の長寿
命化・防災機能
強化の推進

継続
推進中

（継続）
学校における防
災教育の推進

155

154

継続
推進中

（継続）

教育委員会

教育委員会
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◇明るく居心地の良い快
適トイレ整備事業の推進

　学校における重要な生活空間であるトイレについ
て，多目的トイレ設置や配管取替など，明るく居心地
の良い「快適トイレ」への全面改修を推進する。

実施校数
　26年度：24校
　27年度：17校 推進中

（継続）

◇生活様式の変化を踏ま
えた洋式トイレ整備事業
の推進

　多くの家庭で洋式トイレが設置され，商業施設等に
おいても洋式化が進む中，京都市立学校においても，
大便器の洋式化に特化した改修工事の取組を推進す
る。

実施校数
　26年度：18校
　27年度：12校 推進中

（継続）

学校トイレ整備
の推進

156
推進中

（継続）
継続 教育委員会
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イ　きめ細かな指導による子どもたちの教育の充実
◇教員としての資質・実
践的指導力を身につけた
人材育成のための京都教
師塾の充実

　大学で身に付けた専門的知識を基盤として，京都市
の教員の熱意溢れる取組や本市教育の理念，市民ぐる
みの教育実践に触れる機会を提供する京都教師塾を開
設し，教員として求められている資質や実践的指導力
を育成する。

―
推進中

（継続）

◇若手・中堅教職員の育
成や授業改善に向けた校
内研修の推進など，教職
員研修の充実

①喫緊の教育課題や教職員の職層・校務分掌・経験年
数に対応した教職員研修を実施する。
②平成２７年３月に本市ＯＪＴの考え方とその推進に
向けた具体的方策を示した「京都市ＯＪＴ実践ガイド
ライン（試案）」を策定，全学校園に配布し，各校園
におけるＯＪＴのさらなる推進や各種研修会で本ガイ
ドラインを基にした内容で研修を実施する。
③各学校・幼稚園の教育目標を達成するため，全校園
で年間計画に基づき校内研修を実施するとともに，校
内研修担当指導主事を中心とした各学校園の取組状況
や課題の分析に基づき支援の必要な学校の重点支援を
実施する。

―
推進中

（継続）

◇教職員の活躍や貢献を
積極的に認め，給与に反
映させる「査定評価制
度」を活用した人事評価
制度の運用

　信頼される学校づくり，子どもたちの確かな学びの
確保などの観点から，教員養成支援体制の充実を図る
とともに，教員の資質向上に向け，有効な研修の推
進，給与へ反映する教職員評価である「査定評価制
度」を実施している。

―
推進中

（継続）

157
教職員の資質・
指導力向上に向
けた取組の推進

推進中
（継続）

継続 教育委員会
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◇教職員が自主的・自発
的に取り組む教育研究団
体等の活動支援の充実

①カリキュラム開発支援センターを月～土は午後９時
まで開室（木・土は夜間閉室）し，。学習指導案や教
育書籍・雑誌，ＤＶＤを含む各種資料が活用（貸出
可）できるようにしており，教職員の自主的・自発的
研修の場を提供している。
②教職員が自主的に組織する「教育研究団体」が取り
組む研究･研修活動に経費支援等を行っている。
③研究団体内の若手教員と中堅教員による学び合い活
動について活動に必要な経費を研究事業費に加え支援
している。また，平成２７年度から教職員一人一人の
更なる資質の向上及びＯＪＴの推進を図り，全市教育
力の水準を高めるため，教育研究団体の専門性を活か
した「プロジェクト研究」とその「取組成果の発信」
を支援する「プロジェクト研究に係る成果発信事業」
を実施している。

①来室者数
　26年度：5,545人
　27年度：5,560人
②経費支援等団体数
　26年度：104団体(全125団
体)
　27年度：107団体(全123団
体)
③実施数
　26年度：17団体
　27年度：24団体
④実施数
　27年度：18団体

推進中
（継続）

132



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇京都市独自予算による
小学校2年生35人学級，中
学校3年生30人学級の実施

　平成２３年度から義務教育標準法の改正により，全
国で小学校１年生での３５人学級が実施されている
が，京都市においては，小学校２年生においても，学
習習慣，生活習慣の確実な定着を図るため３５人学級
を，中学校３年生では，よりきめ細かい学習指導・進
路指導を行うため３０人学級を，引き続き京都市の独
自予算により実施している。

27年度：
・小学校2年生35人学級，44
人の教員を任用
・中学校3年生30人学級，84
人の教員を任用 推進中

（継続）

◇「スクールサポー
ター」の配置等による小
学校における専科教育の
充実

　学級担任制である小学校に音楽や図工，算数，理
科，英語など各校が選択する教科において，子どもた
ちの意欲を高め，学習効果を高めるとともに，中学校
での教科担任制への見通しを持ち，いわゆる中１
ギャップの解消などのため，学級担任の他に当該教科
の専門性の高い教員（非常勤講師）の配置を実施す
る。
　平成２５年度からは，文部科学省の補助事業である
「補習等のための指導員等派遣事業」を活用し実施し
ている。

27年度：151校（週あたり合
計704時間分）

推進中
（継続）

◇希望する全市立小中学
校への総合育成支援員の
配置

　普通学級に在籍するＬＤ等の発達障害や肢体不自由
等の子どもたちに対し，学習指導の補助や学校生活上
の介助等を行う「総合育成支援員」を，必要な学校園
すべてに配置した。

配置数
　26年度：251校園，347人
　27年度：253校園，353人 推進中

（充実）

158
少人数教育等の
推進

充実
推進中

（充実）
教育委員会
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◇ＩＣＴ機器更新に伴う
環境の充実及び新たな指
導・研修方法の開発・改
良の推進

　教材や研修動画をイントラネット上で配信する「総
合教材ポータルサイト」の運用等による自主研修環境
を整備する。
　また，育児休業中教職員の研修機会の拡充をはじ
め，個人のパソコン，タブレット，スマートフォン等
で教職員の自己研鑽に活用できるよう，研修映像を集
約した「おうちポータル」を総合教材ポータルサイト
に設置する。
　さらに，中学校コンピューター教室の機器を更新す
る。

総合教材ポータルサイトアク
セス件数
　26年度：64,655件
　27年度：100,787件
中学校コンピューター教室の
機器更新
　27年度：16校

推進中
（継続）

◇教職員研修の充実によ
る教職員のＩＣＴ活用指
導力の向上

　各校の「情報教育主任」を対象とした研修や全教職
員を対象とした「教育情報化総合研修会」において，
研修内容の一つとしてＩＣＴ活用指導力向上をテーマ
とするなど，ＩＣＴ機器を活用した研修を実施してい
る。

―
推進中

（継続）

◇校務支援システムの運
用による教職員の事務負
担の軽減

　平成２６年度から全小中高等学校に本格導入した校
務支援システムを適切に運用し，教職員の事務負担の
軽減を図り，子どもと向き合う時間の確保に努める。

―
推進中

（継続）

159
ＩＣＴ環境の充
実

推進中
（継続）

継続 教育委員会
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（４）　親と親になる世代への働きかけ，家庭教育の充実・支援
ア　親とこれから親になる青少年世代への働きかけ

160

「子どもを共に
育む『親支援』
プログラム」の
実践・推進

◇「子どもを共に育む
『親支援』プログラム」
の実践・推進

 「京都はぐくみ憲章」の趣旨を踏まえ，保護者とし
ての心構え・知識，子どもを育てる喜び・不安・悩
み，子どもと共に育ち学ぶことの重要性等について，
保護者同士が話し合い等を通じて交流する「ほっこり
子育てひろば」を小・中学校・幼稚園等で実施する。

開催回数及び参加者数
　27年度：1,552回，16,129
人参加

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 教育委員会

161
「青少年のため
の親学習プログ
ラム」の推進

◇「青少年のための親学
習プログラム」の推進

　中学校における乳幼児とのふれあい体験事業（「青
少年のための親学習プログラム」）を実施する。

実施率
　27年度：90.4%

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 教育委員会

145

インターネットの危
険性から子どもを守
る取組の推進（再
掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 教育委員会

178
子   拊者総合
支援事業の推進
（再掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
文化市民局
教育委員会
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イ　家庭教育と子育て支援
◇ＰＴＡ指導者研修事業
の充実（指導者育成事業
や各種研修会，教育懇談
会の実施）

≪教育懇談会の開催≫
　今後の教育を展望し，教育委員会の考え方や取組の
現状並びに，ＰＴＡ活動の役割やＰＴＡ活動への期待
などの意見交換を行っている。特に，１０月から翌年
１月にかけての懇親会を，各校種ＰＴＡ連絡協議会及
び京都市ＰＴＡ連絡協議会と計６回実施する。

≪ＰＴＡ指導者研修事業≫
　各校ＰＴＡ役員等を対象とした「ＰＴＡ活動実践講
座」，各支部ＰＴＡに委託する「ＰＴＡ指導者育成事
業」，校種別のＰＴＡ研修会を実施している。

―
推進中

（継続）

◇京都市ＰＴＡフェス
ティバル

　全市のＰＴＡ会員が一堂に集い各校種の特色を生か
した手作りのイベントとして「京都市ＰＴＡフェス
ティバル」を開催している（参加者約６，０００
人）。

26年度：4,000人
27年度：6,000人

推進中
（継続）

◇ＰＴＡ人権啓発活動 　京都市ＰＴＡ連絡協議会との共催により，人権啓発
活動として，憲法月間人権啓発パレード（４月）や，
人権月間街頭啓発活動（１２月）を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇「ノーテレビ・ノー
ゲーム・ノーケータイ
デー」の取組

　毎月１６日を「ノーテレビ・ノーゲームデー・ノー
ケータイデー」に設定。メール配信で全会員に呼びか
けを行うなど，継続した啓発活動を続けている。

―
推進中

（継続）

◇ＰＴＡホームページや
メール配信システムによ
る情報発信

　子どもの安心安全情報等の発信機能を持つ，「ＰＴ
Ａホームページ」を開設している。

27年度：208校が開設

推進中
（継続）

◇「ＰＴＡしんぶん」，
「京都市ＰＴＡハンド
ブック」の発行

　「京都市ＰＴＡしんぶん」を年間5回発行し，全家
庭に配布している。また，ＰＴＡ活動の目的や重要性
を分かりやすく伝え，多くの方に関心を持っていただ
くため，「ＰＴＡハンドブック」を発行し，全家庭に
配布している。

ＰＴＡしんぶん発行部数
　27年度：103,000部

推進中
（継続）

教育委員会162 行動するＰＴＡ
推進中

（継続）
継続
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◇親子体験活動，見守り
活動等の実施

　学校単位での「おやじの会」による様々な活動を通
して，父親たちの家庭教育や地域活動への参加促進を
図る。

おやじの会実施校・園数
　27年度：154校・園（小
137，中6，総2，幼9）
事業数
　27年度：1,035事業

推進中
（継続）

◇全市「おやじの会」総
会・研修会の開催

　市内で活動する各校・園おやじの会関係者が集まり
日頃の活動について情報交換を行い，交流することを
を目的に総会・交流会を開催する。（総会：平成２７
年６月２９日開催，研修会：平成２８年３月９日開
催）

27年度：2回

推進中
（継続）

◇ＯＫ企業の認定（2014
（平成26）年12月現在
1,100社）

　京都「おやじの会」連絡会では，父親層の家庭教育
への参加の促進を図るため，父親が子育てに参加しや
すい職場づくりを積極的に進める市内の事業所を，Ｏ
（おやじの）Ｋ（子育て参加に理解がある）企業とし
て登録・表彰する「ＯＫ企業」認定制度を実施する。

認定企業数
　27年度：1,111社（平成28
年3月）

推進中
（継続）

◇ＯＫ企業研修の実施 　ＯＫ企業とおやじの会会員に対し，真のワーク・ラ
イフ・バランスを推進するため，講演会・ワーク
ショップ形式で開催する。

27年度：１回（平成28年3月8
日開催）

推進中
（継続）

◇ＯＫ企業通信の発行 　ＯＫ企業における真のワーク・ライフ・バランスを
推進する取組を紹介する。

27年度：第5号発行　平成28
年2月　2,000部 推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続

推進中
（継続）

継続

163
父親の子育て参
加を推進するお
やじの会

164

ＯＫ（Ｏ：おや
じの／Ｋ：子育
て参加に理解が
ある）企業の普
及・啓発

教育委員会

教育委員会
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◇子育ての悩み相談など
のボランティア電話相談
事業「温もりの電話」の
実施

　少子化，家族規模の縮小などにより地域コミュニ
ティが希薄化し，子育て等の身近な悩みを気軽に話す
機会が失われつつある状況を受け，身近な｢となりの
おばちゃん｣に親身に話を聞いてもらえるような電話
相談事業を実施。温もりのある地域づくりを担う人材
を育成し，相談事業を実施するとともに，地域におけ
る子育て支援活動や様々なふれあい事業を通じて，温
もりのある地域社会の構築を図るものである。

相談件数
　27年度：1,201件

推進中
（継続）

◇地域の様々な課題解決
に向けた自主的な学習と
実践活動を促す「市民ス
クール２１」事業の実施

　男女共同参画をはじめ，子育て，環境，教育，福祉
など，地域固有の様々な課題解決に向けた，自主的な
学習と実践活動を促す事業を実施している。

開設学級数
　27年度：72学級

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続165
温もりのある地
域社会づくりの
推進

教育委員会
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◇「子どもを共に育む『親支
援』プログラム」の実践・推進

再掲160
推進中

（継続）

◇幼児教育・保育の質の
向上を図るための研究・
研修の実施

　保育園（所）・幼稚園，私立・市立・国立の垣根を
越えた「共同機構」の取組として，保育の質の向上，
子育て支援，気になる子どもと保育，保幼小連携など
をテーマとした研修を，市内全保育園（所），幼稚
園，認定こども園を対象として実施している。また，
研修終了後，研修内容をビデオ，ＤＶＤ化し，貸出を
行っている。

共同機構研修会
　26年度：10講座・1,510人
　27年度：10講座・1,426人

推進中
（継続）

◇総合的な子育て相談事
業の実施

　乳幼児の子育てに不安や悩みを持つ保護者等がいつ
でも気軽に相談できるよう，来館して，臨床心理士が
応じる「子育て相談」，専門医が応じる「健康相
談」，市民ボランティアが応じる「電話相談」，保
育・教育の専門家が応じる「こども元気ランドでの相
談」を行っている。

相談件数
・子育て相談
　26年度：2,521件
　27年度：2,785件
・健康相談
　26年度：153件
　27年度：142件
・電話相談
　26年度：670件
　27年度：558件
・こども元気ランドでの相談
　26年度：1,458件
　27年度：1,361件

推進中
（継続）

◇子育ての情報発信事業
の実施

　開館時から，こどもみらい館で実施する講座やセミ
ナーの情報，掲示板「子育ておしゃべりひろば」，子
育て図書館情報，子育てリンク集，子育てサポート情
報等をホームページで発信している。

ホームページアクセス数
　26年度：172,706件
　27年度：207,600件 推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続166

乳幼児の子育て
総合推進拠点
「こどもみらい
館」での取組充
実

保健福祉局
教育委員会
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◇子育て支援ボランティ
アの養成事業の実施

　市民参加によるこどもみらい館の事業運営と，市民
のボランティア活動を通して身につけた子育てに関す
る経験・専門知識の社会還元を図り，全市的な子育て
支援の土壌づくりを目指して，電話相談，保育・子ど
も遊び，図書館，読み聞かせの活動を行う市民ボラン
ティアの養成事業に取り組んでいる。

電話相談ボランティア登録者
数
　26年度：49人
　27年度：49人
子育て支援ボランティア（電
話相談以外）登録者数
　26年度：203人
　27年度：200人

推進中
（継続）

◇子育てサークル等の支
援情報の提供

　子育てサークルの登録を受け付け，子育て家庭に
サークル情報の紹介を行っている。こどもみらい館
ホームページでの情報発信を行うとともに，館内１階
に「子育てサークル情報コーナー」を設け，チラシや
情報誌等を配架している。

登録サークル数
　26年度：13サークル
　27年度：14サークル

推進中
（継続）

◇捔য়幼稚園   地域子
育て相談事業」への助成

再掲135
推進中

（継続）

◇市য়幼稚園   地域 
開かれた子育て支援推進事
業」の推進

再掲135
推進中

（継続）

◇幼稚園における預かり保育
の実施・拡充

再掲088
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続167
「預かり保育」等幼
稚園での子育て支
援の充実

教育委員会
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（５）　青少年の自主性と創造力を育むまちづくり
①　青少年の自主的な活動の促進

168

青少年の意見を
市政やまちづく
りに反映する取
組の推進

≪青少年モニター制度の運用≫
 青少年が市政やまちづくりに参加する機会を増や
し，社会への参加意識を高めるとともに，市政におい
ても，青少年の視点と意見を反映させることにより，
施策をより充実したものとすることを目的とした「青
少年モニター制度」を運用している。

27年度：モニター33名，アン
ケート2回実施（2テーマ），
ワークショップ2回実施（1
テーマ） 推進中

（継続）
推進中

（継続）

見直し
（実施方

法）
文化市民局

169
職業体験と社会
体験の推進

≪京都若者サポートステーションの運営≫
　一定期間無業の状態にある原則１５歳から３９歳ま
での若者を対象として，キャリアコンサルタント等に
よる相談を行うとともに，就労体験等を行う職業ふれ
あい事業等を実施します。

≪「生き方探究・チャレンジ体験」推進事業≫
　自らを見つめ，生き方について考えを深めながら自
ら学ぶ力（生きる力）を育む取組として，全市立中学
校において，中学生が約３，６００の事業所等の協力
のもと,それぞれの興味や関心に応じた様々な職場体
験や勤労体験を行う。

≪京都若者サポートステー
ションの運営≫
就労体験事業等
　27年度：189回

≪「生き方探究・チャレンジ
体験」推進事業≫
　27年度：全校で実施 推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続

文化市民局
教育委員会

170
多様な職業観を
育てる機会の充
実

≪スチューデントシティ学習≫
　施設内に再現した銀行，商店，新聞社などからなる
実際の「街」の中で，児童が消費者役と企業に勤める
会社員役，それぞれの立場での役割を体験し，社会や
経済の仕組み，社会と自分との関わりなどを学ぶ。

≪ファイナンスパーク学習≫
　施設内に再現した実際の「街」の中で，生徒が設定
された一人の社会人として，税金・保険をはじめ住宅
費や食費，水道光熱費など生活に必要な費用の試算，
様々な商品やサービスの購入・契約などを体験し，社
会にあふれる情報を適切に活用する力，自らの生き方
につながる生活設計能力を育成する。

≪スチューデントシティ学習
≫
実施校数
　26年度：163校
　27年度：165校（全校実
施）

≪ファイナンスパーク学習≫
実施校数
　26年度：55校
　27年度：59校

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
産業観光局
教育委員会
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起業・就業の支
援

171
産業観光局
各区・支所
教育委員会

≪京都企業魅力発信「京のまち企業訪問」の運営≫
　魅力ある京都企業を閲覧・検索できるＷＥＢサイト
「京のまち企業訪問」を運営し，掲載企業数の増加な
ど，サイト掲載内容の充実に努めた。また，合同企業
説明会や大学への出張企業説明会，個別企業説明会，
業界研究会等を実施し，雇用機会の確保・拡充に向け
た取組を行っている。

≪市立高等学校インターンシップ事業の実施≫
　工業高校２校・銅駝美術工芸高校では，京都の企業
の協力を得て，実際の仕事を体験することを通じて，
主体的な職業選択能力や，確かな勤労観，職業観を身
につけさせるため，インターンシップ事業に取り組ん
でいる。

≪資格取得特別講座の開催≫
　工業高校２校では，生徒の希望の進路実現に向け
て，専門分野に必要な知識や技術を講座で学び，就職
や進学において不可欠若しくは有利となる工業系の資
格・免許の取得を図っている。

≪スチューデント・カンパニー・プログラムの実施≫
　生徒が学校の中に資本金１万円で株式会社を設立
し，商品の開発・生産・販売を行ってその経営成果を
株主総会で発表する実技体験型の経済教育プログラム
を洛陽工業高校で実施した（平成２５年度から平成２
７年度）。

≪職業教育の推進≫
　総合支援学校では，授業と企業での長期的・計画的
な実習を組み合わせ，学校で学んだことを企業で実際
に体験する職業教育「デュアルシステム」に取り組む
とともに，生徒一人ひとりの就職希望を実現するため
の進路指導に取り組んでいる。

≪京都企業魅力発信「京のま
ち企業訪問」の運営≫
ＷＥＢサイト掲載企業数
　26年度：3,270社
　27年度：3,607社

≪市立高等学校インターン
シップ事業の実施≫
市立工業高校における学校
あっせん就職内定率
　27年度：100%

≪職業教育の推進≫
総合支援学校卒業生のうち企
業就労した人数
　26年度：69人
　27年度：64人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続

142



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

172
野外活動を通じ
た青少年の育成

≪百井青少年村の運営≫
　青少年の野外活動を奨励し，自然の中での生活体験
を支援する。

利用者数
　27年度：9,237人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 文化市民局

173
青少年活動セン
ターでの成長支
援，交流促進

≪青少年活動センターの運営≫
　勤労青少年の福祉の増進並びに青少年の健全な育成
及びその自主的な活動の促進を図る。

青少年利用者数
　27年度：437,665人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 文化市民局

111

児童館における次
世代育成事業の
推進（中高生と赤
     卦及事
業の充実）（再
掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

②　地域社会全体で青少年を支援する体制づくりの推進

174
子どもの権利擁
護の推進

　「子どもを共に育む京都市民憲章の実践の推進に関
する条例」（平成２３年４月施行）に基づき，「京都
市子どもを共に育む京都市民憲章推進協議会」の開催
や平成２７年度「行動指針」の策定，「実践推進者表
彰」の実施，「憲章の日」（毎年２月５日）を契機と
した啓発活動，憲章の愛称及びロゴマークの募集等を
通じて，憲章の理念を市民生活の隅々まで浸透させ，
家庭，地域，学校，企業，行政など社会のあらゆる場
で実践行動につながるよう普及促進を図っている。

・推進協議会　3回開催
・平成27年度「行動指針」策
定
・実践推進者表彰　8件を表
彰
・表彰式の開催 （人づくり
フォーラムとの共催，参加者
約650人）
・「京都はぐくみアプリ」内
で憲章実践活動をＰＲする
「ＰＲします！あなたの京都
はぐくみ憲章実践活動」を実
施

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
保健福祉局
教育委員会
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175

地域資源を活用
した青少年の
「集いの場」づ
くり

≪児童館≫
　児童の健全育成の拠点としての機能をより一層強化
するため，自由来館児童の利用実態に基づき，施設機
能の検討等を行っている。

≪青少年活動センターにおける居場所事業等の実施≫
　若者誰もが気軽に参加できるプログラムの実施によ
り，若者のの“つながり”を豊かにすること，必要な
時に必要な手助けができる場づくりを行う。

≪児童館≫
児童館の大人を除く年間自由
来館者数
　26年度：665,805人
　27年度：615,108人

≪青少年活動センターにおけ
る居場所事業等の実施≫
居場所事業参加者数
　27年度：8,195人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
文化市民局
保健福祉局
教育委員会

176
青少年の情報交
流の推進

≪ふしみんメディアパブの運営（伏見青少年活動セン
ター）≫
　無料でインターネット動画配信ができるスタジオの
提供を行い，市民の情報発信支援を行う。また，青少
年が映像づくりに関わることで，地域の文化や人と出
会える機会を提供する。

参加者数
　27年度：118人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 文化市民局

177
社会全体で青少
年を育成する取
組の推進

　「子どもを共に育む京都市民憲章の実践の推進に関
する条例」（平成２３年４月施行）に基づき，「京都
市子どもを共に育む京都市民憲章推進協議会」の開催
や平成２７年度「行動指針」の策定，「実践推進者表
彰」の実施，「憲章の日」（毎年２月５日）を契機と
した啓発活動，憲章の愛称及びロゴマークの募集等を
通じて，憲章の理念を市民生活の隅々まで浸透させ，
家庭，地域，学校，企業，行政など社会のあらゆる場
で実践行動につながるよう普及促進を図っている。

・推進協議会　3回開催
・平成27年度「行動指針」策
定
・実践推進者表彰　8件を表
彰
・表彰式の開催 （人づくり
フォーラムとの共催，参加者
約650人）
・「京都はぐくみアプリ」内
で憲章実践活動をＰＲする
「ＰＲします！あなたの京都
はぐくみ憲章実践活動」を実
施

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
保健福祉局
教育委員会

111

児童館における次
世代育成事業の
推進（中高生の
居場所づくりの推
進）（再掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局
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③　課題を抱える子ども・若者の総合的支援の推進

178
子ども・若者総
合支援事業の推
進

　子ども・若者育成支援推進法に基づき設置した「子
ども・若者総合相談窓口」及び教育，福祉，保健，医
療，雇用等の関係機関で構成する「子ども・若者支援
地域協議会」などの取組により，ニート，ひきこも
り，不登校等社会生活を円滑に営むうえでの困難を有
する子ども・若者の社会的自立に向けた総合的な支援
を推進している。

総合相談窓口相談件数
　27年度：470件
支援コーディネーター支援件
数
　27年度：108件

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続
文化市民局
教育委員会

179
京都若者サポー
トステーション
の運営

　一定期間無業の状態にある原則１５歳から３９歳ま
での若者を対象として，キャリアコンサルタント等に
よる相談を行うとともに，就労体験等を行う職業ふれ
あい事業やセミナー等を実施する。

相談件数
　27年度：2,550件
職業ふれあい事業等
　27年度：280回

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 文化市民局
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第７章　支援を必要とする子どもや家庭を大切にするまちづくり
（１）　児童虐待対策・少年非行対策の推進
ア　児童虐待対策
①　未然防止

◇広告やポスター等によ
る広報及び民間団体と協
働した街頭啓発等の実施

　児童虐待が増加している状況の中，児童虐待に対す
る認識及びその防止の重要性に対する意識の向上を図
ることは，喫緊かつ重要な課題であることから，子ど
もを守り育てる社会に寄与することを目的として，
様々な広報啓発活動を行っている。
・近畿６府県４政令市共同事業による近畿圏のJR・私
鉄駅でのポスター掲示，公衆電話ボックス等へのス
テッカー貼付
・本市独自のポスター等デザイン制作
・上記デザインを用いたポスター，チラシの制作，市
バス・地下鉄車内へのポスター掲示，市政広報板への
掲示，情報誌（リビング京都）等への記事掲出等の広
報啓発の実施
・京都タワー株式会社，京都市児童館学童連盟及び京
都府警察との共同による街頭啓発の実施（併せて，街
頭啓発当日に京都タワーを児童虐待防止のシンボルカ
ラーであるオレンジ色にライトアップ）

―
推進中

（継続）

◇「京都はぐくみ憲章」の普及
 憲章 ৶挡 基  実践 
推進

再掲001
推進中

（継続） 推進中
（継続）

継続180
関係機関・地域
住民への啓発

保健福祉局
教育委員会
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◇学校や児童福祉施設
等，関係機関を通じた子
ども・保護者への啓発

　児童虐待が増加している状況の中，子どもを守り育
てる社会に寄与することを目的として，学校や児童福
祉施設等の関係機関を通じて広報啓発活動を行ってい
る。
・各区福祉事務所及び保健センター，各子育て関係機
関（保育園（所），児童館等），病院などにおいて厚
生労働省制作のポスターの掲示，リーフレット等の配
布。

≪学校等≫
　全ての幼稚園・保育所・小・中・総合支援学校等の
保護者に配付している家庭教育新聞「あしたのため
に」や「人づくりニュース」において，子どもたちの
人権尊重はもとより，保護者が相談できる専門機関な
どを記載した記事を掲載し，啓発に取り組んでいる。

≪「あしたのために」≫
　27年度：年4回，各170,000
部

≪「人づくりニュース」≫
　27年度：年3回，各180,000
部

推進中
（継続）

◇児童虐待防止ウェブサ
イトによる情報発信

　児童虐待相談ホームページ（あした笑顔になあれ）
による情報発信を行っている。

アクセス件数
　26年度：98,319件
　27年度：43,359件 推進中

（継続）
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◇妊婦相談事業の実施 再掲055
推進中

（継続）

◇こんにちはプレママ事業の
実施

再掲055
推進中

（継続）

◇妊婦健康診査の公費負
担の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇医探機関 保健     
連携による妊娠・出産期から
の家庭支援の強化

再掲057
推進中

（継続）

◇にんしんホッとナビの実施 再掲051
推進中

（継続）

◇新生児等訪問指導事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
における保健指導等の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇すべての乳幼児健康診査
未受診者への支援

再掲063
推進中

（継続）

◇スマイルママ・ホッと事業
（産後ケア事業）の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇健康教育の実施（思春
期保健 ಟ子保健）

再掲051
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続181

児童虐待未然防
止対策    ಟ
子保健事業の実
施

保健福祉局
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◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）

◇子育て支援短期利用事
業（ショートステイ，ト
ワイライトステイ）の実
施

≪子育て支援短期利用事業（ショートステイ）≫
　保護者等の疾病，出産，看護，事故，災害等によ
り，家庭での養育が一時的に困難となった児童（小学
校修了前）を児童福祉施設等において一定期間養育す
る。

≪子育て支援短期利用事業（トワイライトステイ）≫
　保護者等が仕事の都合などで帰宅が恒常的に遅くな
り，児童の生活指導や家事の面で困難を生じている場
合に，その児童（小学生）を児童養護施設又は母子生
活支援施設において午後１０時まで預かり，生活指導
や夕食の提供等を行う。

≪子育て支援短期利用事業
（ショートステイ）≫
利用者数
　26年度：9,134人
　27年度：7,986人

≪子育て支援短期利用事業
（トワイライトステイ）≫
利用者数
　26年度：55人
　27年度：18人

推進中
（継続）

◇～地域で支える～すく
すく子育て応援事業の充
実

　平成２４年度から児童虐待の未然防止・早期発見を
図るため，赤ちゃんの誕生した家庭に地域の子育て応
援者が訪問する，～地域で支える～すくすく子育て応
援事業を実施している。

訪問件数
　26年度：1,170件
　27年度：1,456件 推進中

（継続）

◇児童福祉施設等の子ど
もに関わる機関における
地域支援活動の推進（子
育て相談，イベント・行
事等の検討・実施）

 施設が地域の子育て支援の拠点になることで，相談
や育児支援，子育てを支えあう活動の活性化等によ
り，子育て家庭の不安や孤立感，負担感の解消を図
る。

―
推進中

（継続）
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◇子育て支援情報発信事
業の実施

再掲014
推進中

（継続）

推進中
（充実）

充実182
子育て支援事業
の充実

保健福祉局
教育委員会

◇地域子育て支援ステー
ション事業や子育て支援
活動いきいきセンター
（つどいの広場）等の機
能強化

≪地域子育て支援ステーション事業≫
　小学校通学区域を基礎単位とする，より身近な地域
における子育て支援ネットワークの拠点として，市内
すべての児童館，保育園（所）及び認定こども園を
「地域子育て支援ステーション」に指定し，「小学校
通学区域の子育て支援ネットワーク作り」と「ネット
ワークを活用した子育て支援の地域展開」を実施して
いる。
　また，「小学校通学区域の子育て支援ネットワーク
作り」については，地域ネットワーク確立のための中
核的役割を果たす「基幹ステーション」が担うことと
している。

≪つどいの広場≫
　子育て中の親の子育てへの負担感の緩和を図り，安
心して子育てができる環境を整備し，身近な地域の子
育て支援機能の充実を図るため，地域住民相互で子育
て支援を行える親子の集いの場を提供している。具体
的には，①子育て親子の交流の場の提供と交流の促
進，②子育てアドバイザーによる子育てに関する相
談，援助の実施，③地域の子育て関連情報の提供，④
子育て及び子育て支援に関する講習等の実施，⑤地域
の子育て力を高める取組の実施などを行っている。
　平成２７年度は，つどいの広場が有している知識・
経験・場などの資源を活用し，身近な地域における子
育て支援拠点としての役割を一層果たせるよう，機能
強化に取り組み，これまでの事業に加え，新たにつど
いの広場職員が地域に出向き，地域の身近な場所で交
流事業等を実施する「出張ひろば」と地域の多様な世
代との連携による事業を実施する「地域支援」を計５
箇所のつどいの広場で実施した。

≪地域子育て支援ステーショ
ン事業≫
地域子育て支援ステーション
指定施設数
　27年度：397施設
基幹ステーション指定施設数
　27年度：137施設

≪つどいの広場≫
延べ利用者数
　26年度：152,630人
　27年度：169,301人（出張
ひろば1,990人を含む。）

推進中
（充実）
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◇匌勫子匆ఋ等産前産後
ヘルパー派遣事業の実施

再掲012
推進中

（継続）

◇出生児挭  出産 ໑ 
レター及び子育て応援パンフ
レットお届け事業の実施

再掲010
推進中

（継続）

◇「子どもを共に育む『親支
援』プログラム」の実践・推進

再掲160
推進中

（継続）

◇保育園（所）等との連
携によるきめ細かな家庭
訪問・相談の充実

　京都市営保育所家庭訪問事業（保育士の子育てサ
ポート訪問「おうちにほいくしさん」）において，対
象家庭の状況に応じて，子ども支援センター及び保健
センターとの連携（同行訪問等）を実施している。 ―

推進中
（継続）

228

ＤＶ（ドメスティッ
ク・バイオレンス）
対策の充実（再
掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実 文化市民局
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②　早期発見・早期対応及び被虐待児等の保護と家族再統合・自立支援
◇子ども虐待防止アク
ティブチーム等による総
合的かつ系統的な対応

　児童虐待に関する相談や通告に対し，「子ども虐待
防止アクティブチーム」が４８時間以内に被虐待児童
の安全確認等の調査を行っている。

虐待通告件数
　26年度：1,372件
　27年度：1,279件 推進中

（継続）

◇児童相談所の専門性の
向上と体制強化

　児童虐待に対する総合的かつ系統的な対応を行うた
めの体制構築に努めており，国基準を大きく上回る児
童福祉司を配置している。
　また，児童相談所職員の専門性の向上を図るため，
児童相談所内の研修を開催するとともに，専門機関が
主催する研修に職員を派遣している。

―
推進中

（継続）

◇子ども支援専門官の配置 再掲184

◇一時保護所入所児童の
学習の保障

　専任の学習指導員（教員経験者の非常勤職員）を２
名配置するとともに，一時保護所内に学習室を整備し
ている。 ―

推進中
（継続）

◇児童虐待死亡事例等検
証委員会の設置

　児童虐待による死亡事例が発生した場合に検証委員
会を設置し，事例における児童虐待対応が適切であっ
たかを検証する。
※平成２７年度は虐待による死亡事例が発生しなかっ
たため，設置をしていない。

―
推進中

（継続）

◇児童相談所の業務評価
制度の運営

　業務の遂行に当たって必要となる制度等を職員が再
確認できるよう，また，第三者委員による評価を行う
ことで児童福祉司等の資質のより一層の向上及び児童
相談所の適切な運営の確保を図るため，児童相談所業
務評価制度を運営する。
　・平成２６年度に行った試行実施の検証及び改善点
の検討
　・制度の構築

―
推進中

（継続）

推進中
（充実）

継続183

児童福祉セン
ター（児童相談
所）の体制及び
機能の強化

保健福祉局
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①
施策
№

②
施策名

③
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④
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⑤
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⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇未成年後見人の支援 　児童相談所長の請求により選任された未成年後見人
の報酬，未成年後見人及び被後見人が加入する損害賠
償保険料を助成する支援事業を実施している。

報酬助成件数
　26年度：4件
　27年度：3件
損害賠償保険料助成件数
　26年度：3件
　27年度：3件

推進中
（継続）

◇保護者支援，家族再統
合の取組の充実

　暴力を伴わない養育方法の習得や子どもが安心して
生活できる養育環境づくりなど，家族再統合のために
児童虐待を行った保護者の養育行動を改善させること
を目的として，心理療法の手法を盛り込んだ様々な保
護者支援プログラム等を児童相談所職員や専門性を有
する機関等への委託により実施している。

―
推進中

（充実）

◇一時保護所の更なる拡
充

　一時保護所（すばるホーム）については，児童福祉
センター内「青葉寮」（平成２７年度末で閉寮）跡を
改装等により活用することにより，児童福祉施設最低
基準（居室面積）を保障するとともに，年齢別，課題
別の処遇等のために必要なスペースを確保（平成２８
年度）した。

― 完了

◇児童福祉センターの再
整備の検討

　身体障害者リハビリテーションセンター，こころの
健康増進センター及び児童福祉センターの合築化によ
る機能強化について，検討を進めている。

―
推進中

（継続）

◇必要に応じた警察との
連携による立入調査及び
臨検又は捜索の実施

　必要に応じて警察との連携による立入調査及び臨検
又は捜索を実施している。

―
推進中

（継続）

004
子ども支援センター
の機能強化（再
掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実 保健福祉局

機能の強化
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⑦実施
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⑧今後の
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⑨
所管局

◇児童虐待に係る校内の
連携体制の構築・点検

　教育相談の活用をはじめ，校内体制の整備・充実を
図るため，機会を捉えた研修会や通知等を実施する。

―
推進中

（継続）

◇教職員研修の充実 　学校でのソーシャルワーク実践研修や生徒指導マネ
ジメント研修等を実施する。

27年度：5回以上
推進中

（継続）

◇事前及び事後の継続的
な情報共有など関係機関
との連携強化

　適切な保護及び支援を図るため学校と教育委員会，
児童相談所等関係機関が必要に応じて個別ケース会議
を実施する。 ―

推進中
（継続）

◇要保護児童対策地域協
議会への積極的な参画

　適切な保護及び支援を図るため学校と教育委員会，
児童相談所等関係機関が必要に応じて個別ケース会議
を実施する。

―
推進中

（継続）

◇居所勘৥児童等  対応
の徹底

再掲186
推進中

（継続）

◇スクールカウンセラー，ス
クールソーシャルワーカーの配
置

再掲140
推進中

（充実）

◇子ども支援専門官の設
置

　教育委員会に児童相談所との併任職員を設置し連携
強化を図っている。

27年度：3名
推進中

（継続）

◇クラスマネジメント
シートの活用

　児童生徒の学級への思いや学校外での生活全般等に
ついてアンケート形式で回答し，グラフ等で傾向を示
すクラスマネージメントシートの結果を，担任等が活
用し，学級実態及び児童生徒の状態の適切な把握を行
う。また，クラスマネジメントの活用について，学校
現場での実践事例の収集を行うとともに，より効果的
な活用方法についても検討を行う。

―
推進中

（継続）

推進中
（充実）

充実
市立学校等の取
組強化

184 教育委員会
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⑦実施
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⑨
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◇要保護児童対策地域協
議会への参画の推進

　京都市要保護児童対策地域協議会に京都家庭裁判所
からオブザーバーとして参加いただいている。

―
推進中

（継続）

◇子育 支援ಢ期匏用事
業の実施（受入先の確保）

再掲182
推進中

（継続）

◇退所児童 自য়支援 進
学支援に関する事業の実施

再掲196
推進中

（継続）

◇保護者支援，家族再統
合の取組の充実

再掲183
推進中

（充実）

◇地域支援活動の推進
（子育 相談，     ষ
事等の検討・実施）

再掲182

推進中
（継続）

推進中
（充実）

継続

児童福祉施設等
の子どもに関わ
る機関における
取組の強化

185
保健福祉局
教育委員会
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⑦実施
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⑧今後の
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⑨
所管局

◇児童虐待対策中核機関
（児童相談所・子ども支
援センター・保健セン
ター）の連携強化

≪子ども支援センター≫
　定期的な要保護児童対策地域協議会の開催及び三者
合同研修を実施している。

≪児童相談所≫
　児童虐待等に対応するための地域におけるネット
ワークを構築し，効果的な運営に努めるなど，多様な
関係機関との情報共有及び連携による支援を実施す
る。

≪保健センター≫
　児童虐待ハイリスク家庭について，状況や支援方針
等について随時，中核機関と情報共有を行う他，要保
護児童対策地域協議会による連携や，緊急性が高い事
例については個別ケース会議等を実施する。

―
推進中

（継続）

◇要保護児童対策地域協
議会の運営と機能強化

再掲004
推進中

（継続）

◇居所不明児童等への対
応の徹底

≪子ども支援センター≫
　「居住実態が把握できない児童」について，その居
所の把握のため，各機関において状況を調査・確認を
徹底する。

≪保健センター≫
　各種母子保健事業の未利用者等について，迅速に保
健師等による家庭訪問等を通じて対応し，そのうえで
居住が特定できない又は連絡がつかない場合は，各
区・支所要保護児童対策地域協議会等を通じた組織的
対応を実施している。

≪教育委員会≫
　居住実態が確認できない児童について，把握に努め
る。

基準日時点の居所不明児童数
（その後居所が判明した児童
数）
　26年度：16人（16人）
　27年度：104人（104人）

推進中
（継続）

推進中
（充実）

充実
地域・関係機関
の連携強化

186
保健福祉局
教育委員会
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⑦実施
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⑨
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◇児童相談所と学校，幼
稚園，保育園（所），認
定こども園等との連携強
化

≪児童相談所≫
　少年非行に関わる相談機関や関係団体との連携を深
め，家庭・地域との協力による非行の防止や早期対応
に取り組んでいる。

≪教育委員会≫
　児童相談所から依頼のあった児童等について，市立
学校・園から児童相談所に該当児童等の出欠状況等の
定期的な情報提供を実施する。

―
推進中

（継続）

◇ 地域 支       
子育て応援事業の充実

再掲182
推進中

（継続）

◇地域子育て支援ステーショ
ン事業の機能強化

再掲005
推進中

（充実）

◇必要に応じた警察との連
携   য়入৹査及 ಏ検
ྼ 掗ด 実施

再掲183

推進中
（継続）
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⑨
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イ　少年非行対策
◇児童相談所，学校，警
察等の関係機関及び司法
との連携強化

≪児童福祉センター≫
  少年非行に関わる相談機関や関係団体と連携し，家
庭・地域との協力による非行の防止や早期対応に取り
組んでいる。

≪教育委員会≫
　児童生徒の非行防止等を図るため，学校・警察が，
児童生徒の問題行動に関する情報を相互に連絡する
「学校警察連絡制度」を定め，本市は平成１９年３月
に府警と本制度に係る協定を締結し，連携を図ってい
る。
　平成２２年度から府警と市教委との人事交流（相互
１名）を実施し，問題行動の未然防止及び発生時の円
滑な対応などについて，府警との連携を強化を図って
いる。
　また，児童相談所と市教委との併任職員を設置し，
連携強化を図っている。

≪児童福祉センター≫
触法及びぐ犯相談受理件数
　26年度：209件
　27年度：192件
児童福祉法第27条1項第4号
（家裁送致）件数
　26年度：7件
　27年度：14件

推進中
（継続）

◇家庭，地域社会（保護
司，人権擁護委員を含
む）や民間団体との連
携・協力による取組の実
施

　同上

―
推進中

（継続）

◇要保護児童対策地域協
議会における支援

＜未着手＞

― 着手前

◇京都府再非行防止対策
協議会への参画

＜未着手＞

― 着手前

継続
推進中

（継続）
187 少年非行対策

保健福祉局
教育委員会
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（２）　被虐待児をはじめとした養護等が必要な子どもの福祉（「京都市家庭的養護推進計画」）
①　施設養護（乳児院・児童養護施設）における家庭的養護の推進

◇老朽改築，耐震改修等
に併せたオールユニット
化の推進

　児童養護施設等のケア形態の小規模化を推進するこ
とで，家庭的な環境の中でのきめ細かな支援を実施す
る。

―
推進中

（継続）

◇本体施設内における小
規模グループケアの推進

　児童養護施設等のケア形態の小規模化を推進するこ
とで，家庭的な環境の中でのきめ細かな支援を実施す
る。

27年度：4箇所

推進中
（継続）

◇グループホーム（地域
小規模児童養護施設・分
園型小規模グループケ
ア）の設置推進（定員45
名以上の施設は最低１箇
所設置）

　地域社会の民間住宅等を活用して近隣住民との適切
な関係を保持しつつ，家庭的な環境の中で養護を実施
することにより，子どもの社会的自立を支援する。

27年度：8箇所

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

本体施設の小規
模化と施設機能
の地域分散化の
推進

188 保健福祉局
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◇すべての乳児院・児童
養護施設における里親支
援専門相談員の配置

　児童相談所の里親担当職員，里親委託等推進員，京
都市里親会等と連携して，所属施設の入所児童の里親
委託の推進，退所児童のアフターケアとしての里親支
援，所属施設からの退所児童以外を含めた地域支援と
しての里親支援を行い，里親委託の推進及び里親支援
の充実を図ることを目的として，すべての乳児院・児
童養護施設に里親支援専門相談員を配置する。

―
推進中

（継続）

◇ౝ拢౔親制২ 積極的 
活用

再掲193
推進中

（継続）

◇里親への措置変更の推
進

　要保護児童が特定の大人との愛着関係や信頼関係を
形成しながら生活していくことが重要であるため，既
に施設に入所している児童の里親への委託（措置変
更）を推進する。

―
推進中

（継続）

◇アフターケアとしての
里親支援の実施

　委託解除後の里親に対して里親支援機関による訪問
相談等の支援を実施する。

―
推進中

（継続）

◇里親・ファミリーホー
ムへの支援の推進（相
談・研修の実施，ボラン
ティア・レスパイトケア
の受入等）

　里親支援機関による訪問相談等の支援を実施する。

―
推進中

（継続）

充実
推進中

（継続）
施設による里親
支援等

189 保健福祉局
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◇子育 支援ಢ期匏用事
業（ショートステイ・トワイライ
トステイ）の実施

再掲182

推進中
（継続）

◇地域の子育て支援活動
の推進（相談・サロン等
の検討・実施）

　施設が地域の子育て支援の拠点になることで，相談
や育児支援，子育てを支えあう活動の活性化等によ
り，子育て家庭の不安や孤立感，負担感の解消を図
る。 ―

推進中
（継続）

◇退所児童のアフターケ
アの充実（雇用主との連
携，訪問相談，サロン
等）

＜着手前＞

― 着手前

◇保護者支援，家族再統
合の取組の充実

再掲183
推進中

（充実）

推進中
（充実）

継続
地域支援・退所
者支援の推進

190 保健福祉局
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④
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状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇研修等による施設職員
の質の向上

＜着手前＞

― 着手前

◇施設職員の人材確保の
推進・処遇改善

　施設職員の人材確保の推進を図るとともに，処遇改
善を行うことで，施設の高機能化を図る。

―
推進中

（継続）
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①
施策
№

②
施策名

③
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④
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⑤
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⑥実施
状況
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⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇保護者支援，家族再統
合の取組の充実

再掲183
推進中

（充実）

推進中
（充実）

191
本体施設の高機
能化

充実 保健福祉局

◇専門職員の配置推進
（措置費加算等の活用）

①心理療法担当職員の配置
　虐待等による心的外傷等のため心理療法を必要とす
る児童等及び夫等からの暴力等による心的外傷等のた
め心理療法を必要とする母子に，遊戯療法，カウンセ
リング等の心理療法を実施し，その自立を支援する
（※情緒障害児短期治療施設は必置。その他は対象児
童等１０人以上が配置要件。）
＜京都市所管施設の配置状況＞　全施設において配置
済み
②里親支援専門相談員の配置
　児童相談所の里親担当職員，里親委託等推進員，里
親会等と連携して，所属施設の入所児童の里親委託の
推進，退所児童のアフターケアとしての里親支援，所
属施設からの退所児童以外を含めた地域支援としての
里親支援を行い，里親委託の推進及び里親支援の充実
を図る。
＜京都市所管施設の配置状況＞　全施設において配置
済み
③家庭支援専門相談員の配置
　虐待等の家庭環境上の理由により入所している児童
の保護者等に対し，電話，面接等により児童の早期家
庭復帰，里親委託等を可能とするための相談援助等の
支援を行い，入所児童の早期の退所を促進し，親子関
係の再構築等を図る（※平成２３年度の省令改正によ
り，全施設において必置となった。）
④個別対応職員の配置
　被虐待児等の個別の対応が必要な児童への１対１の
対応，保護者への援助等を行い，対応の充実を図る。
（※ 平成２３年度の省令改正により，乳児院（定員
１０名未満）及び母子生活支援施設を除き，必置と
なった。）
＜京都市所管施設の配置状況＞　全施設において配置
済み

27年度：全施設において配置
済み

推進中
（継続）
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⑦実施
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⑧今後の
方向性

⑨
所管局

②　家庭養護（里親・ファミリーホーム）の推進

◇すべての乳児院・児童養
護施設    ౔親支援専
門相談員の配置

再掲189
推進中

（継続）

◇里親制度の周知啓発の
推進（社会的認知度の向
上）

　区・支所福祉事務所，保健センター，児童館，保育
所等の関係機関でのポスターの掲出及びチラシの配架
を行う。
　また，サンサ右京において，里親制度説明コーナー
の開設（４日間）を行った。

―
推進中

（継続）

◇養育里親の登録推進
（福祉関係者等への重点
的周知）

　福祉関係者等への出前講座を実施する。

―
推進中

（継続）

◇ファミリーホームの設
置推進（里親等による開
設の検討・実施）

＜着手前＞

― 着手前

充実
推進中

（継続）

里親登録の推
進・ファミリー
ホームの設置推
進

192 保健福祉局
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⑦実施
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⑧今後の
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⑨
所管局

◇委託中・未委託の里親
への相談等の支援及び研
修の実施・充実

　里親支援機関による訪問相談等の支援を実施する。

―
推進中

（継続）

◇未委託里親への委託の
推進（里親委託に適する
子どもの幅広い把握）

＜着手前＞

― 着手前

◇里親同士の相互交流の
実施

　里親会研修会，里親サロン及び里子交流会を実施す
る。

―
推進中

（継続）

◇週末里親制度・短期委
託（一時保護委託）の積
極的な活用

　区・支所福祉事務所，保健センター等へのチラシの
配付及び出前講座による週末里親の広報活動を実施す
る。 ―

推進中
（継続）

◇単費援護等による経済
的支援・レスパイトケア
の実施

　措置費の他に本市独自事業としての単費の支給及び
レスパイトケア申請時の受入機関との調整を実施す
る。 ―

推進中
（継続）

189 施設   ౔親支
援等（再掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実 保健福祉局

推進中
（継続）

充実
里親等への委託
推進・支援の充
実

193 保健福祉局
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②
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④
事業内容
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⑥実施
状況
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⑦実施
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⑧今後の
方向性

⑨
所管局

◇里親委託優先の原則の
徹底（研修の充実等によ
る意識向上）

　児童福祉司等の里親制度への理解を深め，里親委託
優先の原則を徹底する。

―
推進中

（継続）

◇里親支援機関との連
携・協力の実施

　里親等への委託を積極的に行い，家庭養護の推進を
図ることができるよう，職員への研修の充実等により
意識向上を図る。 ―

推進中
（継続）

◇ౝ拢౔親制২ ಢ期委託
（一時保護委託）の積極
的な活用

再掲193
推進中

（継続）

◇児童相談所の体制強化 再掲197
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続
児童福祉セン
ターにおける取
組の強化

194 保健福祉局
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③　その他の取組
ア　社会的養護を必要とする子どもに対する支援の質の向上等

◇子どもの権利ノートの
活用

　子どもの権利ノートを活用し，社会的養護を必要と
するこどもに権利を伝え，権利が侵害された時にその
解決方法を説明することで子どもたちが安定できる環
境で落ち着いた生活を送ることができるよう，児童の
権利を守る。

―
推進中

（継続）

◇被措置児童等虐待の防
止の徹底

　関係機関における連携とともに，事案発生時の具体
的な対応についての体制整備を図る。

―
推進中

（継続）

◇単費援護等（学習指導
奨励費，修学旅行援助
金，障害児等加算等）に
よる施設入所児童等に対
する支援の質の向上

　施設入所児童等に対し，学習指導奨励費，修学旅行
援助金，障害児等加算等の単費援護を行うことで，処
遇の向上を図る。

利用児童数
　26年度：91人
　27年度：91人

推進中
（継続）

◇第三者評価受審の徹底 　第三者評価受審により客観的・専門的な評価を受け
ることで，現状を把握とともに課題が明らかになるこ
とで各施設における処遇の向上を図っている。

27年度：全施設実施済

推進中
（継続）

保健福祉局
推進中

（継続）
継続

施設入所中・里
親委託中の子ど
もに対する支援
の質の向上

195
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⑦実施
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⑨
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◇子どもの状況に応じた
措置延長の実施

　自立生活に必要な力が身に付かないまま，地域に出
されることがないよう，満１８歳を超えて満２０歳に
達するまでの間，引き続き措置を行う。 ―

推進中
（継続）

◇自立援助ホームの積極
的な活用と必要に応じた
増設の検討・実施

　義務教育修了後満２０歳までの児童等に対し，相談
その他の日常生活上の援助及び生活指導を通じて，入
所児童の社会的自立を支援する。

設置数（年度末時点）
　26年度：4箇所
　27年度：3箇所 推進中

（継続）

◇退所児童のアフターケアの
充実（雇用主との連携，訪
問相談，サロン等）

再掲190

着手前

◇退所児童の自立支援・
進学支援に関する事業の
実施

　児童養護施設等退所後の支援として，①就職・就学
支度金の支給，②施設と連携した自立支援事業（自立
定着促進事業・自立拠点確保事業）の実施，③大学等
への進学支援事業の実施等を行い，大学等への進学や
社会での自立に向けた支援を実施する。

利用者数
　26年度：39人
　27年度：41人

推進中
（継続）

保健福祉局
推進中

（継続）
充実

施設を退所した
子ども等への支
援の充実

196
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⑦実施
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◇民設民営での青葉寮の
移転再整備による支援の
質の向上

　青葉寮については，平成２６年度から平成２７年度
にかけて移転再整備実施法人としっかり協議しながら
十分な引継ぎや，地元及び学校との調整等に取り組
み，子どもの発達支援の向上を目指し，平成２８年４
月に「ももの木学園」として民設民営で開設した。 ― 完了

◇情緒障害児短期治療施
設の短期入所機能の活用

　軽度の情緒障害を有する児童を短期間入所させ，又
は保護者の下から通わせて，その情緒障害を治すこと
を目的に，情緒障害児短期治療施設の短期入所機能を
活用する。 ―

推進中
（継続）

◇一時保護所 ಌ  拡充 再掲183
完了

◇一時保護所入所児童の
学習の保障

再掲183
推進中

（継続）

◇児童養護施設等との連
携・必要に応じた一時保
護委託の実施

　一時保護に当たっては，一時保護所を利用すること
を原則とするが、一時保護を委託することが適当な場
合は，児童養護施設と連携を図り，適切に対処してい
く。 ―

推進中
（継続）

◇子どもの状況に応じた措置
భশ 実施

再掲196
推進中

（継続）

◇児童相談所の体制強
化・児童福祉司の質の向
上

　児童福祉司等の里親制度への理解を深め，里親委託
優先の原則を徹底するとともに，十分な里親支援が可
能な体制を整備する。 ―

推進中
（継続）

◇児童福祉センターの再整
備の検討

再掲183
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続197
児童福祉セン
ターにおける取
組の強化

保健福祉局
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イ　母子生活支援施設
◇研修等による施設職員
の質の向上

＜着手前＞

― 着手前

◇施設職員の人材確保の
推進・処遇改善

　社会的養護に関わる施設，特に，母と子どもが生活
を共にしながら支援を受けることができる施設とし
て，増加するＤＶ被害者や精神疾患等を有する母子へ
の十分な支援を行うため，職員の人材確保の推進及び
処遇改善を行う。
・措置費における職員配置基準の改善

―
推進中

（充実）

◇専門職員の配置推進
（措置費加算等の活用）

　社会的養護に関わる施設，特に，母と子どもが生活
を共にしながら支援を受けることができる施設とし
て，増加するＤＶ被害者や精神疾患等を有する母子へ
の十分な支援を行うため，専門職員の配置を推進す
る。

―
推進中

（継続）

◇ＤＶ被害者・緊急に保
護が必要な世帯の受入体
制の確保

　増加するＤＶ被害者や精神疾患等を有する母子への
十分な支援を行うため，保護が必要な世帯の受入体制
を確保する。 ―

推進中
（継続）

◇京都市ＤＶ相談支援セ
ンター及び児童相談所等
の関係機関との連携・相
互理解の推進

　社会的養護に関わる施設，中でも母と子どもが生活
を共にしながら支援を受けることができる施設とし
て，ＤＶ被害者や児童虐待を受けた児童に十分な支援
を行うため，京都市ＤＶ相談支援センター及び児童相
談所等の関係機関との連携・相互理解を促進する。 ―

推進中
（継続）

◇子どもの学習・就職支
援等の充実

＜着手前＞

― 着手前

◇親子分離に至る前段で
の支援や家族再統合の支
援の場等としての利用の
促進

　社会的養護に関わる施設，中でも母と子どもが生活
を共にしながら支援を受けることができる施設とし
て，児童虐待等により母子分離に至る前段での支援や
家族再統合の支援の場としての利用を促進する。 ―

推進中
（継続）

推進中
（充実）

継続
母子生活支援施
設の支援体制の
充実

198
文化市民局
保健福祉局
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（３）　障害や疾病等で支援が必要な子どもの福祉
①　早期発見・早期支援

◇妊婦相談事業の実施 再掲055 推進中
（継続）

◇こんにちはプレママ事業の
実施

再掲055
推進中

（継続）

◇医探機関 保健     
連携による妊娠・出産期から
の家庭支援の強化

再掲057
推進中

（継続）

◇妊婦健康診査の公費負
担の実施

再掲055
推進中

（継続）

◇風しん予防対策の推進 再掲074 推進中
（継続）

◇先拦性代ප౮拤等検査
の実施

再掲072
推進中

（継続）

◇新生児等訪問指導事業
（こんにちは赤ちゃん事業）
における保健指導等の実施

再掲055

推進中
（継続）

◇親子の健康づくり講座の実
施

再掲055
推進中

（継続）

◇絵本ふれあい事業の実施 再掲063
推進中

（継続）

◇すべての乳幼児健康診査
未受診者への支援

再掲063
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続
保健センターの取
組199 保健福祉局
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◇1歳6ヶ月児健康診査にお
  升৶        充実

再掲063
推進中

（継続）

◇乳幼児健康診査後の家
庭訪問など支援の充実

再掲063
推進中

（継続）

◇親子すこやか発達教室の
実施

再掲063
推進中

（継続）

◇育児支援家庭訪問事業
の充実

再掲007
推進中

（継続）
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⑦実施
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◇児童福祉センター・第
二児童福祉センターにお
ける専門相談の実施

　児童福祉センターでは，子どもの発達の専門機関で
ある発達相談所において，子どもの障害に係る専門相
談を受け付けている。

障害相談受理件数
　26年度：9,198件
  27年度：8,827件 推進中

（継続）

◇発達検査や自閉症の確
定診断の待機解消に向け
た職員体制の充実

　発達相談所診療療育課に児童精神科医師（常勤）１
名を増員し，発達障害をはじめとする障害児への支援
体制の強化を図っており（平成26年度），引き続き，
職員体制の充実に取り組んでいく。 ―

推進中
（継続）

◇発達障害者支援セン
ター「かがやき」におけ
る支援の実施

　発達障害者支援センター「かがやき」において，相
談支援，発達支援，就労支援，普及啓発及び研修の４
つの柱から事業を展開している。

相談支援
　26年度：852人
　27年度：760人
発達支援
　26年度：80人
　27年度：61人
就労支援
　26年度：249人
　27年度：163人
研修実施件数
　26年度：57件
　27年度：39件

推進中
（継続）

◇療育事業の充実

・親支援プログラム（家
庭支援）の実施

・利用児童に応じた各専
門職の総合的な支援の実
施

・利用児童に応じた柔軟
な療育形態の実施

・児童虐待等のため支援
が必要な家庭の積極的な
受入

推進中
（継続）

継続

　全国に先駆け，平成７年度に児童福祉センターに自
閉症外来を，また，平成１７年度には，発達相談所を
設置し，相談，支援，診療，療育の一貫した支援体制
を整え，早期発見・早期療育に取り組んでいる。
　特に，療育が適当と判断した場合は，児童の状況，
保護者の希望，受入施設の状況を総合的に判断したう
えであっせん調整を行い，療育の利用に繋げている。

―
推進中

（継続）

200
児童福祉セン
ターの取組

保健福祉局
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・療育が必要な子どもが
直ちに療育を受けられる
ような体制の充実

◇地域における発達支援
に係る人材の育成

　民間保育園保育士対象の発達支援コーディネーター
養成研修等を実施している。 ―

推進中
（継続）

◇関係機関における子ど
もの発達支援や保護者支
援に関するコンサルテー
ションの実施

　関係機関における子どもの発達支援や保護者支援に
関するコンサルテーション及びその手法・ツールの開
発を行うことにより，地域の支援体制の強化を図って
いる。

―
推進中

（継続）

◇関係機関や地域ネット
ワークとの発達支援に関
する連携等の実施

　地域支援を担当する組織「総合支援担当」を発達相
談所発達相談課に設置し，関係機関並びに地域のネッ
トワークとの発達支援に関する連携に重点を置き，専
門的な立場から各機関への支援を行っている。

―
推進中

（継続）

◇保護者への支援 　保護者支援のツールとして，ペアレント・トレーニ
ング（ほめて育てる支援技法）を保護者に分かりやす
く紹介するためのテキストブックを作成している。 ―

推進中
（継続）

◇障害児施設への通所・
入所が必要な子どもに係
る相談・調整の実施

　児童の状況，保護者の希望，受入施設の状況を総合
的に判断したうえであっせん調整を行い，療育の利用
に繋げている。 ―

推進中
（継続）

◇児童福祉センターの再整
備の検討

再掲183
推進中

（継続）
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◇身近な地域における相
談体制の充実（障害者地
域生活支援センター運営
事業）

　障害のある児童等が抱える様々な課題に対応するた
め，市内１５箇所の障害者地域生活支援センターにお
いて，福祉事務所・保健センター・福祉サービス事業
所等と連携しながら，福祉サービスについての情報提
供・利用調整や権利擁護等の取組を行っている。

児童の相談件数
　27年度：12,758件

推進中
（継続）

◇京都市障害者地域自立
支援協議会における支援
策の検討及び支援体制の
充実（障害者地域生活支
援センター運営事業）

　市内１５箇所の障害者地域生活支援センターでは，
障害のある児童等が抱える様々な課題に対応するた
め，福祉事務所・保健センター・福祉サービス事業所
等と連携しながら，福祉サービスについての情報提
供・利用調整や権利擁護等の取組を行っている。
　また，そのうち障害保健福祉圏域に応じて５箇所に
機能追加した基幹相談支援センターでは，民間の相談
支援事業所への研修や，障害のある人への理解・権利
擁護についての啓発・促進等のバックアップ活動を
行っている。

―
推進中

（継続）

◇障害者相談員制度の実
施

　発達障害のある子を持つ当事者である発達相談員
が，発達障害のある方やその家族からの各種相談に応
じている。 ―

推進中
（継続）

◇学校教員や施設職員等
を対象にした発達障害の
ある子どもへの支援技術
研修の実施と相談・指
導・助言の強化

　平成２７年度に，佛教大学の協力を得て，テキスト
ブック「みんなはなまる」を作成し，市営保育所の拠
点事業担当保育士を対象とした支援者研修会を実施し
ている。 ―

推進中
（充実）

◇幼稚園，保育園
（所），認定こども園等
への訪問支援の実施

　平成２７年４月から就学前の療育待機児童を対象と
した保育所等訪問支援事業を実施している。

―
推進中

（充実）

充実
推進中

（充実）
地域等における
支援体制の充実

201 保健福祉局
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②　就学前の児童等への支援
◇児童発達支援の提供体
制の充実

　障害のある乳幼児及びその保護者に対して，日常生
活動作訓練や集団適応訓練等を行うことにより，障害
のある子どもの発育を促すとともに，家庭における育
児方法の助言を行う児童発達支援事業等について，療
育水準の確保のため，人件費の補助を行っている。

サービス提供事業所数
　26年度：17箇所（年度末）
　27年度：24箇所（年度末）

推進中
（継続）

◇児童発達支援センター
における地域支援の提供
体制の確保

　児童発達支援センター（うさぎ園）は，児童発達支
援センターとして施設の有する専門性を地域に還元
し，地域支援の充実を図ることも重要な役割とされて
いることから，同園で実施している専門的支援の公開
研修を，保健センター，子ども支援センター，児童発
達支援事業所の職員を対象に行うとともに，市内保育
所等に派遣研修も実施している。

―
推進中

（継続）

◇放課後等デイサービス
等設置促進事業の実施

　放課後等デイサービス等設置促進事業として，利用
者のニーズが高い児童発達支援，放課後等デイサービ
スを行う事業所を開設する際に必要となる事業所の借
り上げに要する初期経費や初度調弁費，その他必要な
改修費の一部助成を行っている。

補助金交付事業所数
　26年度：5事業所
　27年度：5事業所

推進中
（継続）

◇探育事業 充実 再掲200 推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）
療育支援体制の
充実

202 保健福祉局
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◇幼稚園，保育園
（所），認定こども園におけ
る受入の推進

再掲105

推進中
（充実）

◇幼稚園，保育園
（所），認定こども園等へ
の訪問支援の実施

再掲201
推進中

（充実）

◇市য়幼稚園    総合
育成支援員の配置

再掲146
推進中

（充実）

◇就学に向けた早期の教
育相談・就学相談・指導
の充実

　保護者同意を原則として，保護者との学校での相
談，就学支援委員会での審議，審議内容を受けての就
学先の相談を行い，個々のニーズや障害の状態に応じ
て就学相談を進めている。また，早期からの相談実現
のため，小学校や地域制総合支援学校において，就学
前児童の保護者向けに説明会・懇談会を開催し，就学
相談の制度の周知に取り組んでいる。

就学支援委員会審議件数
　26年度：1,941件
　27年度：2,082件

推進中
（継続）

◇「就学支援シート」等を活
用した学校への引継ぎの実
施

再掲146
推進中

（継続）

◇保護者への支援 再掲200 推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）
障害のある子ど
もの保育の充実

203
保健福祉局
教育委員会

177



京都市未来こどもはぐくみプラン（平成２７年度進捗状況）＜施策別詳細＞

①
施策
№

②
施策名

③
主な取組

④
事業内容

⑤
参考数値

⑥実施
状況

（個別）

⑦実施
状況

（全体）

⑧今後の
方向性

⑨
所管局

③　就学後の児童等への支援

◇       教育 ৶挡
のもと，子どもや保護者の願
いと教育的ニーズを踏まえたき
め細かい就学相談の実施や
支援体制の構築

再掲146

推進中
（継続）

◇教職員 指導ৡ 専門性
の向上に向けた研修等の実
施

再掲146
推進中

（継続）

◇総合支援学校における「個
別の包括支援プラン」を活用
した指導の推進

再掲146

推進中
（継続）

◇「就学支援シート」の活用 再掲146
推進中

（継続）

◇障害のある中高生のタ
イムケア事業の推進

　総合支援学校の放課後や長期休業中において，障害
のある中高生にいきいきと過ごせる活動場所を確保
し，障害のある中高生の健全な育成と保護者の就労を
支援するため，小学校の空き教室を利用した預かり
サービスである「障害のある中高生のタイムケア事
業」を実施した。平成２４年６月に開設した北総合支
援学区内の分室を含む市内５箇所で実施を行った。
　・対象者
　　総合支援学校（地域制）に通学する昼間留守家庭
の中学生及び高校生
　・実施日時及び利用料金
　　月曜日～金曜日
　　　放課後～午後６時：８００円
　　土曜日及び長期休業中
　　　午前９時～午後６時：
　　　　　１日（９時間）１，５００円
　　　　　半日（４時間）　　８００円

利用者数
26年度：112人
27年度：100人

推進中
（継続）
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◇放課後等デイサービス等設
置促進事業の実施

再掲202
推進中

（継続）

◇総合支援学校と企業の連
携による「デュアルシステム」の
取組の推進

再掲148

推進中
（充実）

◇進挢開ิ ৯指 総合支
援学校と関係機関のネット
    ༰য়     یＯۇ
Ｋ」の取組の推進

再掲148

推進中
（継続）

◇地域と共に進める新たな
キャリア教育プログラムの構築

再掲148
推進中

（継続）

◇白河総合支援学校東山
分校の本校化の取組推進

再掲148
完了

◇総合支援学校における多
様な学びの環境の整備充実

再掲146
推進中

（継続）

◇卦及及 共৊学習 推進 再掲146
推進中

（継続）

充実
推進中

（充実）

総合支援学校に
在籍する児童生
徒への支援

204
保健福祉局
教育委員会
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◇医師等専門家で構成され
る「学校サポートチーム」や総
合支援学校に設置している
「総合育成支援教育相談セ
ンター育（はぐくみ）支援セン
ター」等による相談・支援体
制の充実

再掲147

推進中
（継続）

◇いじめに関する電話相
談や，教育相談総合セン
ター（こどもパトナ）に
おける教育相談（カウン
セリング）等の教育相談
機能の充実

≪こども相談２４時間ホットライン≫
　「いじめ」に関する相談のみならず，子どものＳＯ
Ｓや悩み，また保護者の子育てに関する不安など，子
どもや子育てに関するより幅広い相談に，専任の相談
員が対応している。

≪教育相談総合センター（こども相談センターパト
ナ）≫
　 京都市在住又は京都市立学校に在籍する小学生か
ら高校生までの子ども及び保護者を対象に，心のケア
を要すると思われる気がかりな点や，子どもの教育上
の様々な課題や子育ての不安等について相談業務を実
施している。

電話相談件数
　26年度：658件
　27年度：1,761件（平成27
年5月20日から相談対象の拡
大に伴い，現名称に変更　※
旧名称：いじめ相談24時間
ホットライン）

来所相談延べ件数
　26年度：17,502人
　27年度：17,756人

推進中
（継続）
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◇       教育 ৶挡
のもと，子どもや保護者の願
いと教育的ニーズを踏まえたき
め細かい就学相談の実施や
支援体制の構築

再掲146

推進中
（継続）

◇教職員 指導ৡ 専門性
の向上に向けた研修等の実
施

再掲146
推進中

（継続）

◇普通学級に在籍するＬＤ
等の発達障害のある子どもへ
のきめ細かな指導や支援の
実施

再掲147
推進中

（充実）

◇全市য়小 中 高等学
校，幼稚園に設置している
「総合育成支援教育主任」
及び「総合育成支援教育委
員会」による支援体制の充実

再掲147

推進中
（継続）

◇小・中学校等における「個
別の指導計画」に基づく指導
の充実

再掲146
推進中

（継続）

◇「就学支援シート」の活用 再掲146 推進中
（継続）

◇総合育成支援員の必要な
すべての学校・幼稚園への配
置

再掲146
推進中

（充実）
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◇育成学級・通級指導教
室での指導・支援の実施

 総合育成支援教育就学奨励費支給事業として，小・
中学校の育成学級在籍の児童生徒や，通級指導教室に
通う児童生徒，学校教育法施行令第２２条の３に規定
する程度に該当する普通学級在籍の児童生徒のうち，
申請があり，補助の対象となった児童生徒に対して，
学校給食費や学用品費など必要な経費の補助を行って
いる。
 特に，必要な全ての学校に育成学級を設置するとと
もに，ＬＤ等通級指導教室については，６７校に設置
し，普通学級に在籍するＬＤ（学習障害）等の支援の
必要な児童生徒を対象に，障害に応じた特別の指導を
行うなどきめ細かな指導に努めている。
　

27年度：
　小：555人
　中：253人
（うち普通学級　対象児童生
徒数）
　小：2人
　中：2人

推進中
（継続）

◇総合育成支援教育ボラ
ンティアの養成・活用

　総合育成支援教育ボランティア養成講座（全５回講
座）を地域制総合支援学校４校の「育（はぐくみ）支
援センター」で開催している。
　また，修了者による市立学校でのボランティア活動
を促進している。

講座修了者
　26年度：72人
　27年度：69人
活動者数
　26年度：152人
　27年度：133人

推進中
（継続）

◇医師等専門家で構成され
る「学校サポートチーム」や総
合支援学校に設置している
「総合育成支援教育相談セ
ンター育（はぐくみ）支援セン
ター」等による相談・支援体
制の充実

再掲147

推進中
（継続）

◇育成学級等の多様な学び
の環境の整備充実

再掲146
推進中

（継続）

◇卦及及 共৊学習 推進 再掲146 推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）
小学校，中学校
等の取組

205 教育委員会
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◇いじめに関する電話相談
や，教育相談総合センター
（こどもパトナ）における教育
相談（カウンセリング）等の
教育相談機能の充実

再掲204

推進中
（継続）
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◇児童館・学童クラブ事業に
おける障害のある児童の受入
 促進 対拺ফೡ 拡大

再掲115

推進中
（充実）

◇「放課後まなび教室」
における障害のある子ど
もの利用推進

　市立小学校の児童を対象に，学校施設を活用し，地
域・保護者・学生等の参画の下，放課後の子どもたち
の「自主的な学びの場」と「安心・安全な居場所」の
充実を図る「放課後まなび教室」において，小学校育
成学級又は総合支援学校小学部に在籍する児童の募集
を行っている。

放課後まなび教室実施校区，
登録児童数
　26年度：140人（全体
12,676人)
　27年度：117人（全体
12,722人)

推進中
（継続）

◇放課後等デイサービス等設
置促進事業の実施

再掲202
推進中

（継続）

◇普通学級，育成学級や
総合支援学校の障害のあ
る子どもを対象とした放
課後等における居場所づ
くり

　学童クラブ事業における障害のある児童の受入の促
進について，障害のある児童も障害のない児童も，と
もに健やかに育つための環境整備を図るため，障害の
ある児童の受入を促進している。
　特に，平成２７年度は，学童クラブ事業の対象年齢
を小学校６年生までに拡大したことに伴い，障害のあ
る児童の受入れについても小学校６年生まで拡大し
た。

（再掲：◇「放課後まなび教室」における障害のある
子どもの利用推進）

学童クラブ事業における障害
のある児童の受入数
　26年度：510人
　27年度：678人

推進中
（充実）

◇子育 支援ಢ期匏用事
業（トワイライトステイ）の実
施

再掲182
推進中

（継続）

◇移動支援事業の拡充
（ほほえみネット）によ
る障害のある子どもの放
課後支援・通学支援の実
施

　障害保健福祉施策として，障害のある児童の家庭の
生活の安定を図るため，平成２５年１０月から，障害
のある児童の放課後支援・通学支援～ほほえみネット
～を実施している。 ―

推進中
（継続）

充実
推進中

（充実）
放課後・学校長
期休業中の支援

206
保健福祉局
教育委員会
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④　家族への支援
◇児童福祉センター，子
ども支援センター，保健
センターにおける心理的
なケアやカウンセリング
の実施

≪児童福祉センター≫
　高機能発達障害児もしくは疑いのある児童の場合，
保護者は子どもの対応に悩み，困難さを感じることが
多い。このような状況に対する支援として，発達相談
課相談ケースを対象に保護者学習会（子育てスマイル
プログラム）を実施している。

≪子ども支援センター≫
子どもと家庭に関する相談に対して，必要に応じて相
談員による個別カウンセリング及びプレイセラピーを
実施している。

≪保健センター≫
　保健師等による家庭訪問等を通じて，養育支援や家
族に心理的ケアを実施している。

≪児童福祉センター≫
　27年度：5クール実施

推進中
（継続）

◇居宅介護等事業（ホー
ムヘルプサービス・ガイ
ドヘルプサービス）の実
施

　居宅介護等事業として，訪問介護員(ホームヘル
パー)がご家庭を訪問し食事・入浴・排泄の身体介助
や日常生活(買物・掃除など)の生活援助サービスを行
う「ホームヘルプサービス」や障害のある方が安心・
安全な外出ができるように，介助者が，声かけや案内
を行ったり，外出中に必要な介助を行われる「ガイド
ヘルプサービス」を実施している。

―
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続
家族の養育等の
支援

207 保健福祉局
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◇子育 支援ಢ期匏用事
業（ショートステイ・トワイライ
トステイ）の実施

再掲182
推進中

（継続）

◇障害のある中高生のタイム
ケア事業の推進

再掲204
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続208
レスパイト支援
体制の強化

保健福祉局

◇障害者総合支援法に基
づく短期入所（ショート
ステイ）・心身障害児者
レスパイトサービスの実
施

≪障害のある中高生のタイムケア事業≫
　総合支援学校の放課後や長期休業中において，障害
のある中高生にいきいきと過ごせる活動場所を確保
し，障害のある中高生の健全な育成と保護者の就労を
支援するため，小学校の空き教室を利用した預かり
サービスである「障害のある中高生のタイムケア事
業」を実施した。平成２４年６月に開設した北総合支
援学区内の分室を含む市内５箇所で実施を行った。
　・対象者
　　総合支援学校（地域制）に通学する昼間留守家庭
の中学生及び高校生
　・実施日時及び利用料金
　　月曜日～金曜日
　　　放課後～午後６時：８００円
　　土曜日及び長期休業中
　　　午前９時～午後６時：
　　　　　１日（９時間）１，５００円
　　　　　半日（４時間）　　８００円

≪心身障害児者レスパイトサービス事業≫
　在宅で心身障害児者の介護にあたっている家族は，
常時，長期的な介護を必要とされ，心身共に疲労し，
家族機能も衰弱化している場合が多い。このような家
族を一時的に，一定の期間，介護から開放することに
よって，心身をリフレッシュさせ，介護力，家族機能
の活性化を目指す援助（レスパイトサービス）を実施
するため，市内の８事業所に対し，助成を行った。

≪タイムケア事業≫
利用者数
　26年度：112人
　27年度：100人

≪レスパイト事業≫
延べ利用者数
　26年度：5,155人
　27年度：5,603人
実人数
　26年度：321人
　27年度：405人

推進中
（継続）
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⑤　切れ目のない支援・長期療養への支援
◇「就学支援シート」の活用 再掲146 推進中

（継続）

◇乳幼児期，学齢期，青
年期の円滑な支援の継続

≪児童福祉センター≫
　発達障害者支援センター「かがやき」において，乳
幼児期，学齢期，青年期の支援を継続して実施してい
る。

≪保健センター≫
　小児慢性特定疾病児童やその家族等に対して，保健
センター保健師が自立支援員として随時相談に応じる
ほか，療養相談会を開催し，療養や日常生活の悩みや
不安等の解消や必要な情報を提供する。

―
推進中

（継続）

◇発達障害者支援連携協
議会における関係団体・
機関との連携の推進

　発達障害者支援の関係機関，団体との連携体制を構
築し，発達障害のある子どもの早期発見及び早期支援
等について協議している。 ―

推進中
（継続）

◇障害児相談支援事業所
の設置と児童福祉セン
ターとの連携のあり方の
検討

　障害児相談支援の指定にあたり，作成した計画の提
出先である児童福祉センターを訪問するよう促し，事
業所とセンターが連携していけるような取組を実施し
ている。 ―

推進中
（継続）

◇児童発達支援センター
等と幼稚園，保育園
（所），認定こども園と
の連携体制づくり

　市内の各療育施設や保育所，幼稚園等の職員への療
育プログラム（親支援プログラム）の普及を行うこと
で，待機期間に必要な支援を提供するとともに，医学
的診断を必要としなくても生活できる子どもや保護者
を増やし，医学的診断を求めるケースをより必要度が
高いケースのみに絞ることができるよう連携体制の構
築を図っている。

―
推進中

（継続）

◇放課後等デイサービス
を実施する事業所と学校
との連携体制づくり

　放課後に児童を送り出す学校側と迎えを行う放課後
等デイサービス事業所間で必要な連携を行うため，送
迎実施時に連絡を密にするよう事業所側に要請する取
組を実施している。

―
推進中

（継続）

推進中
（継続）

継続
切れ目のない支
援体制の確立

209
保健福祉局
教育委員会
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◇総合支援学校と障害者
地域生活支援センターや
障害福祉サービス事業所
等関係機関との連携体制
づくり

　障害児相談支援事業所による支援利用計画の策定に
当たり，当該児童の学校関係者とも連携しながら実施
している。

―
推進中

（継続）

◇ライフステージに対応
する一貫した支援体制の
検討

　発達障害者支援センター「かがやき」において，乳
幼児期，学齢期，青年期から成人期に至るまで，一貫
した支援を継続して実施している。 ―

推進中
（継続）
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◇保健師の家庭訪問による
探養相談等 支援 実施

再掲072
推進中

（継続）

◇小児慢性特定疾病対策
の充実

再掲072
推進中

（継続）

◇自য়支援医探（育成医
探）給厏 実施

再掲072
推進中

（継続）

◇未࿃児養育医探給厏 
実施

再掲072
推進中

（継続）

◇身近な地域における相談
体制の充実（障害者地域
生活支援センター運営事
業）

再掲201

推進中
（継続）

⑥　障害児施設における子どもに対する支援の質の向上

◇研修等による施設職員の
質の向上

再掲191
着手前

◇施設職員の人材確保の推
進・処遇改善

再掲191
推進中

（継続）

保健福祉局

保健福祉局

推進中
（継続）

শ期探養 必要 
子どもへの支援の
充実

210

障害児施設におけ
る子どもに対する支
援の質の向上

継続
推進中

（継続）

継続

211
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第８章　ひとり親家庭の自立促進（「京都市ひとり親家庭自立促進計画」）
①　子育て・生活支援

086
109

保育園（所）や
学童クラブ事業等
の幼児教育・保育
の一層の充実（再
掲）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 保健福祉局

182

子育て支援事業の
充実（子育て支
援ಢ期匏用事
（ショートステイ，
トワイライトステイ）
等）（再掲）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実
保健福祉局
教育委員会

015

地域    卫ড়
相൩ ষ   子
育て支援活動の活
性化（ファミリーサ
ポート事業の推
進）（再掲）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実
保健福祉局
教育委員会

212
ひとり親家庭等
日常生活支援事
業の推進

◇ひとり親家庭等日常生
活支援事業

　ひとり親家庭の親が，就学や疾病等の事由により，
家事援助や保育サービスが必要となった場合に，無料
又は低額で家庭生活支援員を派遣している。

利用者数
　26年度：19名
　27年度：17名 推進中

（継続）
推進中

（継続）
充実 保健福祉局

◇ひとり親家庭生活支援
講習会

　１年間に９回，ひとり親家庭の生活に関する講習会
及び，料理教室等を開催している。

利用者数
　26年度：143名
　27年度：127名

推進中
（継続）

◇ファミリーネットワー
ク事業

　京都市内のひとり親家庭の親と子どもの交流を図る
ため，１年間に１２回，季節に応じた行事を開催して
いる。

利用者数
　26年度：271名
　27年度：320名

推進中
（継続）

継続
推進中

（継続）

ひとり親家庭生
活支援事業（生
活支援事業，
ファミリーネッ
トワーク事業）
の推進

213 保健福祉局
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214 学習支援の取組

◇学習支援 ＜着手前・今後の予定＞
　平成２２年度から生活保護受給世帯を対象に学習会
を開催し，高校進学に向けた学習支援，事業参加を通
じた日常的・社会的な能力の修得や居場所づくりに取
り組んでおり，経済的困窮により支援を必要とするひ
とり親家庭の子どもを対象に加えて事業を実施してい
く。

― 着手前 着手前 充実 保健福祉局

198
ಟ子生活支援施
設の支援体制の充
実（再掲）

推進中
（継続）

推進中
（充実）

継続
文化市民局
保健福祉局

215
市営住宅優先入
居制度の継続と
情報提供の推進

◇市営住宅優先入居 　住宅に困窮する母子家庭を対象に，市営住宅の入居
募集時に一定の戸数枠を設け，優先的に入居できる制
度について，平成２２年９月から父子家庭にも対象を
拡大し，ひとり親世帯を対象として実施している。

募集戸数（ひとり親）
　26年度：26戸
　27年度：36戸 推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続

保健福祉局
都市計画局

②　就業支援
◇就業相談 　就職，転職，並びに資格取得などについて，電話相

談及び面接相談を行っている。
相談件数
　26年度：804件
　27年度：557件 推進中

（継続）

◇就職準備セミナー 　母子家庭の母，父子家庭の父並びに寡婦を対象に，
毎回テーマを決めて，就労に関する情報提供や，仕事
と家庭の両立に関するセミナーを開催している。

参加者数
　26年度：216人
　27年度：190人

推進中
（継続）

◇パソコン講習会 　母子家庭の母，父子家庭の父並びに寡婦を対象に，
「はじめてパソコン講座」，「就労支援パソコン講
座」，「パソコン会計ソフト入力講座」を開講してい
る。

受講者数
　26年度：416人
　27年度：488人 推進中

（継続）

217

ハローワークと
連携した自立支
援プログラム事
業の推進

◇自立支援プログラム事
業

　就労に不安のある，母子家庭の母及び父子家庭の父
で，かつ児童扶養手当を受給している者を対象に，
各々の経験，生育状況，希望に応じた自立支援プログ
ラムを策定している。当該プログラムは，ハローワー
クと連携し，面接相談や各種セミナーを実施してい
る。

参加者数
　26年度：29人
　27年度：14人

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

継続
推進中

（継続）
216

就業相談から就
業支援講習会，
就業情報の提供
まで一貫した就
業支援を行うた
めの母子家庭等
就業・自立支援
センター事業の
推進

保健福祉局
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218
高等職業訓練促
進給付金等事業
の推進

◇高等職業訓練促進給付
金等事業による職域の拡
大

　母子家庭の母又は父子家庭の父が，就職や生活の安
定に有利な資格を取得するため，養成期間中の生活の
負担の軽減を図るための費用を支給している。

給付件数
　26年度：109件
　27年度：81件 推進中

（充実）
推進中

（充実）
充実 保健福祉局

025

企業等における仕
事と家庭生活等の
厥য়支援 取組 
推進（再掲）

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続

文化市民局
産業観光局
保健福祉局
教育委員会

③　経済的支援及び養育費の確保

219

児童扶養手当，
母子父子寡婦福
祉資金貸付等の
各種制度施策情
報の周知

◇パンフレットの配布 　児童扶養手当広報パンフレット「児童扶養手当のご
あんない」を作成し，各区役所・支所，京北出張所の
窓口に備え付け，来庁時に配布している。

発行部数
　26年度：7,600部
　27年度：7,000部

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

220
母子父子寡婦福
祉資金貸付の推
進

◇母子父子寡婦福祉資金
貸付

　償還能力，貸付の必要性等について適切に審査した
うえで母子父子寡婦福祉資金貸付を行うことで，経済
的自立の助成と生活意欲の助長を図っていくととも
に，財政基盤の安定及び借受人間の公平性確保のため
に，引き続き適切な償還指導を行っている。

貸付件数
　26年度：466件
　27年度：435件

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

218
高等職業訓練促
進給厏স等事業
の推進（再掲）

推進中
（充実）

推進中
（充実）

充実 保健福祉局

221
ひとり親家庭等
医療費支給制度
の推進

◇ひとり親家庭等医療費
支給制度

　母子家庭等の母及び児童，父子家庭等の父及び児童
の医療保険の一部負担金を助成している。

支給人数
　26年度：28,254人
　27年度：27,757人
支給総額
　26年度：1,055,238,612円
　27年度：1,068,366,351円

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続 保健福祉局
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◇養育費及び面会交流に
関するリーフレットの配
布

― 着手前

◇特別相談
― 着手前

◇面会交流の支援

― 着手前

④　相談・支援機能及び情報提供の充実強化
◇業務主管課が実施する
業務研修への参加

　福祉事務所の母子・父子自立支援員を対象とした研
修を毎年実施している。

―
推進中

（継続）

◇他都市等との合同研修
会等の派遣研修への参加

　毎年度，全国母子寡婦福祉研修大会等に参加してい
る。

―
推進中

（継続）

224

ひとり親家庭に
関わる関係機関
の連携（福祉事
務所，ひとり親
家庭支援セン
ター，母子生活
支援施設，配偶
者暴力相談支援
センター，婦人
相談所，児童福
祉センター，ハ
ローワーク等）

◇関係機関の連携推進 　ひとり親家庭を取り巻く状況の複雑化に対応するた
め，関係機関との連携を強化し，より効果的な支援を
行う。

―
推進中

（継続）
推進中

（継続）
継続 保健福祉局

◇ひとり親家庭応援パン
フレットの作成

　各区・支所（１４か所）及び京都市ひとり親家庭支
援センターの計１５か所に配架し，各種施策の周知を
図っている。

発行部数
　26年度：5,000部
　27年度：5,000部 推進中

（継続）

◇パンフレット，リーフ
レットの配布場所の拡大

　ひとり親家庭応援パンフレットについて，配架場所
を増やすため，関係各所と調整する。 ―

推進中
（継続）

推進中
（継続）

継続

＜着手前・今後の予定＞
　関係機関との連携も含めて，養育費の確保及び子ど
もとの面会交流についての効果的な周知を行う。ま
た，子どもとの面会交流については，子どもの健やか
な育ちを確保するうえで有意義であること，養育費を
支払う意欲につながるものであることから，支援を充
実していく。

養育費の確保及
び子どもとの面
会交流に関する
相談支援，啓発
及び情報提供の
推進

222

ひとり親家庭の
相談・支援機能
の強化及び支援
に関わる職員の
質の向上

223

各種施策のリー
フレットやパン
フレット等の活
用

225

着手前 充実

推進中
（継続）

継続 保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局
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◇子育て応援ウェブサイ
ト

≪子育て応援ウェブサイト≫
　「子育て応援ウェブサイト」において，相談窓口，
生活，住まい，医療，日常生活支援，就労支援の項目
ごとに情報を掲載・発信している。

≪京都はぐくみアプリ≫
　「京都はぐくみアプリ」の子育て支援施策の検索・
閲覧画面において，京都市が実施する子育て支援施策
を目的に応じてわかりやすく１１のカテゴリーに分類
しており，その中に「ひとり親家庭への支援」を設け
ている。

≪子育て応援ウェブサイト≫
ウェブサイトアクセス数
　27年度：401,847件

≪京都はぐくみアプリ≫
アプリダウンロード数
　27年度：5,061件
ウェブサイトアクセス数
　27年度：401,847件

推進中
（継続）

◇子育て支援情報発信事
業の実施

再掲014
推進中

（継続）

◇事業内容についてわか
りやすく紹介するパンフ
レットの作成

　当該施設が実施する事業内容を紹介する「ゆめあす
ｎａｖｉ」を発行している。また，パンフレットに掲
載している各事業にＱＲコードをつけ，ホームページ
にリンクできるものとなっている。

発行部数
　26年度：5,000部
　27年度：10,000部 推進中

（充実）

◇「ゆめあす通信」の配
布部数の拡大

　「ゆめあす通信」の配布部数の拡大に取り組んでいる配布部数
　27年度：15,000部

推進中
（継続）

◇ホームページの充実 　ゆめあすのホームページについて，適宜内容の更新
を図っている。 ―

推進中
（継続）

◇インターネットメディ
アを活用したリアルタイ
ムの情報発信

　メールマガジン（ゆめあすメルマガ）を発行し，月
に数回不定期で生活に役立つセミナーや催しなどの情
報を発信している。 ―

推進中
（継続）

保健福祉局

保健福祉局
推進中

（継続）
継続

継続

「京都市ひとり
親家庭支援セン
ター（愛称：ゆ
めあす）」の認
知度を高めるた
めの取組の推進

227

推進中
（継続）

ひとり親家庭支
援施策のホーム
ページを通じた
情報発信等の推
進

226
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◇ＤＶ根絶のための市民
への普及啓発の推進（若
年層を対象とした早い段
階からの啓発）

　ＤＶ根絶のための市民への普及啓発を実施するとと
もに，若年層への啓発を充実させ，各年齢層に応じた
ＤＶ，デートＤＶの効果的な啓発を実施する。

―
推進中

（継続）

◇被害者の早期発見及び
相談体制の充実

　被害者が最初に相談する可能性が高い区役所職員や
医療従事者等に対し被害者支援の情報を提供するな
ど，被害者の早期発見を図るとともに，関係機関と連
携の下，切れ目のない支援に取り組む。

京都市ＤＶ相談センターにお
ける延べ相談件数
　26年度：4,840件
　27年度：5,424件

推進中
（継続）

◇被害者の保護及び自立
支援の充実

　被害者の安全確保のほか，自立のための情報提供や
心理的ケアなど，被害者の置かれた状況に応じて，関
係機関と連携した様々な支援を総合的に行い，長期に
わたる切れ目のない支援を実施する。 ―

推進中
（継続）

◇関係機関との連携・協
力の推進

　庁内会議等において，被害者支援に関する情報共有
を行うとともに，被害者の相談に対して迅速に対応す
るため連携を強化する。また，被害者の支援策を具体
的に検討できるよう，「配偶者等からの暴力に関する
ネットワーク京都会議」における情報共有など関係機
関の連携を強化する。

―
推進中

（継続）

◇インターネットを活用
した情報提供

　ホームページ等を活用した効果的な啓発や広報を実
施する。 ―

推進中
（継続）

◇学校における人権教育
の推進

　小学校，中学校，高校において，児童・生徒の発達
段階に応じた人権教育及び男女共同参画の理念に基づ
いたＤＶ予防の啓発を実施する。 ―

推進中
（継続）

推進中
（継続）

充実 文化市民局228

ＤＶ（ドメス
ティック・バイ
オレンス）対策
の充実
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